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説
心
説
性
』『
自
証
三
昧
』
考

石　

井　

修　

道

一　

は　

じ　

め　

に

　

大
慧
宗
杲
（
一
〇
八
八
―
一
一
六
三
）
を
批
判
し
た
道
元
の
著
作
に
『
説
心
説
性
』
と
『
自
証
三
昧
』
の
二
巻
が
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
説
示
は
共
に
吉
峰
寺
で
あ
り
、
年
次
の
記
載
に
寛
元
元
年
と
寛
元
二
年
の
一
年
の
差
が
あ
る
が
、
恐
ら
く
両
書
成
立
は
半

年
の
差
と
思
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
奥
書
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

『
説
心
説
性
』

　
　

爾
時
寛
元
元
年
癸
卯
、
在
于
日
本
国
越
州
吉
田
県
吉
峰
寺
示
衆

　
　
　

『
自
証
三
昧
』

　
　

爾
時
寛
元
二
年
甲
辰
二
月
二
十
九
日
、
在
于
越
宇
吉
峰
精
舎
示
衆

　

七
十
五
巻
本
『
正
法
眼
蔵
』
で
は
、
四
十
二
と
六
十
九
の
配
列
で
、
両
書
が
本
論
で
検
討
す
る
よ
う
に
、
大
慧
宗
杲
批
判
の
内
容
で

あ
る
が
故
に
、
共
に
二
十
八
巻
本
に
編
集
さ
れ
て
い
る
。
秋
田
県
の
宗
務
所
・
禅
セ
ン
タ
ー
主
催
の
祖
録
に
親
し
む
の
講
義
に
お
い
て
、

二
〇
〇
五
年
五
月
三
十
日
に
『
自
証
三
昧
』
を
、
二
〇
〇
八
年
六
月
二
十
六
・
二
十
七
日
に
『
説
心
説
性
』
を
読
み
終
え
た
の
で
、
こ
こ
に

道
元
の
大
慧
宗
杲
批
判
の
問
題
を
中
心
に
両
書
の
試
訳
を
付
し
て
検
討
し
た
も
の
が
本
論
で
あ
る
。

　

大
慧
宗
杲
に
つ
い
て
は
、
私
は
多
く
を
論
じ
て
き
た
し

（
１
）

、
伝
に
つ
い
て
は
そ
の
基
本
に
な
る
『
大
慧
年
譜
』
に
つ
い
て
も
、
補
正
の
必
要

性
は
認
め
る
が
、
「
大
慧
普
覚
禅
師
年
譜
の
研
究
（
上
）
（
中
）
（
下
）
」
（
『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』
第
三
七
号
・
第
三
八
号
・
第

四
〇
号
、
一
九
七
九
年
三
月
～
一
九
八
二
年
三
月
）
で
発
表
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
道
元
の
大
慧
伝
の
論
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
ま
ず
簡
単

な
略
年
譜
を
取
り
あ
え
ず
掲
げ
て
お
こ
う
。

駒
澤
大
學
佛
敎
學
部
硏
究
紀
要
第
六
十
七
號　

平
成
二
十
一
年
三
月
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二

　

大
慧
宗
杲
略
年
譜

元
祐
三
年 

（
一
〇
八
八
） 　

真
歇
清
了
、
四
川
省
綿
陽
県
に
生
ま
れ
る
。
（
一
歳
）

元
祐
四
年 

（
一
〇
八
九
） 

大
慧
宗
杲
、
安
徽
省
寧
国
県
に
生
ま
れ
る
。
（
一
歳
）

元
祐
六
年 
（
一
〇
九
一
） 　

宏
智
正
覚
、
山
西
省
隰
州
に
生
ま
れ
る
。
（
一
歳
）

大
観
元
年 

（
一
一
〇
七
） 

大
慧
、
湖
北
省
郢
州
大
陽
山
に
て
曹
洞
宗
の
教
義
を
学
ぶ
。
（
一
九
歳
）

大
観
三
年 

（
一
一
〇
九
） 

大
慧
、
江
西
省
隆
興
府
泐
潭
宝
峰
寺
に
て
湛
堂
文
準
に
参
ず
。
（
二
一
歳
）

政
和
五
年 

（
一
一
一
五
） 
七
月
二
二
日
、
湛
堂
文
準
示
寂
す
。
（
五
五
歳
）

宣
和
七
年 

（
一
一
二
五
） 
大
慧
、
東
京
の
天
寧
万
寿
寺
の
圜
悟
の
下
で
大
悟
す
。
（
三
七
歳
）

建
炎
二
年 

（
一
一
二
八
） 

大
慧
、
江
西
省
南
康
軍
雲
居
真
如
院
に
圜
悟
を
尋
ね
る
。
（
四
〇
歳
）

建
炎
四
年 

（
一
一
三
〇
） 　

真
歇
清
了
、
福
州
雪
峰
山
崇
聖
寺
に
住
す
。
（
四
三
歳
）

紹
興
四
年 

（
一
一
三
四
） 

大
慧
、
江
西
省
よ
り
福
州
へ
行
き
、
黙
照
邪
禅
の
攻
撃
を
開
始
し
、
看
話
禅
を
大
成
す
る
。
（
四
六
歳
）

紹
興
七
年 

（
一
一
三
七
） 

大
慧
、
浙
江
省
臨
安
府
径
山
能
仁
寺
に
住
す
。
（
四
九
歳
）

紹
興
一
一
年 

（
一
一
四
一
） 

大
慧
、
張
九
成
と
交
り
、「
神
臂
弓
事
件
」
に
よ
り
秦
桧
の
怒
り
を
か
い
湖
南
省
衡
州
へ
流
罪
と
な
る
。（
五
三
歳
）

紹
興
二
〇
年 

（
一
一
五
〇
） 

大
慧
、
流
罪
地
を
衡
州
か
ら
広
東
省
梅
州
へ
移
さ
れ
る
。
（
六
二
歳
）

紹
興
二
五
年 

（
一
一
五
五
） 

一
〇
月
二
二
日
、
秦
桧
没
す
。
（
六
六
歳
）

紹
興
二
六
年 

（
一
一
五
六
） 

大
慧
、
罪
を
許
さ
れ
て
復
僧
し
、
宏
智
正
覚
の
薦
め
で
浙
江
省
慶
元
府
阿
育
王
山
広
利
寺
に
住
す
。
（
六
八
歳
）

紹
興
二
七
年 

（
一
一
五
七
） 

一
〇
月
八
日
、
宏
智
正
覚
示
寂
し
、
大
慧
宗
杲
が
喪
礼
を
司
る
。

紹
興
二
八
年 

（
一
一
五
八
） 

大
慧
、
径
山
に
再
住
す
。
（
七
〇
歳
）

紹
興
二
九
年 

（
一
一
五
九
） 

大
慧
、
即
位
前
の
孝
宗
よ
り
使
者
の
黄
彦
節
を
遣
わ
さ
れ
、
般
若
を
挙
揚
さ
せ
ら
れ
る
。

紹
興
三
二
年 

（
一
一
六
二
） 

大
慧
、
孝
宗
よ
り
大
慧
禅
師
の
号
を
賜
る
。
（
七
四
歳
）

隆
興
元
年 

（
一
一
六
三
） 

八
月
一
〇
日
、
大
慧
示
寂
す
。
諡
を
普
覚
と
賜
り
、
塔
を
宝
光
と
名
づ
け
ら
れ
る
。
（
七
五
歳
）

乾
道
八
年 

（
一
一
七
二
） 

『
大
慧
禅
師
語
録
』
三
〇
巻
の
入
蔵
を
許
さ
れ
る
。
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三

　

こ
の
略
年
譜
は
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
『
自
証
三
昧
』
に
は
道
元
が
ま
と
め
た
大
慧
伝
が
存
在
し
、
そ
の
基

づ
く
資
料
は
次
の
（
イ
）『
大
慧
普
覚
禅
師
宗
門
武
庫
』〈
比
較
の
都
合
上
、
一
部
問
答
を
五
段
に
分
け
て
○
内
に
数
を
入
れ
る
〉
と
（
ロ
）「
大

慧
普
覚
禅
師
塔
銘
」
の
合
糅
で
あ
る
。

　
　
　

（
イ
）
『
大
慧
普
覚
禅
師
宗
門
武
庫
』

　

宣
州
明
寂
珵
禅
師
、
遍
見
前
輩
尊
宿
、
如
瑯
溪
・
雪
竇
・
天
衣
、
皆
承
事
請
法
。
出
世
嗣
興
教
坦
和
尚
。
坦
嗣
瑯
溪
。
後
遷
太
平
州
瑞
竹
、

退
居
西
堂
。
師
初
遊
方
従
之
、
請
益
雪
竇
拈
古
頌
古
。
珵
令
看
因
縁
。
皆
要
自
見
自
説
不
仮
其
言
語
。
師
洞
達
先
聖
之
微
旨
。
程
嘗
称

於
衆
曰
、
「
杲
必
再
来
人
也
」
。
復
遊
郢
州
大
陽
、
見
元
首
座
・
洞
山
微
和
尚
・
堅
首
座
。
微
在
芙
蓉
会
中
首
衆
。
堅
為
侍
者
十
余
年
。

師
周
旋
三
公
座
下
甚
久
、
尽
得
曹
洞
宗
旨
。
受
授
之
際
皆
臂
香
、
以
表
不
妄
付
授
。
師
自
惟
曰
、「
禅
有
伝
授
、
豈
仏
祖
自
証
自
悟
之
法
」
。

棄
之
。

　

①
依
湛
堂
。
一
日
湛
堂
問
曰
、
「
爾
鼻
孔
因
什
麼
今
日
無
半
辺
」
。
対
曰
、
「
宝
峰
門
下
」
。
湛
堂
曰
、
「
杜
撰
禅
和
」
。
②
又
一
日
、
於

粧
十
王
処
。
問
曰
、
「
此
官
人
姓
什
麼
」
。
対
曰
、
「
姓
梁
」
。
湛
堂
以
手
自
摸
頭
曰
、
「
争
奈
姓
梁
底
少
箇
幞
頭
」
。
対
曰
、
「
雖
無
幞
頭
、

鼻
孔
髣
髴
」
。
湛
堂
曰
、
「
杜
撰
禅
和
」
。
③
又
看
経
次
、
問
曰
、
「
看
什
麼
経
」
。
対
曰
、
「
金
剛
経
」
。
曰
、
「
是
法
平
等
無
有
高
下
。
為

什
麼
雲
居
山
高
、
宝
峰
山
低
」
。
対
曰
、
「
是
法
平
等
無
有
高
下
」
。
堂
曰
、
「
爾
做
得
箇
座
主
」
、
使
下
。
④
一
日
問
曰
、
「
杲
上
座
、
我

這
裏
禅
、
爾
一
時
理
会
得
。
教
爾
説
也
説
得
、
教
爾
做
拈
古
頌
古
小
参
普
説
、
爾
也
做
得
。
祇
是
有
一
件
事
未
在
。
爾
還
知
麼
」
。
対
曰
、

「
甚
麼
事
」
。
湛
堂
曰
、
「
爾
祇
欠
這
一
解
在
。
繁
。
若
爾
不
得
這
一
解
、
我
方
丈
与
爾
説
時
便
有
禅
、
纔
出
方
丈
便
無
了
。
惺
惺
思
量

時
便
有
禅
、
纔
睡
著
便
無
了
。
若
如
此
、
如
何
敵
得
生
死
」
。
対
曰
、「
正
是
某
疑
処
」
。
⑤
後
湛
堂
疾
亟
。
問
曰
、「
和
尚
若
不
起
此
疾
、

教
某
依
附
誰
、
可
以
了
此
大
事
」
。
曰
、「
有
箇
勤
巴
子
、
我
亦
不
識
他
。
爾
若
見
之
、
必
能
成
就
此
事
。
若
見
他
了
不
得
、
便
修
行
去
。

後
世
出
来
参
禅
」
。
〈
『
自
証
三
昧
』
は
②
③
の
順
序
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
〉
（
大
正
巻
四
七
―
九
五
三
ａ
ｂ
）

　
　
　

（
ロ
）
『
大
慧
語
録
』
巻
六
「
大
慧
普
覚
禅
師
塔
銘
」

　

見
勤
于
天
寧
。
一
日
勤
陞
堂
。
師
豁
然
神
悟
、
以
語
勤
。
勤
曰
、
「
未
也
。
子
雖
有
得
矣
、
而
大
法
故
未
明
」
。
又
一
日
、
勤
挙
演
和

尚
有
句
無
句
語
。
師
言
下
得
大
安
楽
法
。
勤
拊
掌
曰
、
「
始
知
吾
不
汝
欺
耶
」
。
（
大
正
巻
四
七
―
八
三
六
ｃ
）

　

大
慧
に
は
『
大
慧
年
譜
』
が
存
在
す
る
こ
と
を
前
述
し
た
が
、
現
存
の
も
の
は
修
訂
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
に
道
元
の

参
照
し
た
も
の
は
、
杜
撰
な
『
大
慧
年
譜
』
で
は
な
か
っ
た
か
と
い
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る

（
２
）

。
し
か
し
、
そ
の
説
の
妥
当
性
は
ほ
と
ん
ど
無
く
、
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四

道
元
が
合
糅
に
よ
っ
て
引
用
資
料
を
作
成
す
る
こ
と
は
、
別
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
っ
て

（
３
）

、
比
較
検
討
の
結
果
か
ら
『
自
証
三
昧
』
は
『
宗

門
武
庫
』
と
「
塔
銘
」
を
合
糅
し
て
引
用
し
た
も
の
と
断
定
し
て
よ
い
の
で
あ
る
。
こ
の
引
用
を
巡
っ
て
最
大
の
問
題
は
、
道
元
が
大
慧
を

批
判
す
る
の
に
都
合
の
よ
い
よ
う
に
圜
悟
の
語
を
改
変
し
た
文
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

（
ロ
）
の
引
用
箇
所
は
、
後
の
私
の
『
自
証
三
昧
』
の
分
類
で
は
十
六
段
に
相
当
す
る
が
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

宗
杲
因
湛
堂
之
嘱
、
而
湛
堂
順
寂
後
、
参
圜
悟
禅
師
於
京
師
之
天
寧
。
圜
悟
一
日
陞
堂
、
宗
杲
有
神
悟
、
以
悟
告
呈
圜
悟
。
悟
曰
、「
未

也
、
子
雖
如
是
、
而
大
法
故
未
明
」
。
又
一
日
圜
悟
上
堂
、
挙
五
祖
演
和
尚
有
句
無
句
語
。
宗
杲
聞
而
言
下
得
大
安
楽
法
。
又
呈
解
圜
悟
。

圜
悟
笑
曰
、
「
吾
不
欺
汝
耶
」
。

　

圜
悟
が
大
慧
に
言
っ
た
最
後
の
文
は
、「
始
知
吾
不
汝
欺
耶
」と
な
っ
て
い
た
。
道
元
は
「
吾
不
欺
汝
耶
」と
し
、「
始
知
」を
外
し
た
上
で
、「
汝

欺
」
を
「
欺
汝
」
の
語
順
と
し
た
。
後
に
紹
介
す
る
『
大
慧
語
録
』
の
「
如
今
方
知
道
、
我
不
謾
爾
」
や
『
普
燈
録
』
の
「
始
知
吾
不
汝
欺
」

か
ら
見
て
、
「
始
知
」
を
外
し
た
こ
と
は
大
い
に
問
題
で
あ
る
。
外
し
た
上
で
両
文
は
同
じ
意
味
と
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
原
典
は
大
安
楽
法

を
得
た
大
慧
に
、
圜
悟
が
手
を
打
っ
て
喜
び
、
「
わ
た
し
が
君
を
欺
い
て
は
い
な
か
っ
た
こ
と
が
や
っ
と
判
っ
た
」
と
言
っ
て
大
慧
を
認
め

て
い
る
の
で
あ
る
。
道
元
は
そ
の
意
味
を
大
慧
が
大
安
楽
の
法
を
圜
悟
に
差
し
出
し
た
の
を
、
圜
悟
は
皮
肉
か
、
冷
や
や
か
な
笑
い
に
し
て
、

「
わ
た
し
は
君
を
欺
か
な
い
で
い
れ
よ
う
か
（
わ
た
し
は
君
に
本
当
に
言
う
と
で
も
思
っ
て
い
る
の
か
）
」
の
反
語
に
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ

る
。

　

そ
れ
を
承
け
て
、
道
元
は
十
七
段
を
次
の
よ
う
に
続
け
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
宗
杲
禅
師
、
の
ち
に
圜
悟
に
参
ず
る
因
縁
な
り
。
圜
悟
の
会
に
し
て
書
記
に
充
す
。
し
か
あ
れ
ど
も
、
前
後
い
ま
だ
あ
ら
た
な

る
得
処
み
え
ず
。
み
づ
か
ら
普
説
陞
堂
の
と
き
も
得
処
を
挙
せ
ず
。
し
る
べ
し
、
記
録
者
は
「
神
悟
」
せ
る
と
い
ひ
、
「
得
大
安
楽
法
」

と
記
せ
り
と
い
へ
ど
も
、
さ
せ
る
こ
と
な
き
な
り
。
お
も
く
お
も
ふ
こ
と
な
か
れ
、
た
ゞ
参
学
の
生
な
り
。

　

と
こ
ろ
で
大
慧
伝
は
こ
こ
に
記
す
よ
う
な
状
況
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
大
慧
の
大
悟
の
機
縁
は
、
道
元
が
確
実
に
読
ん
だ
『
大
慧
語
録
』
巻

一
七
に
も
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　

後
来
在
京
師
天
寧
、
見
老
和
尚
陞
堂
。
「
挙
。
僧
問
雲
門
、
『
如
何
是
諸
仏
出
身
処
』
。
門
曰
、
『
東
山
水
上
行
』
。
若
是
天
寧
即
不
然
、

如
何
是
諸
仏
出
身
処
。
薫
風
自
南
来
、
殿
閣
生
微
涼
」
。
向
這
裏
忽
然
前
後
際
断
。
譬
如
一
綟
乱
絲
将
刀
一
截
截
断
相
似
。
当
時
通
身
汗
出
。

〈
圜
悟
の
語
は
唐
の
柳
公
権
の
詩
〉
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一
般
に
言
わ
れ
る
大
慧
の
大
悟
経
験
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
『
大
慧
年
譜
』
に
も
引
用
さ
れ
て
は
い
る
が
、
道
元
が
『
大
慧
年
譜
』
を
み
た

か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
こ
れ
が
伝
記
上
に
お
い
て
完
全
な
大
悟
と
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
先
に
つ
づ
い
て
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。
こ
こ
で
老
漢
と
は
大
慧
を
指
す
。

　

一
日
因
問
老
和
尚
、
「
見
説
、
和
尚
当
時
在
五
祖
、
曾
問
這
箇
話
。
不
知
五
祖
和
尚
如
何
答
」
。
和
尚
不
肯
説
。
老
漢
曰
、
「
和
尚
当

時
不
可
独
自
問
、
須
対
大
衆
前
問
。
如
今
説
又
何
妨
」
。
老
和
尚
乃
曰
、
「
我
問
、
『
有
句
無
句
如
藤
倚
樹
時
如
何
』
。
祖
曰
、
『
描
也
描

不
成
、
画
也
画
不
就
』
。
又
問
、『
忽
遇
樹
倒
藤
枯
時
如
何
』
。
祖
曰
、『
相
随
来
也
』
」
。
老
漢
纔
聞
挙
、
便
理
会
得
。
乃
曰
、「
某
会
也
」
。

老
和
尚
曰
、
「
只
恐
爾
透
公
案
未
得
」
。
老
漢
曰
、
「
請
和
尚
挙
」
。
老
和
尚
遂
連
挙
一
絡
索
袋
訛
公
案
、
被
我
三
転
両
転
截
断
。
如
箇
太

平
無
事
時
得
路
便
行
更
無
滞
礙
。
老
和
尚
曰
、
「
如
今
方
知
道
、
我
不
謾
爾
」
。
（
大
正
巻
四
七
―
八
八
三
ａ
ｂ
）

　

こ
こ
で
も
圜
悟
が
大
慧
を
認
め
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
も
し
『
大
慧
語
録
』
巻
一
七
が
見
落
と
さ
れ
た
と
し
て
も
、
道
元
が
確

実
に
読
ん
だ
『
嘉
泰
普
燈
録

（

４

）』
巻
一
五
の
大
慧
宗
杲
章
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

師
至
天
寧
、
値
悟
陞
堂
。
「
挙
。
僧
問
雲
門
、
『
如
何
是
諸
仏
出
身
処
』
。
門
曰
、
『
東
山
水
上
行
』
。
若
是
天
寧
即
不
然
。
如
何
是
諸

仏
出
身
処
。
熏
風
自
南
来
、
殿
閣
生
微
涼
」
。
師
聞
豁
然
神
悟
。
踰
月
、
悟
謂
曰
、「
也
不
易
你
到
這
田
地
。
只
是
可
惜
你
死
了
不
能
活
。

又
却
不
疑
言
句
是
為
大
病
。
不
見
道
、『
懸
崖
撒
手
、
自
肯
承
当
、
絶
後
再
門
、
欺
君
不
得
』
。
須
信
有
這
箇
道
理
」
。
延
為
択
木
堂
侍
者
。

日
同
士
大
夫
入
室
至
数
次
〈
択
木
乃
朝
士
止
息
処
〉
。
悟
毎
挙
有
句
無
句
如
藤
倚
樹
問
之
。
師
擬
対
。
悟
曰
、「
不
是
」
。
経
半
載
、
問
曰
、

「
聞
和
尚
当
時
在
五
祖
曾
問
這
話
。
不
知
五
祖
如
何
答
」
。
悟
俛
首
。
師
曰
、
「
和
尚
当
時
対
人
天
大
衆
問
之
。
如
今
説
亦
何
妨
」
。
悟
不

得
已
謂
曰
、
「
我
問
、
『
有
句
無
句
如
藤
倚
樹
時
如
何
』
。
祖
曰
、
『
描
也
描
不
成
、
画
也
画
不
就
』
。
『
忽
遇
樹
倒
藤
枯
時
如
何
』
。
祖
曰
、

『
相
随
来
也
』
」
。
師
於
言
下
去
尽
知
見
。
悟
曰
、
「
始
知
吾
不
汝
欺
」
。
遂
命
掌
翰
墨
、
著
臨
済
正
宗
記
付
之
。
未
幾
、
令
分
座
。
（
続
蔵

巻
一
三
七
―
一
一
三
右
上
下
）

　

こ
の
よ
う
に
大
慧
の
大
悟
は
知
ら
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
今
日
で
は
『
臨
済
正
宗
記
』
（
『
禅
門
諸
祖
師
偈
頌
』
巻
二
所
収
）
の
奥
書
ま

で
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

宗
杲
首
座
、
生
平
游
叢
席
、
徧
見
大
有
道
之
士
十
余
年
、
軒
昂
騰
踏
、
不
可
羈
縻
。
曾
於
渚
宮
、
与
無
尽
公
投
契
。
公
雅
重
其
器
度
、

毎
祝
之
、
応
須
見
仏
果
。
宣
和
中
、
会
被
旨
、
領
天
寧
。
渠
即
先
一
日
入
堂
已
、
而
造
室
中
、
発
語
果
異
常
。
因
関
無
党
後
話
及
、
乃

知
其
為
曇
晦
。
経
夏
撃
揚
、
縁
升
座
挙
諸
仏
出
身
処
、
薫
風
自
南
来
、
即
大
瞥
地
。
自
爾
命
之
於
方
丈
側
。
晨
夕
与
煅
煉
、
以
白
雲
老
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師
昔
示
有
句
、
渠
尽
伎
倆
、
百
種
開
展
、
悉
与
列
下
。
幾
乎
以
為
心
行
移
換
、
初
無
実
地
。
因
至
誠
語
之
。
昔
仏
鑑
与
予
正
起
如
是
謗
。

但
更
絶
意
探
賾
、
当
不
較
多
、
後
来
驀
然
猛
省
、
尽
脱
去
機
籌
、
知
見
玄
妙
。
因
謂
渠
云
、
「
正
好
参
禅
也
」
。
即
踊
躍
向
前
従
頭
一
加

箴
錐
、
始
浩
然
大
徹
。
予
不
喜
得
人
、
但
喜
此
正
法
眼
蔵
有
覰
得
透
徹
底
、
可
以
起
臨
済
正
宗
。
遂
於
稠
衆
指
出
、
令
分
座
訓
徒
。
久

之
会
都
下
擾
攘
、
相
与
謀
出
汴
、
臨
分
書
此
、
以
作
別
。
間
年
余
、
乃
自
平
江
虎
丘
、
得
得
上
欧
阜
再
集
。
主
山
之
次
日
、
入
首
座
寮
。

合
山
数
百
衲
聳
動
、
屡
作
師
子
吼
。
掲
示
室
中
金
捲
栗
蓬
大
鉗
鍵
、
本
色
久
参
之
流
、
靡
不
欽
服
。
而
徳
性
愈
恬
穏
、
洪
無
諍
之
風
。

怗
怗
不
較
勝
負
、
只
欲
入
深
山
幽
谷
、
斅
古
老
火
種
刀
耕
、
向
钁
頭
辺
、
収
拾
攻
苦
食
淡
兄
弟
、
木
飧
澗
飲
、
艸
衣
茅
舎
、
避
世
俟
時

清
平
。
即
不
廃
悲
願
。
真
大
丈
夫
、
慷
慨
英
霊
、
奇
傑
之
人
、
所
跂
歩
也
。
因
再
為
細
書
、
仍
作
此
跋
云
。
建
炎
三
年
（
一
一
二
九
）

四
月
十
七
日
、
住
雲
居
山
圜
悟
禅
師
。
（
続
蔵
巻
一
一
六
―
四
七
一
左
下
～
二
右
上
）

　

師
の
圜
悟
が
大
慧
の
力
量
を
認
め
、
い
か
に
期
待
し
て
い
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
道
元
の
『
自
証
三
昧
』
の
意

図
的
改
変
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

更
に
『
説
心
説
性
』
の
大
慧
批
判
に
も
『
大
慧
語
録
』
が
十
分
に
読
み
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
『
説
心
説
性
』
の

第
六
段
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

爾
時
初
祖
謂
二
祖
曰
、
「
汝
但
外
息
諸
縁
、
内
心
無
喘
、
心
如
牆
壁
、
可
以
入
道
」
。
二
祖
種
々
説
心
説
性
、
倶
不
証
契
。
一
日
忽
然

省
得
。
果
白
初
祖
曰
、「
弟
子
此
回
始
息
諸
縁
也
」
。
初
祖
知
其
已
悟
、
更
不
窮
詰
、
只
曰
、「
莫
成
断
滅
否
」
。
二
祖
曰
、「
無
」
。
初
祖
曰
、

「
子
作
麼
生
」
。
二
祖
曰
、
「
了
々
常
知
、
故
言
之
不
可
及
」
。
初
祖
曰
、
「
此
乃
従
上
諸
仏
諸
祖
所
伝
心
体
。
汝
今
既
得
、
善
自
護
持
」
。

　

こ
の
出
典
は
次
の
『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
三
の
菩
提
達
磨
章
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
そ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
き
た
経
過
が
あ
る

（
５
）

。

　

別
記
云
。
師
初
居
少
林
寺
九
年
、為
二
祖
説
法
。
祇
教
曰
、「
外
息
諸
縁
、
内
心
無
喘
、
心
如
牆
壁
、
可
以
入
道
」
。
慧
可
種
種
説
心
性
理
、

道
未
契
。
師
祇
遮
其
非
、
不
為
説
無
念
心
体
。
慧
可
曰
、「
我
已
息
諸
縁
」
。
師
曰
、「
莫
不
成
断
滅
去
否
」
。
可
曰
、「
不
成
断
滅
」
。
師
曰
、「
何

以
験
之
云
不
断
滅
」
。
可
曰
、「
了
了
常
知
、
故
言
之
不
可
及
」
。
師
曰
、「
此
是
諸
仏
所
伝
心
体
。
更
勿
疑
也
」
。
（
禅
文
化
本
三
三
頁
下
）

　

と
こ
ろ
が
『
大
慧
語
録
』
巻
二
七
（
＝
『
大
慧
書
』
「
答
劉
宝
学
」
）
に
も
同
話
の
引
用
が
あ
り
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

昔
達
磨
謂
二
祖
曰
、
「
汝
但
外
息
諸
縁
、
内
心
無
喘
、
心
如
牆
壁
、
可
以
入
道
」
。
二
祖
種
種
説
心
説
性
、
倶
不
契
。
一
日
忽
然

省
得
達
磨
所
示
要
門
。
遽
白
達
磨
曰
、「
弟
子
此
回
始
息
諸
縁
也
」
。
達
磨
知
其
已
悟
、
更
不
窮
詰
。
只
曰
、「
莫
成
断
滅
去
否
」
。
曰
、

「
無
」
。
達
磨
曰
、「
子
作
麼
生
」
。
曰
、「
了
了
常
知
、
故
言
之
不
可
及
」
。
達
磨
曰
、「
此
乃
従
上
諸
仏
諸
祖
所
伝
心
体
。
汝
今
既
得
、
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更
勿
疑
也
」
。
（
大
正
巻
四
七
―
九
二
五
ｂ
）

　

こ
れ
ら
の
比
較
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ま
た
、
『
正
法
眼
蔵
』
の
「
説
心
説
性
」
の
題
名
か
ら
考
え
て
も
、
『
伝
燈
録
』
の
「
慧
可
種
種

説
心
性
理
」
よ
り
『
大
慧
語
録
』
の
「
二
祖
種
種
説
心
説
性
」
が
引
用
に
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
を
最
初
に

指
摘
し
た
の
は
、
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
宗
学
研
究
部
門
の
出
典
研
究
の
時
の
金
子
宗
元
氏
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
展
開
す
る
問
題

は
再
び
後
に
と
り
あ
げ
る
こ
と
と
し
よ
う
。

　

こ
こ
で
は
『
説
心
説
性
』
と
『
自
証
三
昧
』
を
道
元
が
撰
述
す
る
時
に
、
大
慧
宗
杲
の
批
判
を
展
開
す
る
に
当
た
っ
て
、
十
分
な
意
図
と

周
到
な
準
備
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
そ
こ
で
ま
ず
両
巻
の
試
訳
を
こ
こ
で
示
す
こ
と
に
し
よ
う
。

二　

試
訳
『
説
心
説
性
』

　

『
説
心
説
性
』
の
構
成
は
十
六
段
と
し
た
。
（
下
段
の
数
は
岩
波
文
庫
本
（
二
）
の
頁
数
）

（
一
） 

神
山
・
洞
山
の
説
心
説
性
問
答 

四
一
七
頁

（
二
） 

説
心
説
性
は
仏
道
の
大
本 

四
一
八
頁

（
三
） 

仏
祖
の
功
徳
は
説
心
説
性
で
あ
る 

四
一
八
頁

（
四
） 

大
慧
宗
杲
の
説
心
説
性
説 

四
一
九
頁

（
五
） 

仏
祖
の
説
心
説
性
説 

四
二
〇
頁

（
六
） 

『
大
慧
語
録
』
巻
二
七
の
達
磨
・
慧
可
問
答 

四
二
一
頁

（
七
） 

達
磨
・
慧
可
問
答
の
誤
釈
例 

四
二
三
頁

（
八
） 

誤
釈
の
理
由 

四
二
三
頁

（
九
） 

大
慧
宗
杲
の
説
心
説
性
説
は
正
し
く
誤
り 

四
二
五
頁

（
十
） 

洞
山
・
神
山
の
説
心
説
性
問
答 

四
二
五
頁　

（
十
一
） 

有
の
人
の
説
心
説
性
と
無
の
人
の
説
心
説
性 

四
二
六
頁
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（
十
二
） 

神
山
僧
密
の
問
い 

四
二
八
頁

（
十
三
） 

問
わ
れ
て
、
も
う
す
ぐ
死
ぬ
こ
と
確
実
と
は 

四
二
八
頁

（
十
四
） 

誰
と
は 

四
二
九
頁

（
十
五
） 
死
中
得
活
と
は 

四
二
九
頁

（
十
六
） 

説
心
説
性
は
七
仏
祖
師
の
要
機 

四
三
〇
頁

正
法
眼
蔵
第
四
十
二　

説
心
説
性

（
一
）
神
山
僧
密
禅
師

（
６
）

、
与
洞
山
悟
本
大
師

（
７
）

行
次
、
悟
本
大
師
、
指
傍
院
曰
、「
裏
面
有
人
説
心
説
性
」
。
僧
密
師
伯
曰
、「
是
誰
」
。
悟
本
大
師
曰
、

「
被
師
伯
一
問
、
直
得
去
死
十
分
」
。
僧
密
師
伯
曰
、
「
説
心
説
性
底
誰
」
。
悟
本
大
師
曰
、
「
死
中
得
活
」
。

　

〈
神
山
僧
密
禅
師
、
洞
山
悟
本
大
師
と
行
く
次お

り

、
悟
本
大
師
、
傍
院
を
指
し
て
曰
く
、「
裏
面
に
人
有
り
て
説
心
説
性
す
」
。
僧
密
師
伯
曰
く
、

「
是
れ
誰た

そ
」
。
悟
本
大
師
曰
く
、
「
師
伯
に
一
問
せ
ら
れ
て
、
直
に
去
死
十
分
な
る
こ
と
を
得
た
り
」
。
僧
密
師
伯
曰
く
、
「
説
心
説
性
底

は
誰た

そ
」
。
悟
本
大
師
曰
く
、
「
死
中
に
活
を
得
た
り
」
。
〉

［
訳
］
正
法
眼
蔵
第
四
十
二　

説
心
説
性

　

神
山
僧
密
禅
師
が
洞
山
悟
本
大
師
と
歩
い
て
い
る
時
の
こ
と
で
あ
る
。
悟
本
大
師
が
傍
ら
の
塔
院
を
指
し
て
言
っ
た
、
「
こ
の
中
に
人
が

い
て
、
説
心
説
性
し
て
い
ま
す
」
。
僧
密
師
伯
が
聞
い
た
、
「
そ
れ
は
誰
で
す
か
」
。
悟
本
大
師
が
答
え
た
、
「
師
伯
に
質
問
さ
れ
て
、
も
う
す

ぐ
死
ぬ
こ
と
確
実
と
な
り
ま
し
た
」
。
僧
密
師
伯
が
聞
い
た
、
「
説
心
説
性
す
る
者
は
誰
で
す
か
」
。
悟
本
大
師
が
答
え
た
、
「
死
ん
だ
ま
ま
で

息
を
ふ
き
か
え
し
ま
し
た
」
。

（
二
）
説
心
説
性
は
仏
道
の
大
本
な
り
、
こ
れ
よ
り
仏
々
祖
々
を
現
成
せ
し
む
る
な
り
。
説
心
説
性
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
転
妙
法
輪
す
る
こ
と

な
し
、
発
心
修
行
す
る
こ
と
な
し
。
大
地
有
情
同
時
成
道

（
８
）

す
る
こ
と
な
し
、
一
切
衆
生
無
仏
性

（
９
）

す
る
こ
と
な
し
。
拈
花
瞬
目
は
説
心
説
性
な
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九

り
、
破
顔
微
笑

）
10
（

は
説
心
説
性
な
り
、
礼
拝
依
位
而
立

）
11
（

は
説
心
説
性
な
り
、
祖
師
入
梁

）
12
（

は
説
心
説
性
な
り
、
夜
半
伝
衣

）
13
（

は
説
心
説
性
な
り
。
拈

拄
し
ゅ
じ
ょ
う杖

こ
れ
説
心
説
性
な
り
、
横
払
子
こ
れ
説
心
説
性
な
り
。

［
訳
］
説
心
説
性
は
仏
道
の
大
本
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
仏
々
祖
々
を
目
の
前
に
顕
現
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
説
心
説
性
で
な
け
れ
ば
、
釈
尊
が

す
ば
ら
し
い
教
え
を
説
く
こ
と
も
な
い
し
、
発
心
修
行
す
る
こ
と
も
な
い
の
で
あ
る
。
大
地
と
衆
生
が
同
時
に
仏
道
を
完
成
す
る
こ
と
も
な

い
し
、
一
切
衆
生
が
無
の
仏
性
な
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
釈
尊
が
花
を
取
り
上
げ
目
を
ま
ば
た
き
し
た
の
は
説
心
説
性
で
あ
り
、
摩
訶

迦
葉
が
に
っ
こ
り
微
笑
し
た
の
は
説
心
説
性
で
あ
り
、
二
祖
慧
可
が
菩
提
達
磨
の
前
で
礼
拝
し
て
後
に
元
の
場
所
に
戻
っ
て
立
っ
た
の
は
説

心
説
性
で
あ
り
、
祖
師
の
菩
提
達
磨
が
梁
の
国
に
入
っ
た
の
は
説
心
説
性
で
あ
り
、
夜
半
に
五
祖
弘
忍
が
六
祖
慧
能
へ
伝
衣
し
た
の
は
説
心

説
性
で
あ
る
。
拄
杖
を
取
り
上
げ
て
説
法
す
る
の
は
説
心
説
性
で
あ
り
、
払
子
を
横
た
え
て
説
法
す
る
の
は
説
心
説
性
で
あ
る
。

（
三
）
お
ほ
よ
そ
仏
々
祖
々
の
あ
ら
ゆ
る
功
徳
は
、
こ
と
ご
と
く
こ
れ
説
心
説
性
な
り
。
平
常

）
14
（

の
説
心
説
性
あ
り
、
牆
壁
瓦
礫

）
15
（

の
説
心
説
性

あ
り
。
い
は
ゆ
る
心
生
種
々
法
生
の
道
理
現
成
し
、
心
滅
種
々
法
滅

）
16
（

の
道
理
現
成
す
る
、
し
か
し
な
が
ら
心
の
説
な
る
時
節
な
り
、
性
の
説

な
る
時
節
な
り
。
し
か
あ
る
に
、
心
を
通
ぜ
ず
、
性
に
達
せ
ざ
る
庸
流
、
く
ら
く
し
て
説
心
説
性
を
し
ら
ず
、
談
玄
談
妙
を
し
ら
ず
、
仏
祖

の
道
に
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
と
い
ふ
、
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
と
を
し
ふ
。
説
心
説
性
を
説
心
説
性
と
し
ら
ざ
る
に
よ
り
て
、
説
心
説
性
を
説
心
説

性
と
お
も
ふ
な
り
。
こ
れ
こ
と
に
大
道
の
通
塞
を
批
判
せ
ざ
る
に
よ
り
て
な
り
。

［
訳
］
そ
も
そ
も
、
仏
々
祖
々
の
す
べ
て
の
善
業
を
積
み
重
ね
て
得
ら
れ
た
力
（
功
徳
）
は
、
こ
と
ご
と
く
説
心
説
性
で
あ
る
。
南
泉
普
願

が
平
常
心
是
道
と
い
う
説
心
説
性
が
あ
り
、
南
陽
慧
忠
が
牆
壁
瓦
礫
と
い
う
説
心
説
性
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
心
が
生
す
れ
ば
種
々
法
が
生
ず

る
と
い
う
道
理
が
目
の
前
に
顕
現
し
、
心
が
滅
す
れ
ば
種
々
法
が
滅
す
る
と
い
う
道
理
が
目
の
前
に
顕
現
す
る
の
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
、
心

が
説
で
あ
る
あ
り
方
で
あ
り
、
性
が
説
で
あ
る
あ
り
方
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
心
に
通
ぜ
ず
、
性
に
達
し
な
い
凡
庸
の
連
中
は
、
お
ろ
か

で
説
心
説
性
を
知
ら
ず
、
談
玄
談
妙
を
知
ら
ず
に
、
仏
祖
の
言
葉
で
は
あ
り
え
な
い
と
言
い
、
あ
り
え
な
い
と
教
え
て
い
る
。
説
心
説
性
を

説
心
説
性
と
知
ら
な
い
か
ら
、
説
心
説
性
の
言
葉
を
説
心
説
性
と
思
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
全
く
大
道
が
通
ず
る
か
塞
が
る
か
を
は
っ
き
り
し

な
い
か
ら
で
あ
る
。
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〇

（
四
）
後
来
、
径
山
大
慧
禅
師
宗
杲

）
17
（

と
い
ふ
あ
り
て
い
は
く
、「
い
ま
の
と
も
が
ら
、
説
心
説
性
を
こ
の
み
、
談
玄
談
妙
を
こ
の
む
に
よ
り
て
、

得
道
お
そ
し
。
但
ま
さ
に
心
性
ふ
た
つ
な
が
ら
な
げ
す
て
き
た
り
、
玄
妙
と
も
に
忘
じ
き
た
り
て
、
二
相
不
生
の
と
き
、
証
契
す
る
な
り
」
。

　

こ
の
道
取
、
い
ま
だ
仏
祖
の
藉

け
ん
し
ょ
う苙

を
し
ら
ず
、
仏
祖
の
列
辟
を
き
か
ざ
る
な
り
。
こ
れ
に
よ
り
て
、
心
は
ひ
と
へ
に
慮
知
念
覚
な
り
と

し
り
て
、
慮
知
念
覚
も
心
な
る
こ
と
を
学
せ
ざ
る
に
よ
り
て
、
か
く
の
ご
と
く
い
ふ
。
性
は
澄
湛
寂
静

）
18
（

な
る
と
の
み
妄
計
し
て
、
仏
性
法
性

の
有
無
を
し
ら
ず
、
如
是
性
を
ゆ
め
に
も
い
ま
だ
み
ざ
る
に
よ
り
て
、
し
か
の
ご
と
く
仏
法
を
辟
見
せ
る
な
り
。
仏
祖
の
道
取
す
る
心
は
皮

肉
骨
髄

）
19
（

な
り
、
仏
祖
の
保
任
せ
る
性
は
竹
篦
拄
杖
な
り
。
仏
祖
の
証
契
す
る
玄
は
露
柱
燈
籠
な
り
、
仏
祖
の
挙
拈
す
る
妙
は
知
見
解
会

）
20
（

な
り
。

［
訳
］
後
に
径
山
大
慧
禅
師
宗
杲
と
い
う
者
が
い
て
言
う
に
は
、
「
い
ま
の
連
中
は
、
説
心
説
性
を
好
み
、
談
玄
談
妙
を
好
む
か
ら
、
悟
り
に

到
達
す
る
の
が
遅
い
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
心
と
性
と
を
共
に
投
げ
捨
て
、
玄
と
妙
と
共
に
忘
れ
て
、
二
つ
の
相
が
生
じ
な
い
時
に
、
悟
り
に

契
う
の
で
あ
る
」
。

　

こ
の
説
示
は
、
い
ま
だ
仏
祖
の
書
物
を
知
ら
ず
、
仏
祖
の
説
法
を
聞
か
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
心
は
専
ら
慮
知
念
覚
で
あ
る

と
知
り
て
、
慮
知
念
覚
も
心
で
あ
る
こ
と
を
学
ば
な
い
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
言
う
の
で
あ
る
。
性
は
清
ら
か
で
静
か
で
あ
る
と
の
み
間
違
っ

て
考
え
、
仏
性
や
法
性
の
有
と
無
と
を
知
ら
ず
、
真
実
の
あ
り
よ
う
（
如
是
性
）
を
夢
に
も
い
ま
だ
見
な
い
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
仏
法
を
片

寄
っ
て
と
ら
え
る
の
で
あ
る
。
仏
祖
が
説
く
心
は
皮
肉
骨
髄
で
あ
り
、
仏
祖
が
し
っ
か
り
と
ら
え
る
性
は
竹
篦
拄
杖
な
の
で
あ
る
。
仏
祖
が

悟
り
に
契
う
玄
は
露
柱
燈
籠
で
あ
り
、
仏
祖
が
取
り
上
げ
る
妙
は
知
見
解
会
な
の
で
あ
る
。

（
五
）
仏
祖
の
真
実
に
仏
祖
な
る
は
、
は
じ
め
よ
り
こ
の
心
性
を
聴
取
し
、
説
取
し
、
行
取
し
、
証
取
す
る
な
り
。
こ
の
玄
妙
を
保
任
取
し
、

参
学
取
す
る
な
り
。
か
く
の
ご
と
く
な
る
を
学
仏
祖
の
児
孫
と
い
ふ
。
し
か
の
ご
と
く
に
あ
ら
ざ
れ
ば
学
道
に
あ
ら
ず
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
得
道

の
得
道
せ
ず
、
不
得
道
の
と
き
不
得
道
な
ら
ざ
る
な
り
。
得
不
の
時
節
、
と
も
に
蹉
過
す
る
な
り
。
た
と
ひ
な
ん
ぢ
が
い
ふ
が
ご
と
く
、
心

性
ふ
た
つ
な
が
ら
亡
ず
と
い
ふ
は
、
心
の
説
あ
ら
し
む
る
分
な
り
、
百
千
万
億
分
の
少
分
な
り
。
玄
妙
と
も
に
な
げ
す
て
き
た
る
と
い
ふ
、

談
玄
の
談
な
ら
し
む
る
分
な
り
。
こ
の
関か

ん

棙れ
い

子す

を
学
せ
ず
、
お
ろ
か
に
亡
ず
と
い
は
ば
、
手
を
は
な
れ
ん
ず
る
と
お
も
ひ
、
身
に
の
が
れ
ぬ

る
と
し
れ
り
。
い
ま
だ
小
乗
の
局
量
を
解
脱
せ
ざ
る
な
り
、
い
か
で
か
大
乗
の
奥
玄
に
お
よ
ば
ん
、
い
か
に
い
は
ん
や
向
上
の
関
棙
子
を
し

ら
ん
や
。
仏
祖
の
茶
飯
を
喫
し
き
た
れ
る
と
い
ひ
が
た
し
。
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参
師
勤
恪
す
る
は
、
た
ゞ
説
心
説
性
を
身
心
の
正
当
恁
麼
時
に
体
究
す
る
な
り
、
身
先
身
後
に
参
究
す
る
な
り
。
さ
ら
に
二
三
の
こ
と
な

る
こ
と
な
し
。

［
訳
］
仏
祖
の
中
の
真
実
の
仏
祖
は
、
は
じ
め
よ
り
こ
の
心
と
性
と
を
聴
き
切
り
、
説
き
切
り
、
行
じ
切
り
、
証
り
切
る
の
で
あ
る
。
こ
の

玄
と
妙
と
を
し
っ
か
り
と
ら
え
切
り
、
参
学
し
切
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
で
あ
る
の
を
仏
祖
を
学
ぶ
児
孫
と
言
う
の
で
あ
る
。
そ
う
で
な

け
れ
ば
学
道
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
得
道
が
真
に
得
道
と
な
ら
ず
、
不
得
道
の
場
合
が
不
得
道
と
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
得

道
か
不
得
道
か
の
あ
り
方
が
、
と
も
に
間
違
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
た
と
い
お
前
（
宗
杲
）
が
い
う
よ
う
に
、
心
も
性
も
共
に
亡
く
す
と

い
う
の
は
、
心
が
説
か
し
め
て
い
る
あ
り
方
で
あ
り
、
百
千
万
億
の
あ
り
方
の
わ
ず
か
な
あ
り
方
な
の
で
あ
る
。
お
前
が
、
玄
と
妙
と
共
に

投
げ
捨
て
る
と
い
う
の
は
、
玄
と
談
じ
さ
せ
る
あ
り
方
な
の
で
あ
る
。
こ
の
大
本
の
鍵
を
学
ば
ず
、
お
ろ
か
に
も
亡
く
す
と
い
う
な
ら
ば
、

手
か
ら
離
れ
る
で
あ
ろ
う
と
思
い
、
身
か
ら
逃
げ
て
し
ま
っ
た
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
い
ま
だ
小
乗
の
限
ら
れ
た
考
え
か
ら
解
放
さ

れ
て
い
な
い
の
で
あ
り
、
ま
し
て
大
乗
の
奥
深
い
教
え
に
及
ぶ
こ
と
が
あ
ろ
う
か
、
ま
し
て
そ
の
上
の
大
本
の
鍵
を
知
ろ
う
か
。
仏
祖
の
茶

飯
を
食
べ
て
き
た
と
は
言
い
難
い
の
で
あ
る
。

　

師
に
つ
い
て
道
に
努
め
慎
む
の
は
、
た
だ
説
心
説
性
を
身
心
が
ズ
バ
リ
こ
の
時
に
体
で
究
め
る
こ
と
で
あ
り
、
身
の
現
前
す
る
前
か
ら
も

後
か
ら
も
参
究
す
る
こ
と
で
あ
る
。
二
も
無
く
三
も
無
く
、
絶
対
に
こ
の
一
事
な
の
で
あ
る
。

（
六
）
爾
時
初
祖
謂
二
祖
曰

）
21
（

、「
汝
但
外
息
諸
縁
、
内
心
無
喘
、
心
如
牆
壁
、
可
以
入
道
」
。
二
祖
種
々
説
心
説
性
、
倶
不
証
契
。
一
日
忽
然
省
得
。

果
白
初
祖
曰
、「
弟
子
此
回
始
息
諸
縁
也
」
。
初
祖
知
其
已
悟
、
更
不
窮
詰
、
只
曰
、「
莫
成
断
滅
否
」
。
二
祖
曰
、「
無
」
。
初
祖
曰
、「
子
作
麼
生
」
。

二
祖
曰
、
「
了
々
常
知
、
故
言
之
不
可
及
」
。
初
祖
曰
、
「
此
乃
従
上
諸
仏
諸
祖
、
所
伝
心
体
。
汝
今
既
得
、
善
自
護
持
」
。

　

〈
爾
の
時
に
初
祖
、
二
祖
に
謂
つ
て
曰
く
、
「
汝
但
だ
外そ

と

諸
縁
を
息
め
、
内
心
に
喘あ

え

ぐ
こ
と
無
く
、
心
牆
壁
の
如
く
に
し
て
、
以
て
道
に

入
る
べ
し
」
。
二
祖
種
々
に
説
心
説
性
す
れ
ど
も
、
倶
に
証
契
せ
ず
。
一
日
忽
然
と
し
て
省
得
す
。
果は

た
し
て
初
祖
に
白
し
て
曰
く
、
「
弟

子
此
回
始
め
て
諸
縁
を
息
め
た
り
」
。
初
祖
其
の
已
に
悟
り
た
り
と
知
り
て
、
更
に
窮
詰
せ
ず
、
只
だ
曰
く
、「
断
滅
と
成
る
こ
と
莫
し
や
」
。

二
祖
曰
く
、「
無い

な

な
り
」
。
初
祖
曰
く
、「
子
作
麼
生
」
。
二
祖
曰
く
、「
了
々
と
し
て
常
に
知
る
、
故
に
言
も
及
ぶ
べ
か
ら
ず
」
。
初
祖
曰
く
、

「
此
れ
乃
ち
従
上
の
諸
仏
諸
祖
、
所
伝
の
心
体
な
り
。
汝
今
既
に
得
た
り
、
善
く
自
ら
護
持
す
べ
し
」
。
〉
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［
訳
］
そ
の
時
、
初
祖
菩
提
達
磨
は
、
二
祖
慧
可
に
言
っ
た
、
「
君
は
た
だ
外
の
諸
の
対
象
に
振
り
回
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
内
の
心
が
乱
れ
る

こ
と
な
く
、
心
を
牆
壁
の
よ
う
に
す
れ
ば
、
道
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
」
。
二
祖
は
種
々
に
説
心
説
性
し
た
け
れ
ど
も
、
全
く
悟
り
に
契
わ

な
か
っ
た
。

　

一
日
、
パ
ッ
と
悟
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
初
祖
に
申
し
上
げ
た
、
「
わ
た
く
し
は
こ
の
度
、
始
め
て
諸
の
対
象
に
振
り
回
さ

れ
る
こ
と
が
無
く
な
り
ま
し
た
」
。

　

初
祖
は
二
祖
が
す
で
に
悟
っ
た
と
知
っ
て
、
全
く
問
い
詰
め
る
こ
と
を
せ
ず
に
、
た
だ
、
「
こ
こ
ろ
が
断
滅
す
る
こ
と
は
な
い
か
」
と
だ

け
言
っ
た
。

　

二
祖
は
申
し
上
げ
た
、
「
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」
。

　

初
祖
は
言
っ
た
、
「
ど
の
よ
う
に
」
。

　

二
祖
は
申
し
上
げ
た
「
は
っ
き
り
と
常
に
知
っ
て
い
ま
す
、
そ
れ
故
に
そ
れ
を
言
葉
で
い
え
ま
せ
ん
」
。　

初
祖
は
言
っ
た
、
「
こ
の
こ
と

は
こ
れ
ま
で
の
諸
仏
諸
祖
が
、
伝
え
ら
れ
た
心
の
あ
り
よ
う
で
あ
る
。
君
は
今
、
獲
得
し
た
以
上
は
、
よ
く
よ
く
自
ら
護
持
し
な
さ
い
」
。

（
七
）
こ
の
因
縁
、
疑
著
す
る
も
の
あ
り
、
挙
拈
す
る
あ
り
。
二
祖
の
初
祖
に
参
侍
せ
し
因
縁
の
な
か
の
一
因
縁
、
か
く
の
ご
と
し
。
二
祖

し
き
り
に
説
心
説
性
す
る
に
、
は
じ
め
は
相
契
せ
ず
。
や
う
や
く
積
功
累
徳
し
て
、
つ
ひ
に
初
祖
の
道
を
得
道
し
き
。
庸
愚
お
も
ふ
ら
く
は
、

二
祖
は
じ
め
に
説
心
説
性
せ
し
と
き
は
証
契
せ
ず
、
そ
の
と
が
、
説
心
説
性
す
る
に
あ
り
。
の
ち
に
は
説
心
説
性
を
す
て
て
証
契
せ
り
と
お

も
へ
り
。
「
心
如
牆
壁
、
可
以
入
道
」
の
道
を
参
徹
せ
ざ
る
に
よ
り
て
、
か
く
の
ご
と
く
い
ふ
な
り
。
こ
れ
こ
と
に
学
道
の
区
別
に
く
ら
し
。

［
訳
］
こ
の
因
縁
に
つ
い
て
、
疑
う
者
が
い
て
、
取
り
上
げ
て
い
る
。
二
祖
が
初
祖
に
参
じ
た
因
縁
の
中
の
一
つ
の
因
縁
と
は
、
こ
の
よ
う

に
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
二
祖
は
し
き
り
に
説
心
説
性
し
た
が
、
は
じ
め
は
ピ
タ
リ
と
契
わ
な
か
っ
た
。
や
が
て
修
行
を
積
み
重
ね
て
、
そ

の
結
果
、
初
祖
の
言
葉
を
体
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
凡
人
や
愚
か
な
者
が
思
う
に
は
、
二
祖
は
は
じ
め
に
説
心
説
性
し
た
時
は
契
わ
な
か

っ
た
の
は
、
そ
の
過
ち
は
、
説
心
説
性
し
た
か
ら
で
あ
る
。
後
に
は
説
心
説
性
す
る
の
を
捨
て
て
契
っ
た
も
の
と
思
っ
て
い
る
。
「
心
を
牆

壁
の
よ
う
に
す
れ
ば
、
道
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
（
心
如
牆
壁
、
可
以
入
道
）
」
の
言
葉
を
考
え
切
れ
ず
に
、
こ
の
よ
う
に
言
う
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
全
く
学
道
の
見
極
め
に
暗
い
か
ら
で
あ
る
。
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（
八
）
ゆ
ゑ
い
か
ん
と
な
れ
ば
、
菩
提
心
を
お
こ
し
、
仏
道
修
行
に
お
も
む
く
の
ち
よ
り
は
、
難
行

）
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を
ね
ん
ご
ろ
に
お
こ
な
ふ
と
き
、
お
こ

な
ふ
と
い
へ
ど
も
、
百
行
に
一
当
な
し
。
し
か
あ
れ
ど
も
、
或
従
知
識
、
或
従
経
巻

）
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し
て
、
や
う
や
く
あ
た
る
こ
と
を
う
る
な
り
。
い
ま
の

一
当
は
む
か
し
の
百
不
当
の
ち
か
ら
な
り
、
百
不
当
の
一
老
な
り
。
聞
教
・
修
道
・
得
証
、
み
な
か
く
の
ご
と
し
。
き
の
ふ
の
説
心
説
性
は

百
不
当
な
り
と
い
へ
ど
も
、
き
の
ふ
の
説
心
説
性
の
百
不
当
、
た
ち
ま
ち
に
今
日
の
一
当
な
り
。
行
仏
道
の
初
心
の
と
き
、
未
練
に
し
て
通

達
せ
ざ
れ
ば
と
て
、
仏
道
を
す
て
て
余
道
を
へ
て
仏
道
を
う
る
こ
と
な
し
。
仏
道
修
行
の
始
終
に
達
せ
ざ
る
と
も
が
ら
、
こ
の
通
塞
の
道
理

な
る
こ
と
を
あ
き
ら
め
が
た
し
。

　

仏
道
は
、
初
発
心
の
と
き
も
仏
道
な
り
、
成
正
覚
の
と
き
も
仏
道
な
り
、
初
中
後
と
も
に
仏
道
な
り
。
た
と
へ
ば
、
万
里
を
ゆ
く
も
の
の
、

一
歩
も
千
里
の
う
ち
な
り
、
千
歩
も
千
里
の
う
ち
な
り
。
初
一
歩
と
千
歩
と
こ
と
な
れ
ど
も
、
千
里
の
お
な
じ
き
が
ご
と
し
。
し
か
あ
る
を
、

至
愚
の
と
も
が
ら
は
お
も
ふ
ら
く
、
「
学
仏
道
の
時
は
仏
道
に
い
た
ら
ず
、
果
上
の
と
き
の
み
仏
道
な
り
」
と
。
挙
道
説
道
を
し
ら
ず
、
挙

道
行
道
を
し
ら
ず
、
挙
道
証
道
を
し
ら
ざ
る
に
よ
り
て
か
く
の
ご
と
し
。
迷
人
の
み
仏
道
修
行
し
て
大
悟
す
と
学
し
て
、
不
迷
の
人
も
仏
道

修
行
し
て
大
悟

）
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す
と
し
ら
ず
き
か
ざ
る
と
も
が
ら
、
か
く
の
ご
と
く
い
ふ
な
り
。
証
契
よ
り
さ
き
の
説
心
説
性
は
、
仏
道
な
り
と
い
へ
ど
も
、

説
心
説
性
し
て
証
契
す
る
な
り
。
証
契
は
迷
者
の
は
じ
め
て
大
悟
す
る
を
の
み
証
契
と
い
ふ
と
参
学
す
べ
か
ら
ず
。
迷
者
も
大
悟
し
、
悟
者

も
大
悟
し
、
不
悟
者
も
大
悟
し
、
不
迷
者
も
大
悟
し
、
証
契
者
も
証
契
す
る
な
り
。

［
訳
］
な
ぜ
か
と
言
う
と
、
菩
提
心
を
発
し
、
仏
道
修
行
に
努
め
て
か
ら
は
、
困
難
な
修
行
を
念
入
り
に
行
持
す
る
時
、
行
持
し
て
い
て
も
、

百
の
内
に
一
つ
も
真
実
に
ぴ
た
り
と
一
致
す
る
こ
と
は
な
い
。
そ
う
で
あ
っ
て
も
、
あ
る
時
は
優
れ
た
指
導
者
に
従
い
、
あ
る
時
は
経
巻
に

従
っ
て
、
そ
こ
で
始
め
て
真
実
に
一
致
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
今
の
真
実
へ
の
一
致
は
過
去
の
百
の
一
致
し
な
か
っ
た
行
持

の
力
に
よ
る
の
で
あ
り
、
百
の
一
致
し
な
か
っ
た
一
つ
の
一
致
へ
の
善
業
を
積
み
重
ね
て
得
ら
れ
た
力
な
の
で
あ
る
。
教
え
を
聞
き
・
道
を

修
め
・
証
を
得
る
の
は
、
す
べ
て
こ
の
よ
う
な
の
で
あ
る
。
昨
日
の
説
心
説
性
は
百
の
内
に
一
つ
も
真
実
に
ぴ
た
り
と
一
致
し
な
く
と
も
、

突
然
に
今
日
の
説
心
説
性
の
一
つ
の
真
実
へ
の
一
致
と
な
る
の
で
あ
る
。
仏
道
を
行
じ
て
い
る
初
心
の
時
に
、
未
だ
修
行
が
不
足
で
あ
っ
て

到
達
し
な
い
か
ら
と
言
っ
て
、
仏
道
修
行
を
捨
て
て
余
の
道
を
経
験
し
た
と
し
て
も
仏
道
を
得
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
仏
道
修
行
の
始

め
と
終
り
に
到
達
し
な
い
連
中
は
、
こ
の
適
っ
て
い
る
か
、
適
っ
て
い
な
い
か
の
道
理
を
明
ら
め
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
あ
る
。

　

仏
道
と
は
、
初
発
心
の
時
も
仏
道
で
あ
り
、
正
覚
を
完
成
し
た
時
も
仏
道
な
の
で
あ
り
、
初
め
も
途
中
も
後
も
す
べ
て
が
仏
道
な
の
で
あ
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る
。
た
と
え
ば
、
万
里
の
道
を
歩
ん
で
も
、
一
歩
も
千
里
の
内
で
あ
り
、
千
歩
も
千
里
の
内
な
の
で
あ
る
。
初
め
の
一
歩
と
千
歩
と
は
異
な

っ
て
い
て
も
、
千
里
の
道
の
内
で
は
同
じ
で
あ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
愚
か
な
連
中
が
次
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
、

「
仏
道
を
学
ん
で
い
る
間
は
仏
道
に
到
達
し
て
お
ら
ず
、
仏
果
を
得
た
時
の
み
が
仏
道
で
あ
る
」と
。
道
を
も
っ
て
道
を
説
く
こ
と
を
知
ら
ず
、

道
を
も
っ
て
道
を
修
行
す
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
道
を
も
っ
て
仏
道
を
証
す
る
こ
と
を
知
ら
な
い
か
ら
こ
の
よ
う
な
の
で
あ
る
。
迷
え
る
人
の

み
が
仏
道
修
行
を
し
て
大
悟
す
る
と
学
ん
で
、
迷
っ
て
い
な
い
人
も
仏
道
修
行
を
し
て
大
悟
す
る
と
言
う
こ
と
を
知
ら
な
い
し
聞
か
な
い
連

中
が
、
こ
の
よ
う
に
言
う
の
で
あ
る
。
証
り
に
契
う
以
前
の
説
心
説
性
は
、
同
じ
く
仏
道
で
あ
る
と
言
っ
て
も
、
説
心
説
性
し
て
以
後
も
証

り
に
契
う
の
で
あ
る
。
証
り
に
契
う
こ
と
は
迷
っ
て
い
る
者
が
は
じ
め
て
大
悟
す
る
の
だ
け
を
証
り
に
契
う
と
言
う
の
だ
と
参
学
し
て
は
な

ら
な
い
。
迷
え
る
者
も
大
悟
し
、
悟
れ
る
者
も
大
悟
し
、
悟
ら
ざ
る
者
も
大
悟
し
、
迷
わ
ざ
る
者
も
大
悟
し
、
証
り
に
契
う
者
も
証
り
に
契

う
の
で
あ
る
。

（
九
）
し
か
あ
れ
ば
、
説
心
説
性
は
仏
道
の
正
直
な
り
。
杲
公
こ
の
道
理
に
達
せ
ず
、
説
心
説
性
す
べ
か
ら
ず
と
い
ふ
、
仏
法
の
道
理
に
あ

ら
ず
。
い
ま
の
大
宋
国
に
は
、
杲
公
に
お
よ
べ
る
も
な
し
。

［
訳
］
そ
う
で
あ
れ
ば
、
説
心
説
性
は
仏
道
の
正
し
く
直
す
ぐ
に
真
実
に
か
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
大
慧
宗
杲
公
は
こ
の
道
理
に
達
し
な

い
で
、
説
心
説
性
し
て
は
な
ら
な
い
と
言
っ
て
い
る
、
こ
れ
は
仏
法
の
道
理
で
は
な
い
。
今
の
大
宋
国
に
は
、
そ
の
大
慧
宗
杲
公
に
及
ぶ
も

の
も
い
な
い
の
で
あ
る
。

（
十
）
高
祖
悟
本
大
師
、
ひ
と
り
諸
祖
の
な
か
の
尊
と
し
て
、
説
心
説
性
の
説
心
説
性
な
る
道
理
に
通
達
せ
り
。
い
ま
だ
通
達
せ
ざ
る
諸
方

の
祖
師
、
い
ま
の
因
縁
の
ご
と
く
な
る
道
取
な
し
。

　

い
は
ゆ
る
僧
密
師
伯
と
大
師
と
行
次
に
、
傍
院
を
さ
し
て
い
は
く
、
「
裏
面
有
人
説
心
説
性
」
。

　

こ
の
道
取
は
、
高
祖
出
世
よ
り
こ
の
か
た
、
法
孫
か
な
ら
ず
祖
風
を
正
伝
せ
り
、
余
門
の
夢
に
も
見
聞
せ
る
と
こ
ろ
に
あ
ら
ず
。
い
は
ん

や
夢
に
も
領
覧
の
方
を
し
ら
ん
や
。
た
ゞ
嫡
嗣
た
る
も
の
正
伝
せ
り
。
こ
の
道
理
も
し
正
伝
せ
ざ
ら
ん
は
、
い
か
で
か
仏
道
に
達
本
な
ら
ん
。

い
は
ゆ
る
い
ま
の
道
理
は
、
或
裏
或
面
、
有
人
人
有
、
説
心
説
性
な
り
。
面
裏
心
説
、
面
裏
性
説
な
り
。
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こ
れ
を
参
究
功
夫
す
べ
し
。
性
に
あ
ら
ざ
る
説
い
ま
に
な
し
、
説
に
あ
ら
ざ
る
心
い
ま
だ
あ
ら
ず
。

　

［
訳
］
高
祖
悟
本
大
師
洞
山
良
价
は
、
ひ
と
り
諸
祖
の
中
の
尊
い
祖
師
と
し
て
、
説
心
説
性
が
説
心
説
性
で
あ
る
道
理
に
到
達
し
て
い
る
。

い
ま
だ
到
達
し
て
い
な
い
諸
方
の
祖
師
は
、
こ
の
取
り
上
げ
た
因
縁
の
よ
う
な
言
葉
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

そ
の
言
葉
と
は
神
山
僧
密
師
伯
と
洞
山
大
師
と
歩
い
て
い
る
時
に
、
傍
院
を
指
し
て
言
っ
た
、
「
こ
の
中
に
人
が
い
て
、
説
心
説
性
し
て

い
ま
す
」
。

　

こ
の
言
葉
は
、
洞
山
高
祖
が
住
持
説
法
し
て
以
来
、
法
孫
は
必
ず
祖
師
の
禅
風
を
正
伝
し
て
お
り
、
余
門
の
人
々
は
夢
に
も
見
聞
し
た
も

の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
ま
し
て
夢
に
も
体
得
す
る
方
法
を
知
ろ
う
か
。
た
だ
嫡
嗣
で
あ
る
も
の
が
正
伝
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
道
理

が
も
し
も
正
伝
し
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
仏
道
の
根
本
に
達
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
今
の
道
理
は
、
中
で
あ
っ
て
も
正

面
で
あ
っ
て
も
、
有
る
と
い
う
人
で
も
人
が
有
っ
て
も
、
説
心
説
性
な
の
で
あ
る
。
正
面
で
も
中
で
も
心
が
説
き
、
正
面
で
も
中
で
も
性
が

説
く
の
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
を
参
究
功
夫
す
べ
き
で
あ
る
。
性
で
な
い
説
は
今
に
な
い
し
、
説
で
な
い
心
は
い
ま
だ
に
な
い
の
で
あ
る
。

（
十
一
）
仏
性
と
い
ふ
は

）
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一
切
の
説
な
り
。
無
仏
性
と
い
ふ
は
一
切
の
説
な
り
。
仏
性
の
性
な
る
こ
と
を
参
学
す
と
い
ふ
と
も
、
有
仏
性
を

参
学
せ
ざ
ら
ん
は
学
道
に
あ
ら
ず
、
無
仏
性
を
参
学
せ
ざ
ら
ん
は
参
学
に
あ
ら
ず
。
説
の
性
な
る
こ
と
を
参
学
す
る
、
こ
れ
仏
祖
の
嫡
孫
な

り
。
性
は
説
な
る
こ
と
を
信
受
す
る
、
こ
れ
嫡
孫
の
仏
祖
な
り
。

　

心
は
疎
動
し
、
性
は
恬
静
な
り

）
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と
道
取
す
る
は
外
道
の
見
な
り
。
性
は
澄
湛
に
し
て
、
相
は
遷
移
す
る
と
道
取
す
る
は
外
道
の
見
な
り
。

仏
道
の
学
心
学
性
し
か
あ
ら
ず
。
仏
道
の
行
心
行
性
は
外
道
に
ひ
と
し
か
ら
ず
。
仏
道
の
明
心
明
性
は
外
道
そ
の
分
あ
る
べ
か
ら
ず
。

　

仏
道
に
は
有
人
の
説
心
説
性
あ
り
、
無
人
の
説
心
説
性
あ
り
。
有
人
の
不
説
心
不
説
性
あ
り
、
無
人
の
不
説
心
不
説
性
あ
り
。
説
心
未
説

心
、
説
性
未
説
性
あ
り
。
無
人
の
と
き
の
説
心
を
学
せ
ざ
れ
ば
、
説
心
未
到
田
地
な
り
。
有
人
の
と
き
の
説
心
を
学
せ
ざ
れ
ば
、
説
心
未
到

田
地
な
り
。
説
心
無
人
を
学
し
、
無
人
説
心
を
学
し
、
説
心
是
人
を
学
し
、
是
人
説
心
を
学
す
る
な
り
。

　

臨
済
の
道
取
す
る
尽
力
は
わ
づ
か
に
無
位
真
人
な
り
と
い
へ
ど
も
、
有
位
真
人
を
い
ま
だ
道
取
せ
ず

）
27
（

。
の
こ
れ
る
参
学
、
の
こ
れ
る
道
取
、

い
ま
だ
現
成
せ
ず
、
未
到
参
徹
地
と
い
ふ
べ
し
。
説
心
説
性
は
説
仏
説
祖
な
る
が
ゆ
ゑ
に
、
耳
処
に
相
見
し
、
眼
処
に
相
見
す
べ
し
。



『
説
心
説
性
』
『
自
証
三
昧
』
考
（
石
井
）

一
六

［
訳
］
仏
性
と
言
う
の
は
一
切
の
説
で
あ
る
。
無
の
仏
性
と
言
う
の
は
一
切
の
説
で
あ
る
。
仏
性
が
性
で
あ
る
こ
と
を
参
学
し
た
と
言
っ
て
も
、

有
の
仏
性
を
参
学
し
な
け
れ
ば
仏
道
を
学
ぶ
こ
と
に
は
な
ら
な
い
し
、
無
の
仏
性
を
参
学
し
な
け
れ
ば
仏
道
を
学
ぶ
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の

で
あ
る
。
説
は
性
で
あ
る
こ
と
を
参
学
す
る
の
が
、
仏
祖
の
嫡
孫
な
の
で
あ
る
。
性
は
説
で
あ
る
こ
と
を
信
受
す
る
の
が
、
嫡
孫
の
仏
祖
な

の
で
あ
る
。

　

心
は
あ
ら
あ
ら
し
く
動
き
、
性
は
ひ
っ
そ
り
と
静
か
で
あ
る
と
言
う
の
は
外
道
の
見
解
で
あ
る
。
性
は
澄
み
き
っ
て
静
ま
り
か
え
り
、
相

は
遷
り
変
わ
っ
て
い
る
と
言
う
の
は
外
道
の
見
解
で
あ
る
。
仏
道
で
心
と
学
び
性
と
学
ぶ
場
合
は
そ
う
で
は
な
い
。
仏
道
で
心
を
修
行
し
性

を
修
行
す
る
の
は
外
道
と
同
じ
で
は
な
い
。
仏
道
で
心
を
明
ら
か
に
し
性
を
明
ら
か
に
す
る
の
は
外
道
で
は
そ
の
資
格
は
な
い
。

　

仏
道
で
は
有
の
人
の
説
心
説
性
が
あ
り
、
無
の
人
の
説
心
説
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。
有
の
人
が
心
と
説
か
な
い
こ
と
と
性
と
説
か
な
い
こ

と
と
が
あ
り
、
無
の
人
が
心
と
説
か
な
い
こ
と
と
性
と
説
か
な
い
こ
と
と
が
あ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
心
と
説
き
未
だ
心
と
説
か
な
い
こ
と

と
、
性
と
説
き
未
だ
性
と
説
か
な
い
こ
と
が
あ
る
の
で
あ
る
。
無
の
人
の
時
の
心
と
説
く
こ
と
を
学
ば
な
け
れ
ば
、
心
と
説
く
こ
と
は
未
だ

そ
の
境
界
に
到
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
有
の
人
の
時
の
心
と
説
く
こ
と
を
学
ば
な
け
れ
ば
、
心
と
説
く
こ
と
は
未
だ
そ
の
境
界
に
到
っ
て

い
な
い
の
で
あ
る
。
心
と
説
く
無
の
人
を
学
び
、
無
の
人
の
心
と
説
く
こ
と
を
学
び
、
心
と
説
く
是ぜ

の
人
を
学
び
、
是
の
人
の
心
と
説
く
こ

と
を
学
ぶ
の
で
あ
る
。

　

臨
済
が
言
う
全
て
の
力
は
わ
ず
か
に
無
位
の
真
人
と
は
言
っ
て
も
、
有
位
の
真
人
を
い
ま
だ
言
っ
て
は
い
な
い
。
残
っ
た
参
学
、
残
っ
た

言
葉
は
、
い
ま
だ
目
の
前
に
顕
現
し
て
は
い
な
い
し
、
未
だ
参
じ
切
っ
た
と
こ
ろ
に
到
達
し
て
は
い
な
い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
説
心
説

性
は
仏
と
説
き
祖
と
説
く
か
ら
、
耳
根
の
処
で
聞
い
て
も
相
見
し
、
眼
根
の
処
で
見
て
も
相
見
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
十
二
）
ち
な
み
に
僧
密
師
伯
い
は
く
、
「
是
誰
」
。

　

こ
の
道
取
を
現
成
せ
し
む
る
に
、
僧
密
師
伯
さ
き
に
も
こ
の
道
取
に
乗
ず
べ
し
、
の
ち
に
も
こ
の
道
取
に
乗
ず
べ
し
。
「
是
誰
」
は
那
裏

の
説
心
説
性
な
り
。
し
か
あ
れ
ば
、「
是
誰
」
と
道
取
せ
ら
れ
ん
と
き
、「
是
誰
」
と
思
量
取
せ
ら
れ
ん
と
き
は
、
す
な
は
ち
説
心
説
性
な
り
。

こ
の
説
心
説
性
は
、
余
方
の
と
も
が
ら
、
か
つ
て
し
ら
ざ
る
と
こ
ろ
な
り
。
子
を
わ
す
れ
て
賊
と
す
る
ゆ
ゑ
に
、
賊
を
認
じ
て
子
と
す
る
な

り
）
28
（
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一
七

［
訳
］
洞
山
の
語
に
対
し
て
神
山
僧
密
師
伯
は
言
っ
た
、
「
そ
れ
は
誰
で
す
か
」
。

　

こ
の
言
葉
を
目
の
前
に
顕
現
さ
せ
る
と
、
僧
密
師
伯
は
先
に
も
こ
の
言
葉
を
語
る
べ
き
で
あ
り
、
後
に
も
こ
の
言
葉
を
語
る
べ
き
で
あ
る
。

「
そ
れ
は
誰
で
す
か
」
と
は
、
あ
ち
ら
（
那
裏
）
の
説
心
説
性
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
「
そ
れ
は
誰
で
す
か
」
と
言
っ
た
時
、
「
そ
れ
は

誰
で
す
か
」
と
思
量
さ
れ
た
時
は
、
説
心
説
性
な
の
で
あ
る
。
こ
の
説
心
説
性
は
、
他
の
地
方
の
連
中
は
、
い
ま
だ
か
つ
て
知
ら
な
い
と
こ

ろ
な
の
で
あ
る
。
子
を
見
忘
れ
て
賊
と
思
い
込
む
か
ら
、
賊
を
子
と
す
っ
か
り
認
め
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

（
十
三
）
大
師
い
は
く
、
「
被
師
伯
一
問
、
直
得
去
死
十
分
」
。

　

こ
の
道
を
き
く
参
学
の
庸
流
お
ほ
く
お
も
ふ
、「
説
心
説
性
す
る
有
人
の
、
是
誰
と
い
は
れ
て
、
直
得
去
死
十
分
な
る
べ
し
。
そ
の
ゆ
ゑ
は
、

是
誰
の
こ
と
ば
、
対
面
不
相
識
な
り
、
全
無
所
見
な
る
が
ゆ
ゑ
に
死
句
な
る
べ
し
」
。
か
な
ら
ず
し
も
し
か
に
は
あ
ら
ず
。
こ
の
説
心
説
性
は
、

徹
者
ま
れ
な
り
ぬ
べ
し
。
十
分
の
去
死
は
一
二
分
の
去
死
に
あ
ら
ず
、
こ
の
ゆ
ゑ
に
去
死
の
十
分
な
り
。
被
問
の
正
当
恁
麼
時
、
た
れ
か
こ

れ
を
遮
天
蓋
地
に
あ
ら
ず
と
せ
ん
。
照
古
也
際
断
な
る
べ
し
、
照
今
也
際
断
な
る
べ
し
。
照
来
也
際
断
な
る
べ
し
、
照
正
当
恁
麼
時
也
際
断

な
る
べ
し
。

［
訳
］
悟
本
大
師
が
答
え
た
、
「
師
伯
に
質
問
さ
れ
て
、
も
う
す
ぐ
死
ぬ
こ
と
確
実
と
な
り
ま
し
た
」
。

　

こ
の
言
葉
を
聞
く
参
学
の
凡
庸
な
連
中
が
多
く
思
う
の
は
、
「
説
心
説
性
す
る
あ
る
人
が
い
て
、
『
そ
れ
は
誰
か
』
と
問
わ
れ
た
か
ら
、
も

う
す
ぐ
死
ぬ
こ
と
確
実
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
に
違
い
な
い
、
と
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
『
そ
れ
は
誰
か
』
の
問
い
は
、
対
面
し
な
が

ら
互
い
に
面
識
が
な
い
し
、
全
く
見
ら
れ
る
こ
と
が
無
い
か
ら
死
句
（
分
別
句
）
に
ち
が
い
な
い
、
と
」
。
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
こ

の
説
心
説
性
に
、
徹
し
た
者
は
め
っ
た
に
い
な
い
に
違
い
な
い
。
十
分
に
死
ぬ
こ
と
と
い
う
こ
と
は
、
一
二
分
に
死
ぬ
こ
と
で
は
な
い
か
ら
、

死
ぬ
こ
と
と
い
う
こ
と
が
十
分
な
の
で
あ
る
。
問
わ
れ
た
正
に
そ
の
時
、
誰
が
天
を
遮
り
地
を
蓋
い
隠
す
も
の
で
は
な
い
と
し
よ
う
か
、
天

地
い
っ
ぱ
い
な
の
で
あ
る
。
古
を
照
ら
す
も
一
瞬
に
切
断
さ
れ
、
今
を
照
ら
す
も
一
瞬
に
切
断
さ
れ
る
に
違
い
な
い
。
照
し
来
る
の
も
一
瞬

に
切
断
さ
れ
、
照
す
正
に
そ
の
時
も
一
瞬
に
切
断
さ
れ
る
に
違
い
な
い
の
で
あ
る
。

（
十
四
）
僧
密
師
伯
い
は
く
、
「
説
心
説
性
底
誰
」
。
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一
八

　

さ
き
の
「
是
誰
」
と
い
ま
の
是
誰
と
、
そ
の
名
は
張
三
な
り
と
も
、
そ
の
人
は
李
四
な
り

）
29
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。

［
訳
］
僧
密
師
伯
が
聞
い
た
、
「
説
心
説
性
す
る
者
は
誰
で
す
か
」
。

　

先
の
「
そ
れ
は
誰
か
」
と
こ
こ
で
言
う
「
そ
れ
は
誰
か
」
と
は
、
そ
の
「
誰
」
と
い
う
名
は
普
通
の
張
三
で
あ
っ
て
も
、
「
そ
の
人
」
は

普
通
の
一
人
一
人
の
李
四
な
の
で
あ
る
。

（
十
五
）
大
師
い
は
く
、
「
死
中
得
活
」
。

　

こ
の
「
死
中
」
は
、「
直
得
去
死
」
を
直
指
す
と
お
も
ひ
、「
説
心
説
性
底
」
を
直
指
し
て
「
是
誰
」
と
は
、
み
だ
り
に
道
取
す
る
に
あ
ら
ず
。
「
是

誰
」
は
説
心
説
性
の
有
人
を
差
排
す
、
か
な
ら
ず
十
分
の
去
死
を
万
期
せ
ず
と
い
ふ
と
参
学
す
る
こ
と
あ
り
ぬ
べ
し
。
大
師
道
の
「
死
中
得

活
」
は
、
「
有
人
説
心
説
性
」
の
声
色
現
前
な
り
。
ま
た
さ
ら
に
十
分
の
去
死
の
な
か
の
一
両
分
な
る
べ
し
。
活
は
た
と
ひ
全
活
な
り
と
も
、

死
の
変
じ
て
活
と
現
ず
る
に
あ
ら
ず
。
得
活
の
頭
正
尾
正
に
脱
落
な
る
の
み
な
り
。

　

お
ほ
よ
そ
仏
道
祖
道
に
は
、
か
く
の
ご
と
く
の
説
心
説
性
あ
り
て
参
究
せ
ら
る
ゝ
な
り
。
又
且
の
と
き
は
十
分
の
死
を
死
し
て
、
得
活
の

活
計
を
現
成
す
る
な
り
。

［
訳
］
悟
本
大
師
が
答
え
た
、
「
死
ん
だ
ま
ま
で
息
を
ふ
き
か
え
し
ま
し
た
」
。

　

こ
の
「
死
ん
だ
ま
ま
」
は
、
「
も
う
す
ぐ
死
ぬ
こ
と
確
実
」
を
ズ
バ
リ
指
す
と
思
い
、
「
説
心
説
性
す
る
人
」
を
ズ
バ
リ
指
し
て
「
そ
れ
は

誰
か
」
と
言
う
の
は
、
わ
け
も
な
く
言
う
の
で
は
な
い
。
「
そ
れ
は
誰
か
」
は
、
説
心
説
性
す
る
有
る
人
を
指
摘
し
、
必
ず
十
分
に
死
ぬ
こ

と
を
万
々
に
期
待
し
て
い
な
い
と
言
う
こ
と
だ
と
参
学
す
る
こ
と
が
あ
る
に
ち
が
い
な
い
。
悟
本
大
師
の
言
葉
の
「
死
ん
だ
ま
ま
息
を
ふ
き

か
え
し
た
」
は
、
「
有
る
人
が
説
心
説
性
す
る
」
の
声
色
と
し
て
の
具
体
的
な
あ
ら
わ
れ
方
な
の
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
上
の
十
分
に
死
ぬ
こ

と
の
中
の
一
二
分
の
死
に
ち
が
い
な
い
。
「
息
を
ふ
き
か
え
す
」
こ
と
は
た
と
い
完
全
な
息
の
ふ
き
か
え
し
で
あ
っ
て
も
、
死
が
変
化
し
て

息
を
ふ
き
か
え
す
こ
と
が
現
わ
れ
る
の
で
は
な
い
。
息
を
ふ
き
か
え
す
始
め
か
ら
終
わ
り
に
い
た
る
解
脱
だ
け
な
の
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
仏
祖
の
言
葉
に
は
、
こ
の
よ
う
な
説
心
説
性
が
あ
る
と
参
究
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
う
え
の
時
は
十
分
の
死
を
死
に
切
り
、

息
を
ふ
き
か
え
す
生
活
を
目
の
前
に
顕
現
す
る
の
で
あ
る
。
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一
九

（
十
六
）
し
る
べ
し
、
唐
代
よ
り
今
日
に
い
た
る
ま
で
、
説
心
説
性
の
仏
道
な
る
こ
と
を
あ
き
ら
め
ず
、
教
行
証
の
説
心
説
性
に
く
ら
く
し
て
、

胡
説
乱
道
す
る
可
憐
憫
者
お
ほ
し
。
身
先
身
後
に
す
く
ふ
べ
し
。
為
道
す
ら
く
は
、
説
心
説
性
は
こ
れ
七
仏
祖
師
の
要
機
な
り
。

　

正
法
眼
蔵
第
四
十
二

爾
時
寛
元
元
年
癸
卯
、
在
于
日
本
国
越
州
吉
田
県
吉
峰
寺
示
衆

［
訳
］
こ
の
こ
と
か
ら
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
、
唐
代
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
に
、
説
心
説
性
が
仏
道
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
せ
ず
、
教
・
行
・

証
の
説
心
説
性
を
知
ら
ず
に
、
で
た
ら
め
に
言
っ
て
い
る
憐
れ
む
べ
き
者
が
多
い
。
こ
の
身
を
受
け
る
先
も
こ
の
身
を
受
け
る
後
に
も
救
わ

ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ら
を
導
く
に
は
、
説
心
説
性
は
七
仏
祖
師
の
要
機
で
あ
る
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。

　

正
法
眼
蔵
第
四
十
二

そ
の
時
寛
元
元
年
癸
卯
（
一
二
四
三
）
、
日
本
国
越
州
吉
田
県
吉
峰
寺
に
て
示
衆
す
。

三　

試
訳
『
自
証
三
昧
』

　

自
証
三
昧
の
構
成
は
二
十
三
段
と
し
た
。
（
下
段
の
数
は
岩
波
文
庫
本
（
三
）
の
頁
数
）

（
一
） 

仏
祖
の
三
昧
と
は 

三
八
五
頁 

（
二
） 

或
従
知
識
の
時 

三
八
六
頁 

（
三
） 

或
従
経
巻
の
時 

三
八
六
頁　

（
四
） 

従
う
べ
き
経
巻
と
は 

三
八
七
頁 

（
五
） 

従
う
と
は
自
己
に
従
う
こ
と 

三
八
八
頁 

（
六
） 

自
証
自
悟
の
道
具 

三
八
九
頁 

（
七
） 

仏
法
祖
道
と
自
己 

三
九
一
頁 

（
八
） 

自
覚
と
覚
他 

三
九
一
頁 

（
九
） 

自
他
を
脱
落
す 

三
九
二
頁　
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二
〇

（
十
） 

自
他
を
体
達
す 

三
九
三
頁 

（
十
一
） 

自
証
の
語
の
誤
解 

三
九
三
頁 

（
十
二
） 

大
慧
宗
杲
の
伝
記
―
出
家
と
曹
洞
宗
へ
の
参
学 

三
九
四
頁 

（
十
三
） 
大
慧
は
湛
堂
文
準
に
認
め
ら
れ
ず 

三
九
五
頁 

（
十
四
） 
大
慧
の
自
証
自
悟
は
成
立
し
な
い 

三
九
九
頁 

（
十
五
） 

大
慧
の
門
下
も
真
実
人
は
い
な
い 

四
〇
〇
頁 

（
十
六
） 

大
慧
の
圜
悟
に
参
ず
る
因
縁 

四
〇
〇
頁 

（
十
七
） 

大
慧
の
「
塔
銘
」
は
誤
り 

四
〇
一
頁 

（
十
八
） 

大
慧
の
師
の
圜
悟
禅
師
は
古
仏 

四
〇
二
頁 

（
十
九
） 

大
慧
は
大
法
を
明
ら
め
ず 

四
〇
二
頁 

（
二
十
） 

道
微
と
文
準
の
大
慧
の
評
価
は
誤
り
で
は
な
い 

四
〇
三
頁 

（
二
十
一
） 

真
の
仏
祖
の
児
孫
と
は 

四
〇
四
頁

（
二
十
二
） 

嗣
書
正
伝
は
青
原
系
統
の
み 

四
〇
四
頁

（
二
十
三
） 

真
の
自
証
と
は 

四
〇
五
頁

正
法
眼
蔵
第
六
十
九　

自
証
三
昧

）
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（
一
）
諸
仏
七
仏
よ
り
、
仏
々
祖
々
の
正
伝
す
る
と
こ
ろ
、
す
な
は
ち
修
証
三
昧

）
31
（

な
り
。
い
は
ゆ
る
或
従
知
識
、
或
従
経
巻
な
り
。
こ
れ
は

こ
れ
仏
祖
の
眼
睛
な
り
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
、

　
　

曹
渓
古
仏
、
問
僧
云
、
「
還
仮
修
証
也
無
」
。
僧
云
、
「
修
証
不
無
、
染
汚
即
不
得

）
32
（

」
。

　
　

〈
曹
渓
古
仏
、
僧
に
問
う
て
云
く
、
「
還は

た
修
証
を
仮
る
や
」
。
僧
云
く
、
「
修
証
は
無
き
に
あ
ら
ず
、
染
汚
す
る
こ
と
は
即
ち
得
ず
」
。
〉

　

し
か
あ
れ
ば
し
る
べ
し
、
不
染
汚
の
修
証
、
こ
れ
仏
祖
な
り
。
仏
祖
三
昧
の
霹
靂
風
雷
な
り
。
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二
一

［
訳
］
正
法
眼
蔵
第
六
十
九　

自
証
三
昧

　

過
去
の
諸
の
仏
や
七
仏
よ
り
、
仏
仏
祖
祖
が
正
伝
す
る
と
こ
ろ
は
、
修
証
三
昧
（
修
行
が
証
り
で
あ
る
三
昧
）
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
或
い

は
善
知
識
に
従
い
、
或
い
は
経
巻
に
従
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
仏
祖
の
眼
睛
な
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

　

曹
渓
古
仏
で
あ
る
六
祖
慧
能
が
、
僧
（
南
嶽
懐
譲
）
に
問
う
た
、
「
さ
て
、
修
行
し
証
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
か
」
。
僧
が
答
え
た
、
「
修

行
も
証
り
も
無
い
訳
で
は
な
い
が
、
そ
れ
を
は
か
ら
い
で
汚
す
こ
と
は
よ
く
な
い
」
。

　

そ
う
で
あ
る
か
ら
、
不
染
汚
の
修
証
が
仏
祖
な
の
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
仏
祖
の
三
昧
が
突
然
に
稲
光
が
し
て
風
が
吹
き

雷
が
と
ど
ろ
く
ハ
タ
ラ
キ
な
の
で
あ
る
。

（
二
）
或
従
知
識
の
正
当
恁
麼
時
、
あ
る
い
は
半
面
を
相
見
す
、
あ
る
い
は
半
身
を
相
見
す
。
あ
る
い
は
全
面
を
相
見
す
、
あ
る
い
は
全
身

を
相
見
す
。
半
自
を
相
見
す
る
こ
と
あ
り
、
半
他
を
相
見
す
る
こ
と
あ
り
。
神
頭
の
披
毛
せ
る
を
相
証
し
、
鬼
面
の
戴
角
せ
る
を
相
修
す
。

異
類
行
の
随
他
来
あ
り
、
同
条
生
の
変
異
去
あ
り
。
か
く
の
ご
と
く
の
と
こ
ろ
に
為
法
捨
身
す
る
こ
と
、
い
く
千
万
廻
と
い
ふ
こ
と
し
ら
ず
。

為
身
求
法
す
る
こ
と
、
い
く
億
百
劫
と
い
ふ
こ
と
し
ら
ず
。
こ
れ
或
従
知
識
の
活
計
な
り
、
参
自
従
自
の
消
息
な
り
。
瞬
目
に
相
見
す
る
と

き
破
顔
あ
り
、
得
髄
を
礼
拝
す
る
ち
な
み
に
断
臂
す
。
お
ほ
よ
そ
七
仏
の
前
後
よ
り
、
六
祖
の
左
右
に
あ
ま
れ
る
見
自
の
知
識
、
ひ
と
り
に

あ
ら
ず
、
ふ
た
り
に
あ
ら
ず
。
見
他
の
知
識
、
む
か
し
に
あ
ら
ず
、
い
ま
に
あ
ら
ず
。

［
訳
］
或
い
は
知
識
に
従
う
、
正
に
そ
の
よ
う
な
時
に
は
、
あ
る
い
は
半
分
の
面
を
相
見
す
る
し
、
あ
る
い
は
半
分
の
身
を
相
見
す
る
の
で

あ
る
。
あ
る
い
は
全
面
を
相
見
す
る
し
、
あ
る
い
は
全
身
を
相
見
す
る
の
で
あ
る
。
半
分
の
自
己
を
相
見
す
る
こ
と
が
あ
り
、
半
分
の
他
己

を
相
見
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
あ
る
。
神
の
頭
に
毛
で
覆
っ
て
相
い
証
り
、
鬼
の
面
に
角
を
戴
い
て
相
い
修
行
す
る
の
で
あ
る
。
異
類
と
し

て
行
じ
て
他
に
随
い
来
る
こ
と
が
あ
り
、
同
条
と
し
て
生
れ
て
変
異
し
て
ゆ
く
こ
と
が
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
法
の
為
に

身
を
捨
て
る
こ
と
は
、
何
千
万
回
と
言
う
こ
と
を
知
ら
な
い
。
身
の
為
に
法
を
求
め
る
こ
と
、
何
億
百
劫
と
言
う
こ
と
を
知
ら
な
い
。
こ
れ

が
或
い
は
知
識
に
従
う
こ
と
の
生
活
で
あ
り
、
自
己
に
参
じ
て
自
己
に
従
う
と
こ
ろ
の
消
息
な
の
で
あ
る
。
釈
尊
の
瞬
目
に
相
見
す
る
時
に

摩
訶
迦
葉
が
に
っ
こ
り
笑
う
こ
と
が
あ
り
、
達
磨
よ
り
髄
を
得
る
の
に
二
祖
慧
可
が
礼
拝
す
る
き
っ
か
け
は
臂
を
断
っ
て
の
入
門
で
あ
る
。
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お
よ
そ
七
仏
の
前
後
よ
り
、
六
祖
の
頃
ま
で
に
多
く
の
自
己
を
見
る
知
識
は
、
一
人
や
二
人
で
は
な
い
。
他
己
を
見
る
知
識
は
、
昔
や
今
だ

け
で
は
な
い
。

（
三
）
或
従
経
巻
の
と
き
、
自
己
の
皮
肉
骨
髄
を
参
究
し
、
自
己
の
皮
肉
骨
髄
を
脱
落
す
る
と
き
、
桃
花
眼
睛
づ
か
ら
突
出
来
相
見
せ
ら
る
、

竹
声
耳
根
づ
か
ら
、
霹
靂
相
聞
せ
ら
る

）
33
（

。
お
ほ
よ
そ
経
巻
に
従
学
す
る
と
き
、
ま
こ
と
に
経
巻
出
来
す
。
そ
の
経
巻
と
い
ふ
は
、
尽
十
方
界
、

山
河
大
地
、
草
木
自
他
な
り
、
喫
飯
著
衣
、
造
次
動
容
な
り
。
こ
の
一
々
の
経
典
に
し
た
が
ひ
学
道
す
る
に
、
さ
ら
に
未
曾
有
の
経
巻
、
い

く
千
万
巻
と
な
く
出
現
在
前
す
る
な
り
。
是ぜ

字
の
句
あ
り
て
宛
然
な
り
、
非
字
の
偈
あ
ら
た
に
歴
然
な
り
。
こ
れ
ら
に
あ
ふ
こ
と
を
え
て
、

拈
身
心
し
て
参
学
す
る
に
、
長
劫
を
消
尽
し
、
長
劫
を
挙
起
す
と
い
ふ
と
も
、
か
な
ら
ず
通
利
の
到
処
あ
り
。
放
身
心
し
て
参
学
す
る
に
、

朕
兆
を
抉
出
し
、
朕
兆
を
趯
飛
す
と
い
ふ
と
も
、
か
な
ら
ず
受
持
の
功
成
ず
る
な
り
。

［
訳
］
或
い
は
経
巻
に
従
う
時
に
は
、
自
己
の
マ
コ
ト
の
あ
り
よ
う
（
皮
肉
骨
髄
）
を
参
究
し
、
自
己
の
皮
肉
骨
髄
を
す
っ
か
り
脱
け
落
ち

る
時
で
あ
り
、
霊
雲
志
勤
が
桃
花
を
見
た
眼
睛
の
ま
ま
が
突
出
し
来
っ
て
互
い
に
見
て
一
体
と
な
り
、
香
厳
智
閑
が
竹
の
音
を
聞
い
た
耳
根

の
ま
ま
が
突
然
の
雷
鳴
と
な
っ
て
互
い
に
聞
こ
え
て
一
体
と
な
る
の
で
あ
る
。
す
べ
て
経
巻
に
従
っ
て
学
ぶ
時
、
真
に
経
巻
が
出
て
来
る
の

で
あ
る
。
そ
の
経
巻
と
言
う
の
は
、
全
て
に
広
が
っ
て
い
る
世
界
の
山
河
大
地
で
あ
り
、
草
木
で
あ
り
、
自
己
で
あ
り
、
他
己
な
の
で
あ
る
。

ま
た
飯
を
食
べ
衣
を
着
る
こ
と
で
あ
り
、
あ
わ
た
だ
し
い
動
き
な
の
で
あ
る
。
こ
の
一
つ
一
つ
の
経
典
に
従
っ
て
仏
道
を
学
ん
で
い
く
と
、

更
に
未
だ
曾
て
な
か
っ
た
経
巻
が
、
何
千
万
巻
と
な
く
出
現
し
て
目
の
前
に
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
肯
定
的
な
文
字
の
句
が
そ

の
ま
ま
に
あ
る
こ
と
に
な
り
、
否
定
的
な
文
字
の
偈
が
新
た
に
あ
り
あ
り
と
あ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
出
会
う
こ
と
が
出
来

て
、
全
身
心
を
掴
ま
え
て
参
学
し
て
い
く
と
、
永
遠
の
時
間
を
費
や
し
て
し
ま
い
、
永
遠
の
時
間
を
取
り
上
げ
る
と
し
て
も
、
必
ず
経
巻
を

通
達
し
え
た
到
達
点
が
あ
る
の
で
あ
る
。
全
身
心
を
放
り
だ
し
て
参
学
し
て
い
く
と
、
も
の
の
兆
す
以
前
を
抉
り
出
し
、
も
の
の
兆
す
以
前

を
飛
び
越
え
る
と
し
て
も
、
必
ず
経
巻
を
受
持
し
て
得
ら
れ
た
修
行
が
成
り
立
つ
の
で
あ
る
。

（
四
）
い
ま
西
天
の
梵
文
を
、
東
土
の
法
本
に
翻
訳
せ
る
、
わ
づ
か
に
半
万
軸

）
34
（

に
た
ら
ず
。
こ
れ
に
三
乗
五
乗
、
九
部
十
二
部
あ
り
。
こ
れ

ら
み
な
、
し
た
が
ひ
学
す
べ
き
経
巻
な
り
。
し
た
が
は
ざ
ら
ん
と
廻
避
せ
ん
と
す
と
も
、
う
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
か
る
が
ゆ
ゑ
に
、
あ
る
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い
は
眼
睛
と
な
り
、
あ
る
い
は
吾
髄
と
な
り
き
た
れ
り
。
頭
角
正
な
り
、
尾
条
正
な
り
。
他
よ
り
こ
れ
を
う
け
、
こ
れ
を
他
に
さ
づ
く
と
い

へ
ど
も
、
た
ゞ
眼
睛
の
活
出
な
り
、
自
他
を
脱
落
す
、
た
ゞ
吾
髄
の
附
嘱
な
り
、
自
他
を
透
脱
せ
り
。
眼
睛
吾
髄
、
そ
れ
自
に
あ
ら
ず
他
に

あ
ら
ざ
る
が
ゆ
ゑ
に
、
仏
祖
む
か
し
よ
り
む
か
し
に
正
伝
し
き
た
り
、
而
今
よ
り
而
今
に
附
嘱
す
る
な
り
。
拄
杖
経
あ
り
、
横
説
縦
説
、
お

の
れ
づ
か
ら
空
を
破
し
有
を
破
す
。
払
子
経
あ
り
、
雪
を
澡
し
霜
を
澡
す
。
坐
禅
経
の
一
会
両
会
あ
り
。
袈
裟
経
一
巻
十
袟ち

つ

あ
り
。
こ
れ
ら

諸
仏
祖
の
護
持
す
る
と
こ
ろ
な
り
。
か
く
の
ご
と
く
の
経
巻
に
し
た
が
ひ
て
、
修
証
得
道
す
る
な
り
。
あ
る
い
は
天
面
人
面
、
あ
る
い
は
日

面
月
面

）
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あ
ら
し
め
て
、
従
経
巻
の
功
夫
現
成
す
る
な
り
。

［
訳
］　

こ
れ
ま
で
イ
ン
ド
の
梵
文
を
、
中
国
の
漢
文
に
翻
訳
さ
せ
た
の
は
、
わ
ず
か
に
五
千
軸
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
中
に
三
乗

）
36
（

（
声
聞
乗
・

縁
覚
乗
・
菩
薩
乗
）
五
乗

）
37
（

（
人
乗
・
天
乗
・
声
聞
乗
・
縁
覚
乗
・
菩
薩
乗
）
、
九
部
経

）
38
（

（
修
多
羅
・
伽
陀
・
本
事
・
本
生
・
未
曾
有
・
因
縁
・

譬
喩
・
祇
夜
・
優
婆
提
舎
）
十
二
部
経

）
39
（

（
素そ

た

ら

呾
纜sūtra

契
経
・
祇
夜geya

重
頌
・
和わ

か

ら

な

伽
羅
那vyākaran

4 a

授
記
・
伽か

だ陀gāthā

諷
誦
・
憂

陀
那udāna

無
問
自
説
・
尼
陀
那nidāna
因
縁
・
阿
波
陀
那avadāna

譬
喩
・
伊
帝
目
多
伽itivr

4 ttaka

本
事
・
闍
陀
伽jātaka

本
生
・
毘
仏

略vaipulya

方
広
・
阿
浮
陀
達
磨adbhuta-dharm

a

未
曾
有
・
優
婆
提
舎upadeśa

論
議
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
全
て
従
っ
て
学
ぶ
べ
き
経

巻
で
あ
る
。
従
わ
な
い
で
お
こ
う
と
避
け
よ
う
と
し
て
も
、
不
可
能
な
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
あ
る
い
は
仏
祖
の
眼め

だ

ま睛
と
な
り
、
あ

る
い
は
達
磨
の
許
し
た
吾
が
髄
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
は
じ
め
も
正
し
い
し
、
お
わ
り
も
正
し
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
他
か
ら
受
け
、

ま
た
、
こ
れ
を
他
に
授
く
る
と
い
っ
て
も
、
単
に
仏
祖
の
眼
睛
が
い
き
い
き
と
飛
び
出
る
の
で
あ
り
、
自
も
他
を
も
脱
け
落
ち
る
の
で
あ
り
、

ま
た
、
単
に
達
磨
の
吾
が
髄
の
附
嘱
で
あ
り
、
自
も
他
を
も
通
り
抜
け
る
の
で
あ
る
。
眼
睛
と
吾
が
髄
は
、
自
で
も
な
い
し
他
で
も
な
い
の

で
、
仏
祖
が
昔
か
ら
昔
へ
正
伝
し
て
き
た
の
で
あ
り
、
而い

ま今
よ
り
而
今
に
附
嘱
す
る
の
で
あ
る
。
拄
杖
の
経
が
あ
り
、
自
由
自
在
に
説
い
て
、

ち
ゃ
ん
と
相
対
的
な
空
と
有
を
破
る
の
で
あ
る
。
払
子
の
経
が
あ
り
、
雪
や
霜
を
き
れ
い
に
洗
い
流
す
の
で
あ
る
。
坐
禅
と
い
う
経
の
一
つ

の
集
ま
り
二
つ
の
集
ま
り
が
あ
る
。
袈
裟
と
い
う
経
の
一
巻
の
も
の
、
十
袟ち

つ

の
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
諸
の
仏
祖
が
護
持
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
経
巻
に
従
っ
て
、
修
行
が
そ
の
ま
ま
証
り
と
し
て
到
達
し
た
道
を
現
前
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
天
上
界
の

面
や
人
間
界
の
面
と
し
て
、
あ
る
い
は
日
面
と
い
う
永
遠
の
仏
や
月
面
と
い
う
一
瞬
の
仏
を
顕
現
せ
し
め
て
、
経
巻
に
従
う
修
行
を
目
の
前

に
顕
す
の
で
あ
る
。
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し
か
あ
る
に
、
た
と
ひ
知
識
に
も
し
た
が
ひ
、
た
と
ひ
経
巻
に
も
し
た
が
ふ
、
み
な
こ
れ
自
己
に
し
た
が
ふ
な
り
。
経
巻
お
の
れ
づ

か
ら
自
経
巻
な
り
、
知
識
お
の
れ
づ
か
ら
自
知
識
な
り
。
し
か
あ
れ
ば
、
遍
参
知
識
は
遍
参
自
己
な
り
、
拈
百
草
は
拈
自
己
な
り
、
拈
万
木

は
拈
自
己
な
り
。
自
己
は
か
な
ら
ず
恁
麼
の
功
夫
な
り
と
参
学
す
る
な
り
。
こ
の
参
学
に
、
自
己
を
脱
落
し
、
自
己
を
契
証
す
る
な
り
。

［
訳
］
そ
の
こ
と
か
ら
、
た
と
え
知
識
に
従
っ
て
も
、
た
と
え
経
巻
に
従
っ
て
も
、
全
て
が
自
己
に
従
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
経
巻
は
そ
れ

自
身
が
自
の
経
巻
で
あ
り
、
知
識
は
そ
れ
自
身
が
自
の
知
識
な
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
遍
く
知
識
に
参
ず
る
と
は
遍
く
自
己
に
参
ず

る
こ
と
で
あ
り
、
百
草
を
取
り
上
げ
る
と
は
自
己
を
取
り
上
げ
る
こ
と
で
あ
り
、
万
木
を
取
り
上
げ
る
と
は
自
己
を
取
り
上
げ
る
こ
と
で
あ

る
。
自
己
は
必
ず
こ
の
よ
う
な
修
行
で
あ
る
と
参
学
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
参
学
に
お
い
て
、
自
己
を
脱
け
落
ち
、
自
己
を
マ
コ
ト
に
ピ
タ

リ
と
一
致
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

（
六
）
こ
れ
に
よ
り
て
、
仏
祖
の
大
道
に
、
自
証
自
悟
の
調
度
あ
り
、
正
嫡
の
仏
祖
に
あ
ら
ざ
れ
ば
正
伝
せ
ず
、
嫡
々
相
承
す
る
調
度
あ
り
、

仏
祖
の
骨
髄
に
あ
ら
ざ
れ
ば
正
伝
せ
ず
。
か
く
の
ご
と
く
参
学
す
る
ゆ
ゑ
に
、
人
の
た
め
に
伝
授
す
る
と
き
は
、
汝
得
吾
髄
の
附
嘱
有
在
な

り
。
吾
有
正
法
眼
蔵
、
附
嘱
摩
訶
迦
葉
な
り
。
為
説
は
か
な
ら
ず
し
も
自
他
に
か
ゝ
は
れ
ず
、
他
の
た
め
の
説
著
す
な
は
ち
み
づ
か
ら
の
た

め
の
説
著
な
り
。
自
と
自
と
、
同
参
の
聞
説
な
り
。
一
耳
は
き
ゝ
、
一
耳
は
と
く
。
一
舌
は
と
き
、
一
舌
は
き
く
。
乃
至
眼
耳
鼻
舌
身
意
根

識
塵
等
も
か
く
の
ご
と
し
。
さ
ら
に
一
身
一
心
あ
り
て
証
す
る
あ
り
、
修
す
る
あ
り
。
み
ゝ
づ
か
ら
の
聞
説
な
り
、
舌
づ
か
ら
の
聞
説
な
り
。

昨
日
は
他
の
た
め
に
不
定
法
を
と
く
と
い
へ
ど
も
、
今
日
は
み
づ
か
ら
の
た
め
に
定
法
を
と
か
る
ゝ
な
り

）
40
（

。
か
く
の
ご
と
く
の
日
面
あ
ひ
つ

ら
な
り
、
月
面
あ
ひ
つ
ら
な
れ
り
。
他
の
た
め
に
法
を
と
き
法
を
修
す
る
は
、
生
々
の
と
こ
ろ
に
法
を
き
ゝ
法
を
あ
き
ら
め
、
法
を
証
す
る

な
り
。
今
生
に
も
法
を
た
の
た
め
に
と
く
誠
心
あ
れ
ば
、
自
己
の
得
法
や
す
き
な
り
。
あ
る
い
は
他
人
の
法
を
き
く
を
も
、
た
す
け
す
ゝ
む

れ
ば
、
み
づ
か
ら
が
学
法
よ
き
た
よ
り
を
う
る
な
り
。
身
中
に
た
よ
り
を
え
、
心
中
に
た
よ
り
を
う
る
な
り
。
聞
法
を
障
礙
す
る
が
ご
と
き

は
、
み
づ
か
ら
が
聞
法
を
障
礙
せ
ら
る
ゝ
な
り
。
生
々
の
身
々
に
法
を
と
き
法
を
き
く
は
、
世
々
に
聞
法
す
る
な
り
。
前
来
わ
が
正
伝
せ
し

法
を
、
さ
ら
に
今
世
に
も
き
く
な
り
。
法
の
な
か
に
生
じ
、
法
の
な
か
に
滅
す
る
が
ゆ
ゑ
に
。
尽
十
方
界
の
な
か
に
法
を
正
伝
し
つ
れ
ば
、
生
々

に
き
ゝ
、
身
々
に
修
す
る
な
り
。
生
々
を
法
に
現
成
せ
し
め
、
身
々
を
法
な
ら
し
む
る
ゆ
ゑ
に
、
一
塵
法
界
と
も
に
拈
来
し
て
法
を
証
せ
し

む
る
な
り
。
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［
訳
］
こ
の
こ
と
か
ら
、
仏
祖
の
大
道
に
は
、
自
ら
証
り
自
ら
悟
る
備
え
つ
け
の
道
具
が
あ
り
、
正
し
い
後
継
ぎ
の
仏
祖
で
な
け
れ
ば
正
し

く
伝
え
な
い
の
で
あ
る
。
正
し
く
受
け
継
い
で
き
た
備
え
つ
け
の
道
具
が
あ
り
、
仏
祖
の
骨
髄
で
な
け
れ
ば
正
し
く
伝
え
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
参
学
を
す
る
か
ら
、
人
に
伝
授
す
る
時
は
、
「
あ
な
た
は
わ
た
し
の
髄
を
つ
か
ん
だ
（
汝
得
吾
髄
）
」
の
附
嘱
が
存
在
す
る
の
で

あ
る
。
そ
れ
は
釈
尊
の
「
わ
た
し
は
正
法
眼
蔵
を
も
っ
て
い
る
、
摩
訶
迦
葉
に
附
嘱
す
る
」
こ
と
な
の
で
あ
る
。
他
に
説
く
こ
と
は
必
ず
し

も
自
と
他
に
関
わ
る
の
で
は
な
く
、
他
の
為
に
説
く
と
は
自
の
為
に
説
く
こ
と
な
の
で
あ
る
。
自
と
自
と
、
同
時
に
参
学
し
て
説
を
聞
く
こ

と
な
の
で
あ
る
。
一
つ
の
耳
は
聞
き
、
一
つ
の
耳
は
説
く
の
で
あ
り
、
一
つ
の
舌
は
説
き
、
一
つ
の
舌
は
聞
く
の
で
あ
る
。
及
び
眼
耳
鼻
舌

身
意
の
根
と
識
、
（
色
・
声
・
香
・
味
・
触
・
法
の
）
六
塵
等
も
同
様
で
あ
る
。
更
に
一
つ
の
身
、
一
つ
の
心
が
あ
っ
て
証
る
こ
と
が
あ
り
、

修
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
あ
る
。
耳
そ
の
も
の
が
説
を
聞
く
の
で
あ
り
、
舌
そ
の
も
の
が
説
を
聞
く
の
で
あ
る
。
昨
日
は
他
の
為
に
確
定
し

な
い
法
を
説
く
と
言
っ
て
も
、
今
日
は
自
の
為
に
確
定
し
た
法
を
説
く
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
永
遠
の
日
面
仏
が
互
い
に
連
れ
立
ち
、
一

瞬
の
月
面
仏
が
互
い
に
連
れ
立
つ
の
で
あ
る
。
他
の
為
に
法
を
説
き
法
を
修
す
る
の
は
、
生
の
連
続
の
中
で
法
を
聞
き
法
を
明
ら
め
、
法
を

証
る
の
で
あ
る
。
今
生
に
も
法
を
他
の
為
に
説
く
誠
の
心
が
あ
れ
ば
、
自
己
が
法
を
得
る
こ
と
は
容
易
な
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
他
人
が
法

を
聞
く
よ
う
に
助
け
勧
め
れ
ば
、
自
己
が
法
を
学
ぶ
の
に
よ
い
手
が
か
り
を
得
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
一
身
の
中
に
手
が
か
り
を
得
、

一
心
の
中
に
手
が
か
り
を
得
る
の
で
あ
る
。
法
を
聞
く
こ
と
を
妨
げ
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
自
己
が
法
を
聞
く
こ
と
を
妨
げ
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
生
の
連
続
の
中
で
一
身
一
身
に
法
を
説
き
法
を
聞
く
こ
と
は
、
い
つ
の
世
も
法
を
聞
く
の
で
あ
る
。
前
世
よ
り
わ
れ
わ
れ
が
正
し
く
伝

え
た
法
を
、
更
に
今
世
に
お
い
て
も
聞
く
の
で
あ
る
。
法
の
中
で
生
ま
れ
、
法
の
中
で
滅
す
る
か
ら
で
あ
る
。
無
限
の
広
が
り
の
世
界
の
中

で
法
を
正
し
く
伝
え
た
な
ら
ば
、
生
の
連
続
の
中
で
聞
き
、
一
身
一
身
に
修
す
る
の
で
あ
る
。
生
の
連
続
の
中
を
法
に
よ
り
て
目
の
前
に
顕

現
せ
し
め
、
一
身
一
身
を
法
に
し
て
し
ま
う
か
ら
、
一
微
塵
世
界
も
法
界
も
共
に
取
り
上
げ
来
っ
て
法
を
証さ

と

ら
せ
る
の
で
あ
る
。

（
七
）
し
か
あ
れ
ば
、
東
辺
に
し
て
一
句
を
き
ゝ
て
、
西
辺
に
き
た
り
て
一
人
の
た
め
に
と
く
べ
し
。
こ
れ
一
自
己
を
も
て
聞
著
説
著
を
一

等
に
功
夫
す
る
な
り
。
東
自
西
自
を
一
斉
に
修
証
す
る
な
り
。
な
に
と
し
て
も
た
ゞ
仏
法
祖
道
を
自
己
の
身
心
に
あ
ひ
ち
か
づ
け
、
あ
ひ
い

と
な
む
を
、
よ
ろ
こ
び
、
の
ぞ
み
、
こ
ゝ
ろ
ざ
す
べ
し
。
一
時
よ
り
一
日
に
お
よ
び
、
乃
至
一
年
よ
り
一
生
ま
で
の
い
と
な
み
と
す
べ
し
。

仏
法
を
精
魂
と
し
て
弄
す
べ
き
な
り
。
こ
れ
を
生
々
を
む
な
し
く
す
ご
さ
ざ
る
と
す
。
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訳
］
そ
う
で
あ
れ
ば
、
東
辺
で
一
句
を
聞
い
た
な
ら
、
西
辺
に
来
て
一
人
の
為
に
説
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
一
自
己
で
も
っ
て
聞
く

こ
と
と
説
く
こ
と
を
同
じ
く
修
行
す
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
東
の
自
己
と
西
の
自
己
を
同
じ
く
修
行
が
証
り
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

何
と
し
て
で
も
、
専
ら
仏
法
と
祖
道
を
自
己
の
身
心
に
互
い
に
近
づ
け
、
互
い
に
実
行
す
る
こ
と
を
、
喜
び
、
望
み
、
志
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

一
時
よ
り
一
日
に
及
び
、
さ
ら
に
一
年
よ
り
一
生
ま
で
実
行
す
べ
き
こ
と
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
仏
法
を
自
己
の
修
行
に
精
魂
を
か
た

む
け
て
徹
底
的
に
振
る
舞
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
生
の
連
続
の
中
を
空
し
く
過
ご
す
こ
と
で
は
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。

（
八
）
し
か
あ
る
を
、
い
ま
だ
あ
き
ら
め
ざ
れ
ば
人
の
た
め
に
と
く
べ
か
ら
ず
と
お
も
ふ
こ
と
な
か
れ
。
あ
き
ら
め
ん
こ
と
を
ま
た
ん
は
、

無
量
劫
に
も
か
な
ふ
べ
か
ら
ず
。
た
と
ひ
人
仏
を
あ
き
ら
む
と
も
、
さ
ら
に
天
仏
あ
き
ら
む
べ
し
。
た
と
ひ
山
の
こ
ゝ
ろ
を
あ
き
ら
む
と
も
、

さ
ら
に
水
の
こ
ゝ
ろ
を
あ
き
ら
む
べ
し
。
た
と
ひ
因
縁
生
法
を
あ
き
ら
む
と
も
、
さ
ら
に
非
因
縁
生
法
を
あ
き
ら
む
べ
し
。
た
と
ひ
仏
祖
辺

を
あ
き
ら
む
と
も
、
さ
ら
に
仏
祖
向
上
を
あ
き
ら
む
べ
し
。
こ
れ
ら
を
一
世
に
あ
き
ら
め
を
は
り
て
、
の
ち
に
他
の
た
め
に
せ
ん
と
擬
せ
ん

は
、
不
功
夫
な
り
、
不
丈
夫
な
り
、
不
参
学
な
り
。

［
訳
］
そ
う
で
あ
る
の
に
、
未
だ
明
め
な
い
場
合
は
、
人
の
為
に
説
い
て
は
い
け
な
い
と
思
っ
て
は
な
ら
な
い
。
明
め
る
こ
と
を
待
つ
な
ら
ば
、

無
限
の
時
間
を
か
け
て
も
可
能
と
は
な
ら
な
い
。
た
と
い
人
間
界
の
仏
を
明
ら
め
た
と
し
て
も
、
さ
ら
に
天
上
界
の
仏
を
明
ら
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
た
と
い
山
の
心
を
明
ら
め
た
と
し
て
も
、
さ
ら
に
水
の
心
を
明
ら
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
と
い
因
縁
に
よ
っ
て
生
ず
る
法

を
明
ら
め
た
と
し
て
も
、
さ
ら
に
因
縁
に
よ
ら
ず
に
生
ず
る
法
を
明
ら
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
と
い
仏
祖
の
境
涯
を
明
ら
め
た
と
し
て

も
、
さ
ら
に
仏
祖
の
境
涯
の
向う

え上
を
明
ら
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
を
こ
の
世
の
う
ち
に
明
ら
め
て
し
ま
っ
て
、
そ
の
後
に
他
の
為

に
尽
く
そ
う
と
す
る
の
は
、
修
行
で
は
な
い
し
、
仏
（
調
御
丈
夫
）
で
は
な
い
し
、
仏
道
の
参
学
者
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

（
九
）
お
よ
そ
学
仏
祖
道
は
、
一
法
一
儀
を
参
学
す
る
よ
り
、
す
な
は
ち
為
他
の
志
気
を
衝
天

）
41
（

せ
し
む
る
な
り
。
し
か
あ
る
に
よ
り
て
、
自

他
を
脱
落
す
る
な
り
。
さ
ら
に
自
己
を
参
徹
す
れ
ば
、
さ
き
よ
り
参
徹
他
己
な
り
。
よ
く
他
己
を
参
徹
す
れ
ば
、
自
己
参
徹
な
り
。
こ
の
仏

儀
は
、
た
と
ひ
生
知
と
い
ふ
と
も
、
師
承
に
あ
ら
ざ
れ
ば
体
達
す
べ
か
ら
ず
、
生
知

）
42
（

い
ま
だ
師
に
あ
は
ざ
れ
ば
不
生
知
を
し
ら
ず
、
不
生
不

知
を
し
ら
ず
。
た
と
ひ
生
知
と
い
ふ
と
も
、
仏
祖
の
大
道
は
し
る
べ
き
に
あ
ら
ず
、
学
し
て
し
る
べ
き
な
り
。
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そ
も
そ
も
、
仏
祖
の
道
を
学
ぶ
の
は
、
一
つ
の
教
え
と
一
つ
の
作
法
を
学
び
始
め
た
な
ら
、
そ
こ
で
他
の
為
に
天
を
突
く
志
に
さ
せ

る
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
自
も
他
を
も
脱
け
落
ち
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
自
己
の
修
行
に
徹
す
れ
ば
、
前
よ
り
他
己
の
修
行
に
徹
す

る
の
で
あ
る
。
他
己
の
修
行
に
徹
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
自
己
の
修
行
が
徹
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
仏
の
作
法
は
、
た
と
い
生
ま
れ
な
が

ら
の
知
恵
と
い
っ
て
も
、
師
か
ら
承
け
た
も
の
で
な
け
れ
ば
あ
き
ら
か
に
達
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
生
ま
れ
な
が
ら
の
知
恵
は
未
だ
師
に

会
わ
な
け
れ
ば
、
不
生
知
を
知
ら
な
い
し
、
不
生
不
知
を
知
ら
な
い
の
で
あ
る
。
た
と
い
生
ま
れ
な
が
ら
の
知
恵
と
い
っ
て
も
、
仏
祖
の
大

道
は
知
る
は
ず
は
な
い
し
、
学
ん
で
知
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

（
十
）
自
己
を
体
達
し
、
他
己
を
体
達
す
る
、
仏
祖
の
大
道
な
り
。
た
ゞ
ま
さ
に
自
初
心
の
参
学
を
め
ぐ
ら
し
て
、
他
初
心
の
参
学
を
同
参

す
べ
し
。
初
心
よ
り
自
他
と
も
に
同
参
し
も
て
ゆ
く
に
、
究
竟
同
参
に
得
到
す
る
な
り
。
自
功
夫
の
ご
と
く
、
他
功
夫
を
も
す
ゝ
む
べ
し
。

［
訳
］
自
己
に
あ
き
ら
か
に
達
し
、
他
己
に
あ
き
ら
か
に
達
す
る
の
は
、
仏
祖
の
大
道
で
あ
る
。
正
し
く
自
己
の
初
心
の
参
学
を
め
ぐ
ら
し
て
、

他
己
の
初
心
の
参
学
と
共
に
参
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
初
心
よ
り
自
己
と
他
己
と
共
に
同
参
し
て
ゆ
く
と
、
究
極
的
境
涯
に
共
に
参
じ
て

到
達
す
る
の
で
あ
る
。
自
己
の
修
行
の
よ
う
に
、
他
己
に
こ
の
修
行
を
勧
め
る
が
よ
い
。

（
十
一
）
し
か
あ
る
に
、
自
証
自
悟
等
の
道
を
き
ゝ
て
、
麁
人
お
も
は
く
は
、
「
師
に
伝
受
す
べ
か
ら
ず
、
自
学
す
べ
し
」
。
こ
れ
は
お
ほ
き

な
る
あ
や
ま
り
な
り
。
自
解
の
思
量
分
別
を
邪
計
し
て
師
承
な
き
は
、
西
天
の
天
然
外
道
な
り
、
こ
れ
を
わ
き
ま
へ
ざ
ら
ん
と
も
が
ら
、
い

か
で
か
仏
道
人
な
ら
ん
。
い
は
ん
や
自
証
の
言
を
き
ゝ
て
、
積
聚
の
五
陰
な
ら
ん
と
計
せ
ば
、
小
乗
の
自
調
に
同
ぜ
ん
。
大
乗
小
乗
を
わ
き

ま
へ
ざ
る
と
も
が
ら
、
お
ほ
く
仏
祖
の
児
孫
と
自
称
す
る
お
ほ
し
。
し
か
あ
れ
ど
も
、
明
眼
人
た
れ
か
瞞
ぜ
ら
れ
ん
。

［
訳
］
そ
う
で
あ
る
の
に
、
自
ら
証
悟
す
る
等
の
言
葉
を
聞
い
て
、
粗
雑
な
考
え
の
人
が
思
う
の
は
、「
師
よ
り
伝
え
受
け
る
べ
き
で
は
な
く
、

自
ら
学
ば
ね
ば
な
ら
な
い
」
、
と
。
こ
れ
は
大
き
な
誤
り
で
あ
る
。
自
己
の
見
解
に
よ
る
思
量
分
別
で
間
違
っ
て
推
測
し
て
師
か
ら
承
け
る

こ
と
の
な
い
者
は
、
イ
ン
ド
の
自
然
外
道
で
あ
り
、
こ
れ
を
見
極
め
き
れ
な
い
連
中
が
、
ど
う
し
て
仏
道
の
人
で
あ
ろ
う
か
。
ま
し
て
い
わ

ん
や
自
証
の
言
葉
を
聞
い
て
、
五
陰
（
色
・
受
・
想
・
行
・
識
）
の
集
合
体
で
あ
ろ
う
と
推
測
す
る
な
ら
ば
、
小
乗
の
自
ら
の
煩
悩
を
調
伏
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す
る
の
と
同
じ
こ
と
に
な
ろ
う
。
大
乗
も
小
乗
を
も
見
極
め
な
い
連
中
が
、
ほ
と
ん
ど
仏
祖
の
児
孫
と
自
称
し
て
い
る
の
が
多
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
明
眼
を
も
っ
た
人
は
、
一
体
、
誰
が
バ
カ
に
さ
れ
よ
う
か
。

（
十
二
）
大
宋
国
紹
興
の
な
か
に
、
径
山
の
大
慧
禅
師
宗
杲

）
43
（

と
い
ふ
あ
り
、
も
と
は
こ
れ
経
論
の
学
生
な
り
。
遊
方
の
ち
な
み
に
、
宣
州
の

珵て
い

禅
師

）
44
（

に
し
た
が
ひ
て
、
雲
門

）
46
（

の
拈
古
お
よ
び
雪
竇

）
46
（

の
頌
古
拈
古
を
学
す
。
参
学
の
は
じ
め
な
り
。
雲
門
の
風
を
会
せ
ず
し
て
、
つ
ひ
に
洞

山
の
微
和
尚

）
47
（

に
参
学
す
と
い
へ
ど
も
、
微
、
つ
ひ
に
堂
奥
を
ゆ
る
さ
ず
。
微
和
尚
は
芙
蓉
和
尚

）
48
（

の
法
子
な
り
、
い
た
づ
ら
な
る
席
末
人
に
斉

肩
す
べ
か
ら
ず
。

　

杲
禅
師
、
や
ゝ
ひ
さ
し
く
参
学
す
と
い
へ
ど
も
、
微
の
皮
肉
骨
髄
を
摸
著
す
る
こ
と
あ
た
は
ず
、
い
は
ん
や
塵
中
の
眼
睛
あ
り
と
だ
に
も

し
ら
ず
。
あ
る
と
き
、
仏
祖
の
道
に
臂
香
嗣
書
の
法
あ
り
と
ば
か
り
き
ゝ
て
、
し
き
り
に
嗣
書
を
微
和
尚
に
請
ず
。
し
か
あ
れ
ど
も
微
和
尚

ゆ
る
さ
ず
。
つ
ひ
に
い
は
く
、
「
な
ん
ぢ
嗣
書
を
要
せ
ば
、
倉
卒
な
る
こ
と
な
か
れ
、
直
須
功
夫
勤
学
す
べ
し
。
仏
祖
受
授
不
妄
付
授
也
。

吾
不
惜
付
授
、
只
是
你
未
具
眼
在
」
。
と
き
に
宗
杲
い
は
く
、
「
本
具
正
眼
自
証
自
悟
、
豈
有
不
妄
付
授
也
」
。
微
和
尚
笑
而
休
矣
。
〈
つ
ひ
に

い
は
く
、
「
な
ん
ぢ
嗣
書
を
要
せ
ば
、
倉
卒
な
る
こ
と
な
か
れ
、
直
須
功
夫
勤
学
す
べ
し
。
仏
祖
の
受
授
は
妄
り
に
付
授
せ
ず
。
吾
れ
付
授

を
惜
し
む
に
あ
ら
ず
、
只
だ
是
れ
你
未
だ
眼
を
具
せ
ざ
る
こ
と
あ
り
」
。
と
き
に
宗
杲
い
は
く
、
「
本
具
の
正
眼
は
自
証
自
悟
な
り
、
豈
に
妄

り
に
付
授
せ
ざ
る
こ
と
有
ら
ん
や
」
。
微
和
尚
、
笑
つ
て
休
み
ぬ
。
〉

［
訳
］
大
宋
国
の
紹
興
の
間
（
一
一
三
一
～
六
二
）
に
、
径
山
の
大
慧
禅
師
宗
杲
と
い
う
者
が
い
た
。
も
と
も
と
は
経
論
を
学
ぶ
僧
で
あ
る
。

遊
方
し
た
時
に
、
宣
州
（
安
徽
省
）
の
紹

し
ょ
う
て
い珵

禅
師
に
従
っ
て
、
雲
門
文
偃
の
『
拈
古
』
お
よ
び
雪
竇
重
顕
の
『
頌
古
』
『
拈
古
』
を
学
ん
だ
。

こ
れ
が
禅
の
参
学
の
は
じ
め
で
あ
る
。
雲
門
派
の
教
え
を
理
解
で
き
な
く
て
、
そ
こ
で
襄
州
（
湖
北
省
）
の
大
陽
山
で
洞
山
の
道
微
和
尚
に

参
学
し
た
の
だ
け
れ
ど
も
、
道
微
は
、
結
局
、
そ
の
奥
義
を
究
め
た
者
と
は
許
さ
な
か
っ
た
。
道
微
和
尚
は
芙
蓉
道
楷
和
尚
の
法は

つ

す嗣
で
あ
り
、

つ
ま
ら
な
い
末
席
の
人
と
肩
を
並
べ
る
よ
う
な
人
で
は
な
か
っ
た
。

　

宗
杲
禅
師
は
、
や
や
久
し
く
そ
こ
で
参
学
し
た
け
れ
ど
も
、
道
微
の
皮し

ん

ず

い

肉
骨
髄
を
手
探
り
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
ま
し
て
い
わ
ん
や
六
塵

の
中
に
仏
祖
の
眼
睛
が
あ
る
こ
と
も
知
ら
な
か
っ
た
。
あ
る
と
き
、
仏
祖
の
道
に
は
臂ひ

こ

う香
し
て
嗣
書
を
得
る
法
が
あ
る
だ
け
だ
と
聞
い
て
、

し
き
り
に
道
微
和
尚
に
嗣
書
を
拝
見
し
た
い
と
お
願
い
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
道
微
和
尚
は
許
可
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
言
っ
た
、
「
君
は
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嗣
書
が
欲
し
い
な
ら
ば
、
あ
わ
て
て
は
な
ら
ぬ
、
よ
く
修
行
し
て
努
め
て
学
ば
ね
ば
な
ら
な
い
。
仏
祖
の
受
授
は
で
た
ら
め
に
付
授
は
し
な

い
。
わ
た
し
は
付
授
を
惜
し
む
の
で
は
な
く
、
外
な
ら
ぬ
君
が
い
ま
だ
眼
を
備
え
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
だ
」
。
そ
の
時
、
宗
杲
は
言
っ
た
、

「
本
来
具
っ
て
い
る
正
眼
は
自
ら
証さ

と

る悟
も
の
で
あ
る
、
ど
う
し
て
で
た
ら
め
に
付
授
し
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
よ
か
ろ
う
か
」
。
道
微
和
尚
は
、

笑
っ
て
黙
り
込
ん
だ
。

（
十
三
）
①
の
ち
に
湛
堂
準
和
尚

）
49
（

に
参
ず
。

　

湛
堂
一
日
問
宗
杲
云
、
「
你
鼻
孔
因
什
麼
、
今
日
無
半
辺
」
。
杲
云
、
「
宝
峰
門
下
」
。
湛
堂
云
、
「
杜
撰
禅
和
」
。

　

〈
湛
堂
一
日
、
宗
杲
に
問
う
て
云
く
、「
你
が
鼻
孔
什
麼
に
因
つ
て
か
今
日
半
辺
無
き
」
。
杲
云
く
、「
宝
峰
門
下
」
。
湛
堂
云
く
、「
杜
撰
禅
和
」
。
〉

　

②
杲
、
看
経
次
、
湛
堂
問
、「
看
什
麼
経
」
。
杲
曰
、「
金
剛
経
」
。
湛
堂
云
、「
是
法
平
等
、
無
有
高
下
。
為
什
麼
、
雲
居
山
高
、
宝
峰
山
低
」
。

杲
曰
、
「
是
法
平
等
、
無
有
高
下
」
。
湛
堂
云
、
「
你
作
得
箇
座
主
」
、
使
下
。

〈
杲
、
看
経
の
次
、
湛
堂
問
う
、
「
什
麼
経
を
か
看
る
」
。
杲
曰
く
、
「
金
剛
経
」
。
湛
堂
云
く
、
「
是
の
法
は
平
等
に
し
て
高
下
有
る
こ
と
無

し
。
什
麼
が
為
に
か
雲
居
山
は
高
く
、
宝
峰
山
は
低ひ

く

し
」
。
杲
曰
く
、
「
是
の
法
は
平
等
に
し
て
高
下
有
る
こ
と
無
し
」
。
湛
堂
云
く
、
「
你

箇
の
座
主
と
作
り
得
た
り
」
。
下く

だ

ら
し
む
。
〉

　

③
又
一
日
、
湛
堂
見
於
粧
十
王
処

）
50
（

。
問
宗
杲
上
座
曰
、
「
此
官
人
、
姓
什
麼
」
。
杲
曰
、
「
姓
蘖
」
。
湛
堂
以
手
自
摸
頭
曰
、
「
争
奈
姓
梁
底

少
箇
幞
頭
」
。
杲
曰
、
「
雖
無
幞
頭
、
鼻
孔
髣
髴
」
。
湛
堂
曰
、
「
杜
撰
禅
和
」
。

〈
又
一
日
、
湛
堂
、
十
王
を
粧
ふ
処
を
見
て
、
宗
杲
上
座
に
問
う
て
曰
く
、「
此
の
官
人
、
姓
は
什
麼
ぞ
」
。
杲
曰
く
、「
姓
は
梁
な
り
」
。
湛
堂
、

手
を
以
て
自
ら
摸
頭
し
て
曰
く
、「
姓
の
梁
底
な
る
、
箇
の
幞
頭
を
少か

く
を
争い

か

ん奈
せ
ん
」
。
杲
曰
く
、「
幞
頭
無
し
と
雖
も
、
鼻
孔
髣
髴
た
り
」
。

湛
堂
曰
く
、
「
杜
撰
禅
和
」
。
〉

　

④
湛
堂
一
日
、
問
宗
杲
云
、
「
杲
上
座
、
我
這
裏
禅
、
你
一
時
理
会
得
。
教
你
説
也
説
得
、
教
你
参
也
参
得
。
教
你
做
頌
古
拈
古
、
小
参

普
説
請
益
、
你
也
做
得
。
祗
是
你
有
一
件
事
未
在
、
你
還
知
否
」
。
杲
曰
、
「
甚
麼
事
未
在
」
。
湛
堂
曰
、
「
你
祗
欠
這
一
解
在
。
繁か

。
若
你
不

得
這
一
解
、
我
方
丈
与
你
説
時
、
便
有
禅
、
你
纔
出
方
丈
、
便
無
了
也
。
惺
々
思
量
時
、
便
有
禅
、
纔
睡
著
、
便
無
了
也
。
若
如
此
、
如
何

敵
得
生
死
」
。
杲
曰
、
「
正
是
宗
杲
疑
処
」
。

〈
湛
堂
一
日
、
宗
杲
に
問
う
て
云
く
、
「
杲
上
座
、
我
が
這
裏
の
禅
、
你
一
時
に
理
会
得
な
り
。
你
を
し
て
説
か
し
む
れ
ば
也
た
説
得
す
、
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你
を
し
て
参
ぜ
し
む
れ
ば
也
た
参
得
す
。
你
を
し
て
頌
古
拈
古
、
小
参
、
普
説
、
請
益
を
做な

さ
し
む
れ
ば
、
你
也
た
做さ

と

く得
す
。
た
だ
是
れ

你
一
件
事
の
未
在
な
る
こ
と
有
り
、
你
還
た
知
る
や
」
。
杲
曰
く
、
「
甚
麼
事
か
未
在
な
る
」
。
湛
堂
曰
く
、
「
你
た
だ
這
の
一
解
を
欠
く
こ

と
在
り
。
繁か

。
若
し
你
這
の
一
解
を
不
得
な
ら
ば
、
我
れ
方
丈
に
し
て
你
が
た
め
に
説
く
時
は
便
ち
禅
有
り
、
你
纔
か
に
方
丈
を
出
づ
れ

ば
、
便
ち
無
き
に
し
了
れ
り
。
惺
々
に
思
量
す
る
時
は
便
ち
禅
有
り
、
纔
か
に
睡
著
す
れ
ば
、
便
ち
無
き
に
し
了
れ
り
。
若
し
此
の
如
く

な
ら
ば
、
如
何
が
生
死
を
敵
得
せ
ん
」
。
杲
曰
く
、
「
正
し
く
是
れ
宗
杲
が
疑
処
な
り
」
。
〉

　

⑤
後
稍
経
載
、
湛
堂
示
疾
。
宗
杲
問
曰
、「
和
尚
百
年
後
、
宗
杲
依
附
阿
誰
、
可
以
了
此
大
事
」
。
湛
堂
嘱
曰
、「
有
箇
勤
巴
子
、
我
亦
不
識
他
。

雖
然
、
你
若
見
他
、
必
能
成
就
此
事
。
你
若
見
他
了
、
不
可
更
他
遊
。
後
世
出
来
参
禅
也
」
。

　

〈
後
稍や

や

載
を
経
て
、
湛
堂
疾
を
示
す
。
宗
杲
問
う
て
曰
く
、
「
和
尚
百
年
の
後
、
宗
杲
、
阿
誰
に
依
附
せ
ば
、
此
の
大
事
を
了
ず
る
こ
と
が

可で

き以
よ
う
か
」
。
湛
堂
嘱
し
て
曰
く
、
「
箇
の
勤
巴
子
と
い
ふ
も
の
有
り
、
我
れ
も
ま
た
他
を
識
ら
ず
。
然
り
と
雖
も
、
你
若
し
他
を
見
ば
、

必
ず
能
く
此
の
事
を
成
就
せ
ん
。
你
若
し
他
を
見
え
了
ら
ば
、
更
に
他
遊
す
べ
か
ら
ず
。
後
世
参
禅
を
出
来
せ
ん
」
。
〉

［
訳
］
①
後
に
湛
堂
文
準
和
尚
に
参
じ
た
。
湛
堂
は
あ
る
日
、
宗
杲
に
問
う
た
、
「
君
の
鼻は

な孔
は
な
ぜ
今
日
半
分
無
い
の
だ
」
。
杲
は
言
っ
た
、

「
宝あ

な

た峰
の
門
下
だ
か
ら
で
す
」
。
湛
堂
は
言
っ
た
、
「
い
い
か
げ
ん
な
禅
坊
主
」
。

　

②
宗
杲
が
経
を
読
ん
で
い
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
湛
堂
が
問
う
た
、
「
何
経
を
読
ん
で
い
る
」
。
杲
は
答
え
た
、
「
金
剛
経
で
す
」
。
湛
堂
は

問
う
た
、「
金
剛
経
の
中
に
『
す
べ
て
の
存
在
は
平
等
で
あ
っ
て
高
い
低
い
は
無
い
』と
い
う
が
、な
ぜ
雲
居
山
は
高
く
、
宝
峰
山
は
低
い
の
か
」
。

宗
杲
は
答
え
た
、「
す
べ
て
の
も
の
は
平
等
で
あ
り
、
高
い
低
い
は
な
い
」
。
湛
堂
は
言
っ
た
、「
君
は
一
人
の
教
家
人
と
作
っ
て
し
ま
っ
た
」
。

そ
こ
で
堂
よ
り
退
席
さ
せ
た
。

　

③
ま
た
あ
る
日
、
湛
堂
は
、
十
王
を
化
粧
す
る
の
を
見
て
、
宗
杲
上
座
に
問
う
た
、
「
こ
の
官
人
、
姓
は
何
と
い
う
か
」
。
杲
は
い
っ
た
、

「
姓
は
梁
で
す
」
。
湛
堂
は
、
手
で
自
ら
頭
を
な
で
て
言
っ
た
、「
梁
を
姓
と
す
る
者
が
、
幞ず

き

ん頭
を
か
ぶ
っ
て
い
な
い
の
を
ど
う
し
た
も
の
か
」
。

宗
杲
は
言
っ
た
、
「
幞
頭
が
無
い
と
い
っ
て
も
、
鼻は

な孔
は
そ
っ
く
り
」
。
湛
堂
が
言
っ
た
、
「
い
い
か
げ
ん
な
禅
坊
主
」
。

　

④
湛
堂
が
あ
る
日
、
宗
杲
に
問
う
た
、
「
杲
上
座
よ
、
わ
た
し
の
こ
こ
の
禅
を
、
君
は
一
気
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
君
に
説
法
さ

せ
れ
ば
説
く
こ
と
も
で
き
る
し
、
君
に
参
禅
さ
せ
れ
ば
参
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
君
に
頌
古
や
拈
古
を
作
ら
せ
、
小
参
や
普
説
を
さ
せ
、
請

益
さ
せ
れ
ば
、
そ
れ
ら
も
ま
た
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
外
な
ら
ぬ
君
が
一
つ
の
事
だ
け
は
ま
だ
だ
と
い
う
こ
と
が
あ
る
、
さ
て
、
そ
れ
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三
一

を
知
っ
て
い
る
か
」
。
宗
杲
が
言
っ
た
、
「
何
事
が
ま
だ
だ
と
い
う
の
で
す
か
」
。
湛
堂
は
言
っ
た
、
「
君
は
た
だ
こ
の
一
解
の
み
を
欠
い
て
い

る
ぞ
。
繁か

。
も
し
君
が
こ
の
一
解
を
得
な
い
な
ら
ば
、
わ
た
し
が
方
丈
で
君
の
た
め
に
説
く
時
は
禅
が
あ
る
が
、
君
が
方
丈
を
出
た
と
た
ん

に
無
く
な
っ
て
し
ま
う
。
は
っ
き
り
と
思
量
す
る
時
は
禅
が
あ
る
が
、
睡
っ
て
し
ま
っ
た
と
た
ん
に
無
く
な
っ
て
し
ま
う
。
も
し
こ
の
よ
う

で
あ
る
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
生ま

よ

い死
を
相
手
に
し
て
立
ち
向
か
え
よ
う
」
。
宗
杲
は
言
っ
た
、
「
正
に
宗わ

た
く
し杲

の
疑
念
で
す
」
。

　

⑤
後
に
し
ば
ら
く
年
を
経
て
、
湛
堂
は
病
気
と
な
っ
た
。
宗
杲
が
問
う
た
、
「
和
尚
さ
ま
が
亡
く
な
ら
れ
た
後
に
、
宗
杲
は
誰
に
師
事
し

て
こ
の
大
事
に
け
り
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
か
」
。
湛
堂
は
い
い
つ
け
た
、
「
（
克
）
勤
と
い
う
四
川
省
出
身
の
も
の
が
い
る
、
わ

た
し
も
面
識
は
な
い
の
だ
が
、
君
が
も
し
他
に
会
っ
た
な
ら
ば
、
き
っ
と
こ
の
大
事
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
君
が
も
し
他
に
会

っ
て
し
ま
え
ば
、
更
に
他
の
所
に
遊
行
し
て
は
な
ら
ぬ
。
後
に
参
禅
了
畢
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
」
。

（
十
四
）　

こ
の
一
段
の
因
縁
を
撿
点
す
る
に
、
湛
堂
な
ほ
宗
杲
を
ゆ
る
さ
ず
、
た
び
た
び
開
発
を
擬
す
と
い
へ
ど
も
、
つ
ひ
に
欠
一
件
事
な
り
。

補
一
件
事
あ
ら
ず
、
脱
落
一
件
事
せ
ず
。
微
和
尚
そ
の
か
み
嗣
書
を
ゆ
る
さ
ず
、
「
な
ん
ぢ
い
ま
だ
し
き
こ
と
あ
り
」
と
勧
励
す
る
、
微
和

尚
の
観
機
あ
き
ら
か
な
る
こ
と
、
信
仰
す
べ
し
。
「
正
是
宗
杲
疑
処
」
を
究
参
せ
ず
、
脱
落
せ
ず
。
打
破
せ
ず
、
大
疑
せ
ず
、
被
疑
礙
な
し
。

そ
の
か
み
み
だ
り
に
嗣
書
を
請
ず
る
、
参
学
の
倉
卒
な
り
、
無
道
心
の
い
た
り
な
り
、
無
稽
古
の
は
な
は
だ
し
き
な
り
。
無
遠
慮
な
り
と
い

ふ
べ
し
、
道
機
な
ら
ず
と
い
ふ
べ
し
、
疎
学
の
い
た
り
な
り
。
貪
名
愛
利
に
よ
り
て
、
仏
祖
の
堂
奥
を
を
か
さ
ん
と
す
。
あ
は
れ
む
べ
し
、

仏
祖
の
語
句
を
し
ら
ざ
る
こ
と
を
。

［
訳
］　

こ
の
一
段
の
因
縁
を
点
検
す
る
と
、
湛
堂
は
ま
だ
宗
杲
を
許
し
て
は
い
な
い
、
た
び
た
び
さ
と
り
を
開
か
せ
よ
う
と
試
み
た
け
れ
ど

も
、
つ
い
に
一
つ
の
大
事
を
欠
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
つ
の
大
事
を
補
い
え
た
訳
で
も
な
く
、
一
つ
の
大
事
を
す
っ
か
り
脱
し
切
れ
な
か

っ
た
。
道
微
和
尚
は
昔
、
嗣
書
を
与
え
ず
、
「
君
は
ま
だ
だ
め
な
こ
と
が
あ
る
」
と
勧
め
は
げ
ま
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
道
微
和
尚
が
相

手
の
能
力
を
は
っ
き
り
と
観
て
い
る
こ
と
を
信
じ
仰
が
ね
ば
な
ら
な
い
。
「
正
に
宗
杲
の
疑
念
で
す
」
の
と
こ
ろ
を
究
め
て
は
い
な
い
し
、

脱
け
出
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
疑
念
を
打
ち
破
ら
ず
、
大
な
る
疑
念
と
し
な
い
し
、
疑
念
に
と
こ
と
ん
徹
底
す
る
こ
と
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

昔
、
み
だ
り
に
嗣
書
を
請
求
す
る
の
は
、
参
学
と
し
て
軽
率
で
あ
り
、
道
心
が
無
い
と
こ
ろ
か
ら
の
結
果
で
あ
り
、
古
を
考
え
る
こ
と
の
無

い
異
常
さ
な
の
で
あ
る
。
遠
く
へ
の
思
い
が
無
い
と
言
う
べ
き
で
あ
り
、
仏
道
の
器
で
な
い
と
言
う
べ
き
で
あ
り
、
学
び
に
綿
密
さ
が
な
い
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三
二

結
果
で
あ
る
。
名
利
を
貪
り
求
め
て
、
仏
祖
の
奥
裏
を
破
壊
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
仏
祖
の
語
句
を
知
ら
な
い
こ
と
を
哀
れ
む
が
よ
い
。

（
十
五
）
稽
古
は
こ
れ
自
証
と
会
せ
ず
、
万
代
を
渉
猟
す
る
は
自
悟
と
き
か
ず
、
学
せ
ざ
る
に
よ
り
て
、
か
く
の
ご
と
く
の
不
是
あ
り
、
か

く
の
ご
と
く
の
自
錯
あ
り
。
か
く
の
ご
と
く
な
る
に
よ
り
て
、
宗
杲
禅
師
の
門
下
に
、
一
箇
半
箇
の
真
巴
鼻
あ
ら
ず
、
お
ほ
く
こ
れ
仮
底
な
り
。

仏
法
を
会
せ
ず
、
仏
法
を
不
会
せ
ざ
る
は
か
く
の
ご
と
く
な
り
。
而
今
の
雲
水
、
か
な
ら
ず
審
細
の
参
学
す
べ
し
、
疎
慢
な
る
こ
と
な
か
れ
。

［
訳
］
古
を
考
え
る
こ
と
が
自
証
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
な
い
し
、
永
遠
の
時
間
に
わ
た
っ
て
書
物
に
目
を
通
す
こ
と
が
自
悟
で
あ
る
と
聞

く
こ
と
な
く
、
そ
の
こ
と
を
学
ば
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
だ
め
と
な
り
、
こ
の
よ
う
に
自
ら
の
誤
り
が
あ
る
こ
と
に
な
る
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
宗
杲
禅
師
の
門
下
に
、
一
人
半
人
の
真
実
の
自
己
を
と
ら
え
た
者
は
お
ら
ず
、
多
く
は
ニ
セ
者
な
の
で
あ

る
。
仏
法
を
理
解
し
て
い
な
い
。
ま
さ
し
く
仏
法
を
理
解
し
て
い
な
い
と
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
な
の
で
あ
る
。
而
今
の
雲
水
修
行
者
は
、
こ

の
こ
と
を
必
ず
詳
し
く
学
ば
ね
ば
な
ら
な
い
、
お
ろ
そ
か
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

（
十
六
）
宗
杲
因
湛
堂
之
嘱
、
而
湛
堂
順
寂
後
、
参
圜
悟
禅
師
於
京
師
之
天
寧
。
圜
悟
一
日
陞
堂
、
宗
杲
有
神
悟
、
以
悟
告
呈
圜
悟
。
悟
曰
、

「
未
也
、
子
雖
如
是
、
而
大
法
故
未
明
」
。
又
一
日
圜
悟
上
堂
、
挙
五
祖
演
和
尚
有
句
無
句
語
。
宗
杲
聞
而
言
下
得
大
安
楽
法
。
又
呈
解
圜
悟
。

圜
悟
笑
曰
、
「
吾
不
欺
汝
耶
」
。

〈
宗
杲
、
湛
堂
の
嘱
に
因
っ
て
、
湛
堂
順
寂
の
後
、
圜
悟
禅
師
に
京
師
の
天
寧
に
参
ず
。
圜
悟
一
日
陞
堂
す
る
に
、
宗
杲
、
神
悟
有
り
と
い
つ
て
、

悟
を
以
て
圜
悟
に
告
呈
す
。
悟
曰
く
「
未
だ
し
、
子

な
ん
じ

是
く
の
如
く
な
り
と
雖
も
、
大
法
故
ら
に
未
だ
明
ら
め
ず
」
。
又
一
日
、
圜
悟
上
堂

し
て
、
五
祖
演
和
尚
の
有
句
無
句
の
語
を
挙
す
。
宗
杲
聞
い
て
言
下
に
大
安
楽
の
法
を
得
た
り
と
い
ふ
。
又
、
解
を
圜
悟
に
呈
す
。
圜
悟

笑
っ
て
曰
く
、
「
吾
れ
汝
を
欺
か
ざ
ら
ん
や
」
。
〉

［
訳
］
宗
杲
は
、
湛
堂
の
い
い
つ
け
に
よ
っ
て
、
湛
堂
の
示
寂
の
後
に
、
東
京
の
天
寧
寺
で
圜
悟
禅
師
に
参
じ
た
。
圜
悟
が
あ
る
日
、
上
堂

説
法
し
た
時
に
、
宗
杲
は
、
す
ば
ら
し
い
悟
り
に
至
っ
て
、
そ
の
悟
り
を
圜
悟
に
申
し
上
げ
た
。
圜
悟
は
言
っ
た
、
「
ま
だ
だ
め
だ
。
君
は

こ
の
よ
う
だ
と
言
っ
て
も
、
偉
大
な
る
教
え
は
ま
だ
明
ら
め
て
は
い
な
い
」
。
ま
た
あ
る
日
、
圜
悟
が
上
堂
説
法
し
て
、
五
祖
法
演
和
尚
の
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有
句
無
句
の
語
を
取
り
上
げ
た
。
宗
杲
は
そ
れ
を
聞
い
て
一
言
の
下
に
偉
大
な
る
さ
と
り
の
境
界
を
得
た
。
そ
こ
で
更
に
見
解
を
圜
悟
に
差

し
出
し
た
。
圜
悟
は
笑
っ
て
言
っ
た
、
「
わ
た
し
は
君
を
欺
か
な
い
で
い
れ
よ
う
か
（
わ
た
し
は
君
に
本
当
に
言
う
と
で
も
思
っ
て
い
る
の

か
）
」
。

（
十
七
）
こ
れ
宗
杲
禅
師
、
の
ち
に
圜
悟
に
参
ず
る
因
縁
な
り
。
圜
悟
の
会
に
し
て
書
記
に
充
す
。
し
か
あ
れ
ど
も
、
前
後
い
ま
だ
あ
ら
た

な
る
得
処
み
え
ず
。
み
づ
か
ら
普
説
陞
堂
の
と
き
も
得
処
を
挙
せ
ず
。
し
る
べ
し
、
記
録
者
は
「
神
悟
」
せ
る
と
い
ひ
、
「
得
大
安
楽
法
」

と
記
せ
り
と
い
へ
ど
も
、
さ
せ
る
こ
と
な
き
な
り
。
お
も
く
お
も
ふ
こ
と
な
か
れ
、
た
ゞ
参
学
の
生
な
り
。

［
訳
］
こ
れ
が
宗
杲
禅
師
が
、
後
に
圜
悟
に
参
じ
た
因
縁
で
あ
る
。
圜
悟
の
道
場
で
書
記
と
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
前
後
に
い
ま

だ
新
し
い
さ
と
り
は
見
え
て
は
い
な
い
。
自
ら
普
説
陞
堂
す
る
と
き
も
自
身
の
さ
と
り
を
取
り
上
げ
て
は
い
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
知
ら
ね

ば
な
ら
な
い
、
「
塔
銘
」
を
記
録
し
た
者
は
「
す
ば
ら
し
い
さ
と
り
（
神
悟
）
」
を
得
た
と
い
い
、
「
偉
大
な
る
さ
と
り
の
境
界
を
得
た
（
得

大
安
楽
法
）
」
と
記
録
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
そ
う
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
な
い
の
で
あ
る
。
重
く
思
っ
て
は
な
ら
な
い
、
た
だ
禅
を
学
ん

だ
生
涯
な
の
で
あ
る
。

（
十
八
）
圜
悟
禅
師
は
古
仏
な
り
。
十
方
中
の
至
尊
な
り
。
黄
蘗
よ
り
の
ち
は
、
圜
悟
の
ご
と
く
な
る
尊
宿
い
ま
だ
あ
ら
ざ
る
な
り
。
他
界

に
も
ま
れ
な
る
べ
き
古
仏
な
り
。
し
か
あ
れ
ど
も
、
こ
れ
を
し
れ
る
人
天
ま
れ
な
り
、
あ
は
れ
む
べ
き
娑
婆
国
土
な
り
。
い
ま
圜
悟
古
仏
の

説
法
を
挙
し
て
、
宗
杲
上
座
を
撿
点
す
る
に
、
師
に
お
よ
べ
る
智
い
ま
だ
あ
ら
ず
、
師
に
ひ
と
し
き
智
い
ま
だ
あ
ら
ず
、
い
か
に
い
は
ん
や

師
よ
り
も
す
ぐ
れ
た
る
智
、
ゆ
め
に
も
い
ま
だ
み
ざ
る
が
ご
と
し
。

［
訳
］
圜
悟
禅
師
は
古
仏
で
あ
る
。
中
国
全
土
の
中
の
到
達
さ
れ
た
聖
人
で
あ
る
。
黄
蘗
希
運
か
ら
後
に
お
い
て
、
圜
悟
の
よ
う
な
尊
宿
は

い
ま
だ
出
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
人
間
界
の
外
で
も
め
っ
た
に
な
い
古
仏
な
の
で
あ
る
。
そ
う
で
は
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
を
知
っ
て
い

る
人
間
界
も
天
上
界
も
ま
れ
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
あ
わ
れ
に
思
わ
れ
る
人
間
世
界
で
あ
る
。
い
ま
圜
悟
古
仏
の
説
法
を
取
り
上
げ
て
、
宗
杲

上
座
を
点
検
す
る
と
、
宗
杲
は
師
に
及
ぶ
智
慧
を
い
ま
だ
も
た
ず
、
師
と
等
し
い
智
慧
を
い
ま
だ
も
た
ず
、
ま
し
て
い
わ
ん
や
師
よ
り
も
す
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三
四

ぐ
れ
た
智
慧
は
、
夢
に
も
い
ま
だ
見
な
い
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

（
十
九
）
し
か
あ
れ
ば
し
る
べ
し
、
宗
杲
禅
師
は
減
師
半
徳

）
51
（

の
才
に
お
よ
ば
ざ
る
な
り
。
た
ゞ
わ
づ
か
に
華
厳
・
楞
厳
等
の
文
句
を
諳
誦
し

て
伝
説
す
る
の
み
な
り
。
い
ま
だ
仏
祖
の
骨
髄
あ
ら
ず
。
宗
杲
お
も
は
く
は
、
大
小
の
隠
倫
、
わ
づ
か
に
依
草
附
木
の
精
霊
に
ひ
か
れ
て
保

任
せ
る
と
こ
ろ
の
見
解
、
こ
れ
を
仏
法
と
お
も
へ
り
。
こ
れ
を
仏
法
と
計
せ
る
を
も
て
、
は
か
り
し
り
ぬ
、
仏
祖
の
大
道
い
ま
だ
参
究
せ
ず

と
い
ふ
こ
と
を
。
圜
悟
よ
り
の
ち
、
さ
ら
に
他
遊
せ
ず
、
知
識
を
と
ぶ
ら
は
ず
。
み
だ
り
に
大
刹
の
主
と
し
て
雲
水
の
参
頭
な
り
。
の
こ
れ

る
語
句
、
い
ま
だ
大
法
の
ほ
と
り
に
お
よ
ば
ず
。
し
か
あ
る
を
、
し
ら
ざ
る
と
も
が
ら
お
も
は
く
は
、
宗
杲
禅
師
、
む
か
し
に
も
は
ぢ
ざ
る

と
お
も
ふ
。
み
し
れ
る
も
の
は
、
あ
き
ら
め
ざ
る
と
決
定
せ
り
。
つ
ひ
に
大
法
を
あ
き
ら
め
ず
、
い
た
づ
ら
に
口
吧は

は

ち

々
地
の
み
な
り
。

［
訳
］
こ
の
こ
と
か
ら
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
、
宗
杲
禅
師
は
師
の
半
徳
を
減
じ
て
し
ま
う
才
に
も
及
ば
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
わ
ず
か
に
『
華

厳
経
』
、
『
楞
厳
経
』
等
の
文
句
を
諳
誦
し
て
伝
え
説
く
だ
け
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
い
ま
だ
仏
祖
の
骨
髄
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
宗
杲
が

思
っ
て
い
る
も
の
は
、
大
小
の
隠
士
が
、
わ
ず
か
に
草
木
に
と
り
つ
い
て
い
る
霊
魂
に
引
き
付
け
ら
れ
て
保
持
す
る
と
こ
ろ
の
見
解
を
、
仏

法
と
思
い
込
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
仏
法
と
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
宗
杲
は
仏
祖
の
大
道
は
い
ま
だ
参
究
し
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
を
推
測
で
き
る
の
で
あ
る
。
圜
悟
に
参
じ
て
よ
り
後
は
、
更
に
他
の
道
場
に
遊
行
し
な
い
し
、
知
識
を
尋
ね
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
み
だ

り
に
大
寺
院
の
住
持
と
な
っ
て
、
雲
水
修
行
者
の
参
禅
の
筆
頭
で
あ
っ
た
。
残
さ
れ
た
語
句
は
、
い
ま
だ
偉
大
な
仏
法
の
周
辺
ま
で
及
ん
で

は
い
な
い
。
そ
れ
な
の
に
、
知
ら
な
い
者
が
思
う
に
は
、
宗
杲
禅
師
は
、
昔
に
も
恥
じ
な
い
す
ぐ
れ
た
禅
者
と
思
っ
て
い
る
。
ち
ゃ
ん
と
知

っ
て
い
る
者
は
、
明
ら
め
て
は
い
な
い
と
決
め
つ
け
て
い
る
。
つ
ま
り
、
偉
大
な
仏
法
を
明
ら
め
ず
に
、
無
益
に
ぺ
ち
ゃ
く
ち
ゃ
と
多
く
を

語
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

（
二
十
）
し
か
あ
れ
ば
し
り
ぬ
、
洞
山
の
微
和
尚
、
ま
こ
と
に
後
鑑
あ
き
ら
か
に
あ
や
ま
ら
ざ
り
け
り
と
い
ふ
こ
と
を
。
宗
杲
禅
師
に
参
学

せ
る
と
も
が
ら
は
、
そ
れ
す
ゑ
ま
で
も
微
和
尚
を
そ
ね
み
ね
た
む
こ
と
、
い
ま
に
た
え
ざ
る
な
り
。
微
和
尚
は
た
ゞ
ゆ
る
さ
ざ
る
の
み
な
り
。

準
和
尚
の
ゆ
る
さ
ざ
る
こ
と
は
、
微
和
尚
よ
り
も
は
な
は
だ
し
。
ま
み
ゆ
る
ご
と
に
は
勘
過
す
る
の
み
な
り
。
し
か
あ
れ
ど
も
、
準
和
尚
を

ね
た
ま
ず
。
而
今
お
よ
び
こ
し
か
た
の
ね
た
む
と
も
が
ら
、
い
く
ば
く
の
懡も

ら儸
な
り
と
か
せ
ん
。
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［
訳
］
そ
の
こ
と
か
ら
は
っ
き
り
し
て
い
る
、
洞
山
の
道
微
和
尚
は
、
誠
に
後
世
の
手
本
と
し
て
明
ら
か
に
誤
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
を
。
宗
杲
禅
師
に
参
学
し
た
者
は
、
末
代
ま
で
も
道
微
和
尚
を
嫉
妬
し
恨
ん
で
お
り
、
現
在
ま
で
絶
え
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
道
微

和
尚
は
単
に
宗
杲
を
認
め
な
か
っ
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
文
準
和
尚
が
認
め
な
か
っ
た
こ
と
は
、
道
微
和
尚
に
比
べ
る
と
も
っ
と
は
げ
し

い
の
で
あ
る
。
二
人
が
出
会
う
ご
と
に
、
誤
り
を
と
り
調
べ
た
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
文
準
和
尚
を
嫉
妬
す
る
こ
と
は
な
い
。
現
在
と

昔
の
嫉
妬
す
る
者
は
、
ど
れ
ほ
ど
の
恥
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
二
十
一
）
お
ほ
よ
そ
大
宋
国
に
仏
祖
の
児
孫
と
自
称
す
る
お
ほ
か
れ
ど
も
、
ま
こ
と
を
学
せ
る
す
く
な
き
ゆ
ゑ
に
、
ま
こ
と
を
を
し
ふ
る

す
く
な
し
。
そ
の
む
ね
、
こ
の
因
縁
に
て
も
は
か
り
し
り
ぬ
べ
し
。
紹
興
の
こ
ろ
、
な
ほ
か
く
の
ご
と
し
。
い
ま
は
そ
の
こ
ろ
よ
り
も
お
と

れ
り
、
た
と
ふ
る
に
も
お
よ
ば
ず
。
い
ま
は
仏
祖
の
大
道
な
に
と
あ
る
べ
し
と
だ
に
も
し
ら
ざ
る
と
も
が
ら
、
雲
水
の
主
人
と
な
れ
り
。

［
訳
］
お
よ
そ
大
宋
国
に
仏
祖
の
児
孫
と
自
ら
称
す
る
者
は
多
い
け
れ
ど
も
、
真
実
を
学
ぶ
者
は
少
な
い
か
ら
、
真
実
を
教
え
る
者
も
少
な

い
こ
と
に
な
る
。
そ
の
こ
と
は
、
こ
の
宗
杲
の
因
縁
で
も
推
測
で
き
る
。
紹
興
の
間
で
も
、
こ
の
よ
う
な
の
で
あ
る
。
今
は
そ
の
こ
ろ
よ
り

も
劣
っ
て
い
る
し
、
そ
れ
を
た
と
え
る
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
今
は
仏
祖
の
大
道
は
ど
の
よ
う
で
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
さ
え
も
知

ら
な
い
者
が
、
雲
水
修
行
者
の
指
導
者
と
な
っ
て
い
る
。

（
二
十
二
）
し
る
べ
し
、
仏
々
祖
々
、
西
天
東
土
、
嗣
書
正
伝
は
、
青
原
山
下
こ
れ
正
伝
な
り
。
青
原
山
下
よ
り
の
ち
、
洞
山
お
の
づ
か
ら

正
伝
せ
り
。
自
余
の
十
方
、
か
つ
て
し
ら
ざ
る
と
こ
ろ
な
り
。
し
る
も
の
は
み
な
こ
れ
洞
山
の
児
孫
な
り
、
雲
水
に
声
名
を
ほ
ど
こ
す
。
宗

杲
禅
師
な
ほ
生
前
に
自
証
自
悟
の
言
句
を
し
ら
ず
、
い
は
ん
や
自
余
の
公
案
を
参
徹
せ
ん
や
。
い
は
ん
や
宗
杲
禅
老
よ
り
も
晩
進
、
た
れ
か

自
証
の
言
を
し
ら
ん
。

［
訳
］
こ
の
こ
と
か
ら
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
、
仏
仏
祖
祖
、
イ
ン
ド
や
中
国
の
祖
師
が
、
嗣
書
を
正
し
く
伝
え
ら
れ
た
の
は
、
青
原
行
思
の

系
統
が
正
伝
で
あ
る
こ
と
を
。
青
原
行
思
の
系
統
の
後
で
は
、
洞
山
良
价
に
自
然
と
正
し
く
伝
わ
っ
て
い
る
。
他
の
中
国
全
土
の
人
々
は
、

一
度
た
り
と
も
知
ら
な
い
と
こ
ろ
な
の
で
あ
る
。
知
っ
て
い
る
者
は
す
べ
て
洞
山
の
児
孫
な
の
で
あ
り
、
雲
水
修
行
者
の
中
に
そ
の
声
名
が
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伝
わ
っ
て
い
る
。
宗
杲
禅
師
は
い
ま
だ
生
前
に
自
証
自
悟
の
言
句
を
知
ら
な
い
し
、
ま
し
て
い
わ
ん
や
他
の
公
案
を
徹
し
切
っ
た
で
あ
ろ
う

か
。
ま
し
て
い
わ
ん
や
宗
杲
禅
老
よ
り
も
後
輩
の
者
が
、
誰
が
自
証
の
言
葉
を
知
ろ
う
か
。

（
二
十
三
）
し
か
あ
れ
ば
す
な
は
ち
、
仏
祖
道
の
道
自
道
他
、
か
な
ら
ず
仏
祖
の
身
心
あ
り
、
仏
祖
の
眼
睛
あ
り
。
仏
祖
の
骨
髄
な
る
が
ゆ

ゑ
に
、
庸
者
の
得
皮
に
あ
ら
ず
。

　

正
法
眼
蔵
第
六
十
九

爾
時
寛
元
二
年
甲
辰
二
月
二
十
九
日
、
在
越
宇
吉
峰
精
舎
示
衆

同
四
月
十
二
日
、
越
州
在
吉
峰
下
侍
者
寮
書
写
之　

懐
弉

［
訳
］
そ
の
こ
と
か
ら
、
仏
祖
の
言
葉
の
自
と
言
い
他
と
言
う
の
は
、
必
ず
仏
祖
の
身
心
が
あ
り
、
仏
祖
の
眼
睛
が
あ
る
の
で
あ
る
。
仏
祖

の
骨
髄
で
あ
る
が
故
に
、
お
ろ
か
者
が
皮
を
得
た
こ
と
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

正
法
眼
蔵
第
六
十
九

　

爾
時
寛
元
二
年
甲
辰
（
一
二
四
四
）
二
月
二
十
九
日
に
越
州
吉
峰
精
舎
に
て
示
衆
す
。

　

同
四
月
十
二
日
に
越
州
の
吉
峰
下
の
侍
者
寮
で
こ
れ
を
書
写
す
。　

懐
弉
。

四　

お　

わ　

り　

に

　

『
説
心
説
性
』
と
『
自
証
三
昧
』
の
巻
を
取
り
上
げ
、
道
元
の
大
慧
宗
杲
批
判
に
問
題
を
絞
っ
て
検
討
す
る
為
に
両
巻
の
試
訳
を
も
終

え
た
。
こ
の
問
題
を
ま
と
め
る
に
当
た
っ
て
、
極
め
て
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
箇
所
に
十
二
巻
本
『
正
法
眼
蔵
』
に
含
ま
れ
る
『
深
信
因

果
』
の
巻
が
あ
る
。
『
深
信
因
果
』
に
つ
い
て
は
、
既
に
「
『
深
信
因
果
』
『
三
時
業
』
考
」
（
『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』
第
五
八
号
、

二
〇
〇
〇
年
三
月
）
の
論
文
で
公
表
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
中
に
次
の
百
丈
野
狐
の
話
の
大
慧
宗
杲
の
頌
と
そ
の
説
に
対
す
る
道
元
の

一
文
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

杭
州
径
山
大
慧
禅
師
宗
杲
和
尚
、
頌
に
云
、
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三
七

　
　

不
落
不
昧
、
石
頭
土
塊
。

　
　

陌
路
相
逢
、
銀
山
粉
砕
。

　
　

拍
手
呵
呵
笑
一
場
、
明
州
有
箇
憨
布
袋
。

　
　

〈
不
落
不
昧
、
石
頭
土
塊
。

　
　

陌
路
に
相
い
逢
う
て
、
銀
山
粉
砕
す
。

　
　

拍
手
し
て
呵
呵
と
し
て
笑
い
一
場
、
明
州
に
箇
の
憨か

ん

布ほ

て

い袋
有
り
。
〉

　

こ
れ
ら
を
い
ま
の
宋
朝
の
と
も
が
ら
、
作
家
の
祖
師
と
お
も
へ
り
。
し
か
あ
れ
ど
も
、
宗
杲
が
見
解
、
い
ま
だ
仏
法
の
施
権
の
む
ね

に
お
よ
ば
ず
、
や
や
も
す
れ
ば
自
然
見
解
の
お
も
む
き
あ
り
。

　

お
ほ
よ
そ
こ
の
因
縁
に
、
頌
古
・
拈
古
の
と
も
が
ら
、
三
十
余
人
あ
り
。
一
人
と
し
て
も
、
不
落
因
果
是
れ
撥
無
因
果
な
り
と
疑
ふ

も
の
な
し
。
あ
は
れ
む
べ
し
。
こ
の
と
も
が
ら
、
因
果
を
あ
き
ら
め
ず
、
い
た
づ
ら
に
紛
紜
の
な
か
に
一
生
を
む
な
し
く
せ
り
。
仏
法

参
学
に
は
、
第
一
因
果
を
あ
き
ら
む
る
な
り
。
因
果
を
撥
無
す
る
が
ご
と
き
は
、
お
そ
ら
く
猛
利
の
邪
見
を
お
こ
し
て
、
断
善
根
と
な

ら
ん
こ
と
を
。

［
訳
］
杭
州
径
山
大
慧
禅
師
宗
杲
和
尚
は
、
頌
で
云
っ
て
い
る
。

　
　

「
不
落
」
と
い
う
も
「
不
昧
」
と
い
う
も
、
所
詮
は
石い

し頭
と
土つ

ち
く
れ塊

の
よ
う
な
も
の
。

　
　

こ
れ
に
あ
ぜ
道
で
ひ
ょ
っ
と
出
く
わ
す
と
、
銀
山
は
粉
々
に
粉
砕
す
る
。

　
　

手
拍
子
打
っ
て
ワ
ッ
ハ
ッ
ハ
！
と
大
笑
い
の
一
幕
、
明
州
に
は
ま
ぬ
け
な
布
袋
さ
ん
が
ち
ゃ
ん
と
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
見
解
を
い
ま
の
宋
朝
の
人
々
は
、
禅
の
大
家
の
祖
師
と
思
い
込
ん
で
い
る
。
だ
が
、
宗
杲
の
見
解
は
、
ま
だ
仏
法
の
施
設

の
仮
の
教
え
の
趣
旨
に
及
ん
で
い
な
い
し
、
と
も
す
れ
ば
自
然
外
道
の
見
解
の
傾
向
に
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
、
こ
の
因
縁
に
、
頌
古
・
拈
古
す
る
人
々
は
、
三
十
余
人
い
る
。
だ
が
、
一
人
と
し
て
、
不
落
因
果
は
因
果
を
無
視
す
る

も
の
と
疑
問
に
す
る
者
が
い
な
い
。
悲
し
い
こ
と
よ
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
、
因
果
を
明
ら
か
に
せ
ず
、
空
し
く
ご
た
ご
た
の
中
で
一
生

を
無
駄
に
過
ご
す
の
で
あ
る
。
仏
法
を
参
学
す
る
に
は
、
絶
対
に
因
果
を
明
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
因
果
を
無
視
す
る
よ
う
で
は
、

お
そ
ら
く
猛
々
し
い
の
邪
見
を
起
こ
し
て
、
善
根
を
断
つ
者
と
成
る
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
『
深
信
因
果
』
の
一
文
に
接
す
る
と
、
『
自
証
三
昧
』
で
大
慧
宗
杲
を
具
体
的
に
取
り
上
げ
る
前
に
、
第
十
一
段
で
次
の
よ
う
に
言
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っ
て
い
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
あ
る
に
、
自
証
自
悟
等
の
道
を
き
ゝ
て
、
麁
人
お
も
は
く
は
、
「
師
に
伝
受
す
べ
か
ら
ず
、
自
学
す
べ
し
」
。
こ
れ
は
お
ほ
き
な

る
あ
や
ま
り
な
り
。
自
解
の
思
量
分
別
を
邪
計
し
て
師
承
な
き
は
、
西
天
の
天
然
外
道
な
り
、
こ
れ
を
わ
き
ま
へ
ざ
ら
ん
と
も
が
ら
、

い
か
で
か
仏
道
人
な
ら
ん
。
い
は
ん
や
自
証
の
言
を
き
ゝ
て
、
積
聚
の
五
陰
な
ら
ん
と
計
せ
ば
、
小
乗
の
自
調
に
同
ぜ
ん
。
大
乗
小
乗

を
わ
き
ま
へ
ざ
る
と
も
が
ら
、
お
ほ
く
仏
祖
の
児
孫
と
自
称
す
る
お
ほ
し
。
し
か
あ
れ
ど
も
、
明
眼
人
た
れ
か
瞞
ぜ
ら
れ
ん
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
先
に
大
慧
宗
杲
の
頌
を
「
い
ま
だ
仏
法
の
施
権
の
む
ね
に
お
よ
ば
ず
、
や
や
も
す
れ
ば
自
然
見
解
の
お
も
む

き
あ
り
」
と
批
判
し
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
当
時
の
頌
古
・
拈
古
を
一
切
認
め
て
い
な
い
点
も
注
目
し
て
よ
い
。
更
に
既

に
発
表
し
て
い
る
『
仏
教

）
52
（

』
の
次
の
文
と
も
深
く
関
連
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
『
仏
教
』
の
道
元
の
批
判
は
、
今
指
摘
し
よ
う
と
す
る
こ
と

と
関
係
す
る
と
も
い
え
よ
う
が
、
取
り
あ
え
ず
密
接
な
『
仏
教
』
の
一
文
の
み
は
示
し
て
お
こ
う
。

　

あ
る
漢
い
は
く
、
釈
迦
老
漢
、
か
つ
て
一
代
の
教
典
を
宣
説
す
る
ほ
か
に
、
さ
ら
に
上
乗
一
心
の
法
を
摩
訶
迦
葉
に
正
伝
す
、
嫡
々

相
承
し
き
た
れ
り
。
し
か
あ
れ
ば
、
教
は
赴
機
の
戯
論
な
り
、
心
は
理
性
の
真
実
な
り
。
こ
の
正
伝
せ
る
一
心
を
、
教
外
別
伝
と
い
ふ
。

三
乗
十
二
分
教
の
所
談
に
ひ
と
し
か
る
べ
き
に
あ
ら
ず
。
一
心
上
乗
な
る
ゆ
ゑ
に
、
直
指
人
心
、
見
性
成
仏
な
り
と
い
ふ
。

　

こ
の
道
取
、
い
ま
だ
仏
法
の
家
業
に
あ
ら
ず
。
出
身
の
活
路
な
し
、
通
身
の
威
儀
あ
ら
ず
。
か
く
の
ご
と
く
の
漢
、
た
と
ひ
数
百
千

年
の
さ
き
に
先
達
と
称
ず
と
も
、
恁
麼
の
説
話
あ
ら
ば
、
仏
法
・
仏
道
は
あ
き
ら
め
ず
、
通
ぜ
ざ
り
け
る
と
し
る
べ
し
。
ゆ
ゑ
は
い
か

ん
。
仏
を
し
ら
ず
、
教
を
し
ら
ず
、
心
を
し
ら
ず
、
内
を
し
ら
ず
、
外
を
し
ら
ざ
る
が
ゆ
ゑ
に
。
そ
の
し
ら
ざ
る
道
理
は
、
か
つ
て
仏

法
を
き
か
ざ
る
に
よ
り
て
な
り
。
い
ま
諸
仏
と
い
ふ
本
末
、
い
か
な
る
と
し
ら
ず
。
去
来
の
辺
際
す
べ
て
学
せ
ざ
る
は
、
仏
弟
子
と
称

ず
る
に
た
ら
ず
。
た
ゞ
一
心
を
正
伝
し
て
、
仏
教
を
正
伝
せ
ず
と
い
ふ
は
、
仏
法
を
し
ら
ざ
る
な
り
。
仏
教
の
一
心
を
し
ら
ず
、
一
心

の
仏
教
を
き
か
ず
。
一
心
の
ほ
か
に
仏
教
あ
り
と
い
ふ
、
な
ん
ぢ
が
一
心
、
い
ま
だ
一
心
な
ら
ず
。
仏
教
の
ほ
か
に
一
心
あ
り
と
い
ふ
、

な
ん
ぢ
が
仏
教
い
ま
だ
仏
教
な
ら
ざ
ら
ん
。
た
と
ひ
教
外
別
伝
の
謬
説
を
相
伝
す
と
い
ふ
と
も
、な
ん
ぢ
い
ま
だ
内
外
を
し
ら
ざ
れ
ば
、

言
理
の
符
合
あ
ら
ざ
る
な
り
。

［
訳
］
あ
る
者
が
言
っ
て
い
る
。
釈
尊
は
、
か
つ
て
一
生
涯
の
教
典
を
説
法
す
る
ほ
か
に
、
さ
ら
に
そ
の
上
に
す
ぐ
れ
た
一
心
の
法
を

摩
訶
迦
葉
に
正
伝
し
て
、
後
継
ぎ
か
ら
後
継
ぎ
に
相
承
し
て
き
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
教
え
は
相
手
の
能
力
に
応
じ
て
の
利
益
の
無
い

論
で
あ
り
、
心
こ
そ
が
不
変
の
真
理
で
あ
る
。
こ
の
正
し
く
伝
わ
っ
た
一
心
を
、
教
外
別
伝
（
教
の
外
に
別
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
）
と
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三
九

い
う
。
教
典
で
説
く
三
乗
十
二
分
教
の
説
と
同
じ
は
ず
が
な
い
。
一
心
こ
そ
上
乗
で
あ
る
か
ら
、
直
指
人
心
、
見
性
成
仏
（
ズ
バ
リ
人

心
を
指
し
示
し
、
本
性
を
徹
見
し
て
成
仏
す
る
）
と
い
う
。

　

こ
の
言
い
方
は
、
い
ま
だ
仏
法
の
正
し
い
す
が
た
で
は
な
い
。
さ
と
り
の
活
々
と
し
た
は
た
ら
き
で
は
な
い
し
、
全
身
に
み
な
ぎ
る

振
る
舞
い
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
者
は
、
た
と
い
数
百
千
年
の
前
の
先
達
と
称
し
た
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
説
が
あ
る
な
ら
ば
、

仏
法
・
仏
道
は
明
ら
め
て
は
い
な
い
し
、
通
じ
て
も
い
な
い
と
知
る
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
か
。
彼
ら
は
、
仏
を
知
ら
ず
、
教
え
を
知
ら

ず
、
心
を
知
ら
ず
、
内
を
知
ら
ず
、
外
を
知
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
知
ら
な
い
わ
け
は
、
か
つ
て
仏
法
を
聞
か
な
い
こ
と
に
よ
る

の
で
あ
る
。
今
も
ろ
も
ろ
の
仏
た
ち
と
い
う
本
と
末
と
は
、
い
か
な
る
も
の
か
を
知
ら
ず
。
あ
り
の
ま
ま
に
去
り
、
あ
り
の
ま
ま
に
来

た
る
あ
り
よ
う
を
全
く
学
ば
な
い
の
は
、
仏
弟
子
と
称
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
一
心
の
み
を
正
し
く
伝
え
て
、
仏
教
を
正
し
く

伝
え
な
い
と
い
う
の
は
、
仏
法
を
知
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
仏
教
の
一
心
を
知
ら
ず
、
一
心
の
仏
教
を
聞
か
な
い
の
で
あ
る
。
一
心
の

ほ
か
に
仏
教
が
あ
る
と
い
う
が
、
お
前
の
一
心
は
、
ま
だ
一
心
で
は
な
い
。
仏
教
の
ほ
か
に
一
心
が
あ
る
と
い
う
が
、
お
前
の
仏
教
は

ま
だ
仏
教
で
な
い
だ
ろ
う
。
た
と
い
教
外
別
伝
の
誤
っ
た
説
を
相
伝
し
た
と
い
っ
て
も
、
お
前
が
い
ま
だ
内
外
を
知
ら
な
い
の
で
あ
れ

ば
、
言
葉
と
道
理
が
符
合
し
な
い
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
二
祖
慧
可
の
説
心
説
性
の
語
が
『
大
慧
語
録
』
巻
二
七
か
ら
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
そ
れ
は
い
わ
ゆ
る
『
大

慧
書
』
の
「
答
劉
宝
学
」
の
箇
所
で
あ
る
。
そ
の
前
後
を
荒
木
見
悟
博
士
の
現
代
語
訳
を
参
考
に
付
し
て
み
て
み
よ
う
。

　

昔
達
磨
謂
二
祖
曰
、
「
汝
但
外
息
諸
縁
、
内
心
無
喘
、
心
如
牆
壁
、
可
以
入
道
」
。
二
祖
種
種
説
心
説
性
、
倶
不
契
。
一
日
忽
然
省
得

達
磨
所
示
要
門
。
遽
白
達
磨
曰
、「
弟
子
此
回
始
息
諸
縁
也
」
。
達
磨
知
其
已
悟
、
更
不
窮
詰
。
只
曰
、「
莫
成
断
滅
去
否
」
。
曰
、「
無
」
。

達
磨
曰
、「
子
作
麼
生
」
。
曰
、「
了
了
常
知
、
故
言
之
不
可
及
」
。
達
磨
曰
、「
此
乃
従
上
諸
仏
諸
祖
所
伝
心
体
、
汝
今
既
得
、
更
勿
疑
也
」
。

彦
沖
云
、
「
夜
夢
昼
思
十
年
之
間
、
未
能
全
克
。
或
端
坐
静
黙
、
一
空
其
心
、
使
慮
無
所
縁
、
事
無
所
託
、
頗
覚
軽
安
」
。
読
至
此
不
覚

失
笑
。
何
故
。
既
慮
無
所
縁
、
豈
非
達
磨
所
謂
内
心
無
喘
乎
。
事
無
所
託
、
豈
非
達
磨
所
謂
外
息
諸
縁
乎
。
二
祖
初
不
識
達
磨
所
示
方
便
、

将
謂
外
息
諸
縁
、
内
心
無
喘
、
可
以
説
心
説
性
、
説
道
説
理
、
引
文
字
証
拠
、
欲
求
印
可
。
所
以
達
磨
一
一
列
下
。
無
処
用
心
、
方
始

退
歩
、
思
量
心
如
牆
壁
之
語
、
非
達
磨
実
法
、
忽
然
於
牆
壁
上
、
頓
息
諸
縁
。
即
時
見
月
忘
指
。
便
道
、「
了
了
常
知
、
故
言
之
不
可
及
」
。

此
語
亦
是
臨
時
被
達
磨
拶
出
底
消
息
、
亦
非
二
祖
実
法
也
。

　

昔
、
達
磨
は
二
祖
に
、
「
お
前
は
た
だ
外
に
は
諸
縁
と
の
交
わ
り
を
と
ど
め
、
内
心
は
い
き
ぎ
れ
し
な
い
で
、
心
が
壁
の
よ
う
に
安
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四
〇

定
す
れ
ば
、
道
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
言
い
ま
し
た
。
二
祖
は
あ
れ
こ
れ
と
心
と
説
き
性
と
説
い
た
が
、
い
ず
れ
も
（
達
磨
の
意
に
）

契
い
ま
せ
ん
。
あ
る
日
は
っ
と
達
磨
が
示
す
肝
要
の
法
門
を
さ
と
っ
て
、
だ
し
ぬ
け
に
達
磨
に
打
明
け
て
、
「
わ
た
く
し
は
こ
の
た
び

や
っ
と
諸
縁
へ
の
執
著
が
な
く
な
り
ま
し
た
」
と
言
い
ま
し
た
。
達
磨
は
、
彼
が
も
は
や
悟
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
、
そ
れ
以
上
問
い
つ

め
な
い
で
、
た
だ
、
「
断
滅
と
な
る
こ
と
は
な
い
か
な
」
と
言
い
ま
し
た
。
二
祖
は
、
「
あ
り
ま
せ
ん
」
と
こ
た
え
ま
し
た
。
達
磨
「
お

前
（
の
心
境
）
は
ど
う
か
ね
。
」
二
祖
、
「
あ
き
ら
か
に
本
分
と
し
て
自
覚
し
て
い
ま
す
か
ら
、
言
葉
で
表
現
す
る
わ
け
に
も
ま
い
り
ま

せ
ん
。
」
達
磨
「
こ
れ
こ
そ
は
従
来
の
諸
仏
諸
祖
が
伝
え
た
心
の
本
体
で
あ
る
。
お
前
は
今
や
（
そ
れ
を
）
体
得
し
た
。
こ
の
上
た
め

ら
っ
て
は
な
ら
な
い
」
。
彦
沖
（
の
手
紙
に
）
は
、「
こ
こ
十
年
の
間
、
夜
は
夢
を
み
昼
は
思
い
に
ふ
け
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
十
分
に
は
（
識

浪
に
）
か
つ
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
時
に
端
坐
静
黙
し
て
ひ
た
す
ら
心
を
空
に
し
、
思
慮
は
分
別
せ
ず
、
事
物
は
と
ら
わ
れ
な
い
よ
う

に
し
て
、
ま
あ
ま
あ
気
分
が
の
び
や
か
に
お
ち
つ
く
の
を
感
じ
ま
す
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
ま
で
読
ん
で
、
思
わ
ず
ふ
き
出
し
ま

し
た
。
そ
の
わ
け
は
、
思
慮
が
分
別
し
な
い
か
ら
に
は
、
達
磨
の
い
う
「
内
心
が
い
き
ぎ
れ
し
な
い
」
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
事

物
に
と
ら
わ
れ
な
い
か
ら
に
は
、
達
磨
の
い
う
「
外
は
諸
縁
と
の
交
わ
り
を
と
ど
め
る
」
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
二
祖
も
初
め
は

達
磨
の
指
示
す
る
方
便
が
わ
か
ら
ず
、
外
は
諸
縁
と
の
交
わ
り
を
と
ど
め
、
内
心
が
い
き
ぎ
れ
し
な
け
れ
ば
、
心
を
説
き
性
を
説
き
道

を
説
き
理
を
説
く
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
、
文
献
上
の
証
拠
を
引
用
し
て
（
師
の
）
印
可
を
求
め
よ
う
と
し
ま
し
た
。
だ
か
ら
達
磨
は

次
々
に
却
下
し
ま
し
た
。
（
二
祖
は
）
心
の
も
っ
て
行
き
場
が
な
く
な
っ
て
、
や
っ
と
後
ず
さ
り
し
て
、
「
心
は
壁
の
よ
う
だ
」
と
い
う

言
葉
は
、
達
磨
の
真
実
法
門
で
は
な
い
と
思
量
し
て
、
は
っ
と
「
壁
」
（
と
い
う
言
葉
）
に
つ
い
て
、
即
座
に
諸
縁
と
の
交
わ
り
を
と

ど
め
ま
し
た
。
そ
の
時
（
真
如
の
）
月
を
見
て
指
を
忘
れ
、
「
あ
き
ら
か
に
本
分
と
し
て
自
覚
し
て
い
ま
す
か
ら
、
言
葉
で
表
現
す
る

わ
け
に
も
ま
い
り
ま
せ
ん
」
と
言
い
ま
し
た
。
（
で
す
が
）
こ
の
言
葉
だ
っ
て
、
そ
の
場
に
望
ん
で
達
磨
か
ら
触
発
さ
れ
た
表
現
で
し
て
、

や
は
り
二
祖
の
真
実
法
門
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
（
筑
摩
書
房
本
八
五
～
八
七
頁
）

　

二
祖
の
説
心
説
性
の
引
用
は
こ
の
よ
う
に
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
大
慧
の
出
典
に
関
し
て
『
説
心
説
性
』
で
問
題
と
な
る
の
は
、
次

の
第
四
段
の
大
慧
の
語
で
あ
る
。

　

後
来
、
径
山
大
慧
禅
師
宗
杲
と
い
ふ
あ
り
て
い
は
く
、「
い
ま
の
と
も
が
ら
、
説
心
説
性
を
こ
の
み
、
談
玄
談
妙
を
こ
の
む
に
よ
り
て
、

得
道
お
そ
し
。
但
ま
さ
に
心
性
ふ
た
つ
な
が
ら
な
げ
す
て
き
た
り
、
玄
妙
と
も
に
忘
じ
き
た
り
て
、
二
相
不
生
の
と
き
、
証
契
す
る
な
り
」
。

　

大
慧
の
著
述
の
中
に
そ
の
文
と
全
く
同
じ
も
の
は
見
出
せ
な
い
。
最
も
近
い
も
の
に
法
語
が
あ
り
、
『
大
慧
語
録
』
巻
二
四
に
次
の
よ
う
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四
一

に
あ
る
。
既
に
現
代
語
訳
は
『
禅
語
録
』
（
中
央
公
論
、
一
九
九
二
年
一
一
月
）
二
四
二
頁
で
公
表
し
て
い
る
が
、
訓
読
文
を
添
え
て
紹
介

し
よ
う
。

　
　
　

示
妙
総
禅
人

　

古
聖
云
、「
道
不
仮
修
、
但
莫
汚
染
」
。
山
僧
道
、
説
心
説
性
是
汚
染
、
説
玄
説
妙
是
汚
染
、
坐
禅
習
定
是
汚
染
、
著
意
思
惟
是
汚
染
、

只
今
恁
麼
形
紙
筆
、
是
特
地
汚
染
。
降
此
之
外
、
畢
竟
如
何
是
著
実
得
力
処
。
金
剛
宝
剣
当
頭
截
、
莫
管
人
間
是
与
非
。
総
禅
但
恁
麼

参
。
（
大
正
巻
四
七
―
九
一
六
ａ
ｂ
）

［
訓
読
］
「
妙
総
禅
人
に
示
す
」　

　

古
聖
云
う
、
「
道
は
修
を
仮
ら
ず
、
但
だ
汚
染
す
る
こ
と
莫
れ
」
。
山
僧
道
う
、
心
と
説
き
性
と
説
く
は
是
れ
汚
染
、
玄
と
説
き
妙
と

説
く
は
是
れ
汚
染
、
坐
禅
習
定
は
是
れ
汚
染
、
著
意
思
惟
は
是
れ
汚
染
な
り
。
只
だ
今
、
恁
麼
に
紙
筆
に
形
る
と
も
是
れ
特
地
に
汚
染

な
り
。
こ
れ
を
降
す
の
外
、
畢
竟
し
て
如
何
が
是
れ
著
実
得
力
の
処
。
金
剛
宝
剣
、
当
頭
に
截
り
、
人
間
の
是
と
非
と
を
管
す
る
こ
と

莫
れ
。
総
禅
よ
、
但
だ
恁
麼
に
参
ぜ
よ
。

　

更
に
「
二
相
不
生
」
の
語
は
、
岩
波
文
庫
本
の
脚
注
に
も
示
す
よ
う
に
、
『
首
楞
厳
経
』
巻
六
の
「
初
於
聞
中
、
入
流
亡
所
。
所
入
既
寂
、

動
静
二
相
、
了
然
不
生
」（
大
正
巻
一
九
―
一
二
八
ｂ
）で
あ
り
、
大
慧
が
よ
く
引
用
す
る
語
で
あ
る
が
、や
や
長
文
な
が
ら
同
じ
く
『
大
慧
語
録
』

巻
二
四
の
法
語
を
訓
読
を
付
し
、
四
段
に
分
け
て
参
考
に
紹
介
し
よ
う
。
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（
１
）
為
学
為
道
一
也
。
為
学
則
学
未
至
聖
人
、
而
期
於
必
至
。
為
道
則
求
其
放
心
於
物
我
。
物
我
一
如
、
則
道
学
双
備
矣
。
士
大
夫

博
極
群
書
、
非
独
治
身
求
富
貴
取
快
楽
。
道
学
兼
具
、
拡
而
充
之
。
然
後
推
己
之
余
、
可
以
及
物
。

（
２
）
近
世
学
者
、
多
棄
本
逐
末
、
背
正
投
邪
。
只
以
為
学
為
道
為
名
専
以
取
富
貴
張
大
門
戸
、
為
決
定
義
。
故
心
術
不
正
、
為
物
所
転
。

俗
諺
所
謂
只
見
錐
頭
利
、
不
見
鑿
頭
方
。
殊
不
知
、
在
儒
教
則
以
正
心
術
為
先
。
心
術
既
正
、
則
造
次
顛
沛
無
不
与
此
道
相
契
。
前
所

云
為
学
為
道
一
之
義
也
。
在
吾
教
、
則
曰
若
能
転
物
即
同
如
来
。
在
老
氏
、
則
曰
慈
、
曰
倹
、
曰
不
敢
為
天
下
先
。
能
如
是
学
、
不
須

求
与
此
道
合
。
自
然
黙
黙
与
之
相
投
矣
。

（
３
）
仏
説
一
切
法
、為
度
一
切
心
。
我
無
一
切
心
、
何
用
一
切
法
。
当
知
読
経
看
教
、
博
極
群
書
、
以
見
月
亡
指
、
得
魚
亡
筌
、為
第
一
義
、

則
不
為
文
字
語
言
所
転
、
而
能
転
得
語
言
文
字
矣
。
不
見
、
昔
有
僧
問
帰
宗
和
尚
、
「
初
心
如
何
得
箇
入
処
」
。
宗
以
火
著
敲
鼎
蓋
三
下
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四
二

云
、
「
還
聞
否
」
。
僧
云
、
「
聞
」
。
宗
云
、
「
我
何
不
聞
」
。
宗
又
敲
三
下
問
、
「
還
聞
否
」
。
僧
云
、
「
不
聞
」
。
宗
云
、
「
我
何
以
聞
」
。
僧

無
語
。
宗
云
、
「
観
音
妙
智
力
、
能
救
世
間
苦
」
。

（
４
）
潤
道
友
夙
植
徳
本
、
信
得
此
段
大
事
因
縁
及
、
念
念
無
間
断
。
但
於
一
切
文
字
語
言
上
、
未
能
見
月
亡
指
、
得
魚
亡
筌
爾
。
苟

於
帰
宗
示
誨
処
領
略
、
方
知
観
音
悟
円
通
、
与
帰
宗
聞
与
不
聞
之
義
、
無
二
無
別
。
何
以
知
其
然
也
。
初
於
聞
中
、
入
流
亡
所
。
所
入

既
寂
、
動
静
二
相
、
了
然
不
生
。
動
相
不
生
、
則
世
間
生
滅
之
法
滅
矣
。
静
相
不
生
、
則
不
為
寂
滅
所
留
係
矣
。
如
於
此
二
中
間
、
不

住
動
相
、
亦
不
為
静
相
所
困
、
則
観
音
所
謂
生
滅
既
滅
、
寂
滅
現
前
。
得
到
這
箇
田
地
、
始
得
身
心
一
如
、
身
外
無
余
、
頭
頭
上
明
、

物
物
上
顕
矣
。
非
是
強
為
、
法
如
是
故
。
潤
甫
勉
之
。
（
大
正
巻
四
七
―
九
一
三
ａ
ｂ
）

［
訓
読
］
莫
宣
教
潤
甫
に
示
す
。

（
１
）
学
を
為
す
も
道
を
為
す
も
一
な
り
。
学
を
為
さ
ば
、
則
ち
学
未
だ
聖
人
に
至
ら
ざ
れ
ば
、
必
ず
至
る
を
期
す
。
道
を
為
さ
ば
、

則
ち
そ
れ
心
を
物
我
を
放
つ
こ
と
を
求
む
。
物
我
一
如
な
れ
ば
、
則
ち
道
学
双
び
備
る
。
士
大
夫
は
博
く
群
書
を
極
め
、
独
り
身
を
治

め
富
貴
を
求
め
快
楽
を
取
る
に
あ
ら
ず
。
道
学
兼
て
具
し
て
、
拡
げ
て
之
を
充
す
べ
し
。
然
し
て
後
、
己
が
余
を
推
し
て
も
っ
て
物
に

及
ぶ
べ
し
。

（
２
）
近
世
の
学
者
は
、
多
く
本
を
棄
て
末
を
逐
い
、
正
に
背
き
邪
に
投
ず
。
只
だ
学
を
為
す
も
道
を
為
す
も
も
っ
て
名
の
為
に
専
ら

富
貴
を
取
っ
て
門
戸
を
張
大
す
る
を
も
っ
て
決
定
の
義
を
為
す
。
故
に
心
術
正
か
ら
ざ
れ
ば
、
物
の
為
に
転
ぜ
ら
る
。
俗
の
諺
に
所
謂

る
只
だ
錐
頭
の
利
を
見
て
鑿
頭
の
方
を
見
ず
。
殊
に
知
ら
ず
、
儒
教
に
在
ら
ば
、
則
ち
心
術
を
正
す
を
も
っ
て
先
と
為
す
を
。
心
術
既

に
正
し
け
れ
ば
、
則
ち
造
次
顛
沛
、
此
の
道
と
相
い
契
わ
ざ
る
な
し
。
前
に
云
う
所
の
「
学
を
為
す
も
道
を
為
す
も
一
な
り
」
の
義
な

り
。
吾
が
教
え
に
在
ら
ば
、
則
ち
も
し
能
く
物
を
転
ず
れ
ば
如
来
と
同
じ
と
曰
う
。
老
氏
に
在
り
て
は
、
則
ち
慈
と
曰
い
、
倹
と
曰
い
、

敢
て
天
下
の
先
と
為
さ
ず
と
曰
う
。
能
く
か
く
の
ご
と
く
学
す
れ
ば
、
こ
の
道
と
合
す
る
こ
と
を
求
む
る
を
須も

ち

い
ず
。
自
然
に
黙
黙
と

し
て
こ
れ
と
相
い
投
ず
。

（
３
）
「
仏
の
一
切
法
を
説
く
は
一
切
心
を
度
せ
ん
が
為
な
り
。
我
に
一
切
心
無
し
。
何
ぞ
一
切
法
を
用
ん
」
。
当
に
知
る
べ
し
、
経
を

読
み
教
を
看
て
博
く
群
書
を
極
め
る
は
、
月
を
見
て
指
を
亡わ

す

れ
、
魚
を
得
て
筌
を
亡
る
を
も
っ
て
第
一
義
と
為
す
は
、
則
ち
文
字
語
言

の
為
に
転
ぜ
ら
れ
ず
し
て
、
能
く
語
言
文
字
を
転
得
す
。
見
ず
や
。
昔
、
僧
有
り
て
帰
宗
和
尚
に
問
う
、
「
初
心
、
如
何
が
箇
の
入
処

を
得
ん
」
。
宗
は
火
箸
を
も
っ
て
鼎
蓋
を
敲
く
こ
と
三
下
し
て
云
う
、
「
還は

た
聞
く
や
」
。
僧
云
う
、
「
聞
く
」
。
宗
云
う
、
「
我
、
何
ぞ
聞
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四
三

か
ざ
る
」
。
宗
ま
た
敲
く
こ
と
三
下
し
て
問
う
、
「
還
た
聞
く
や
」
。
僧
云
う
、
「
聞
か
ず
」
。
宗
云
う
、
「
我
、
何な

に
ゆ
え以

に
聞
く
」
。
僧
、
語

る
こ
と
無
し
。
宗
云
う
、
「
観
音
妙
智
力
、
能
救
世
間
苦
」
。

（
４
）
潤
甫
道
友
、
夙
に
徳
本
を
植
え
、
こ
の
段
の
大
事
因
縁
を
信
得
及
し
て
念
念
間
断
無
し
。
但
だ
一
切
文
字
語
言
の
上
に
お
い
て

未
だ
月
を
見
て
指
を
亡
れ
、
魚
を
得
て
筌
を
亡
る
能
わ
ざ
る
の
み
。
も
し
帰
宗
示
誨
の
処
に
お
い
て
領
略
せ
ば
、
方は

じ

め
て
知
ら
ん
、
観

音
の
円
通
を
悟
る
と
帰
宗
の
聞
と
不
聞
の
義
と
無
二
無
別
な
る
こ
と
を
。
何
を
も
っ
て
そ
の
然
る
を
知
る
や
。
初
め
聞
の
中
に
お
い
て

流
を
入

か
え
し

て
所
を
亡
ず
と
。
所
入
既
に
寂
な
れ
ば
、
動
静
の
二
相
、
了
然
と
し
て
生
ぜ
ず
。
動
相
生
ぜ
ざ
れ
ば
則
ち
世
間
生
滅
の
法
滅
す
。

静
相
生
ぜ
ざ
れ
ば
則
ち
寂
滅
の
為
に
留
係
せ
ら
れ
ず
。
も
し
こ
の
二
中
間
に
お
い
て
動
相
に
住
せ
ず
、
ま
た
静
相
の
為
に
困
せ
ら
れ
ざ

れ
ば
則
ち
観
音
の
所
謂
る
「
生
滅
既
に
滅
す
れ
ば
寂
滅
現
前
す
」
と
い
う
な
り
。
這
箇
の
田
地
に
到
る
こ
と
を
得
れ
ば
、
始
め
て
身
心

一
如
な
る
こ
と
を
得
、
身
外
無
余
な
る
こ
と
、
頭
頭
上
に
明
ら
か
に
物
物
上
に
顕
わ
る
。
是
れ
強
い
て
為
す
に
あ
ら
ず
、
法
は
か
く
の

ご
と
き
が
故
に
。
潤
甫
、
之
を
勉
め
よ
。
（
現
代
語
訳
は
『
禅
語
録
』
二
二
三
～
二
二
六
頁
参
照
）

　

こ
こ
で
は
道
元
が
否
定
す
る
大
慧
の
三
教
一
致
思
想
の
問
題
も
あ
る
が
、
両
法
語
を
会
わ
せ
れ
ば
、
道
元
の
い
う
大
慧
説
の
概
要
は
出
て

く
る
で
あ
ろ
う
。

　

因
み
に
、
道
元
は
入
宋
し
て
直
接
に
大
慧
派
の
禅
者
を
見
聞
し
、
参
じ
て
い
る

）
53
（

こ
と
は
付
記
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
主
な
禅
者
に
仏
照
徳

光
の
下
の
孤
雲
道
権

）
54
（

と
無
際
了
派

）
55
（

が
い
る
が
、
特
に
大
慧
宗
杲
の
法
嗣
の
仏
照
徳
光
に
対
し
て
厳
し
い
批
判
を
師
の
天
童
如
浄
を
通
し
て
『
行

持
』
で
行
っ
て
い
る
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。

　

衲
子
を
教
訓
す
る
に
い
は
く
、
「
参
禅
学
道
は
第
一
有
道
心
、
こ
れ
学
道
の
は
じ
め
な
り
。
い
ま
二
百
来
年
、
祖
師
道
す
た
れ
た

り
、
か
な
し
む
べ
し
。
い
は
ん
や
一
句
を
道
得
せ
る
皮
袋
す
く
な
し
。
某
甲
そ
の
か
み
径き

ん
ざ
ん山

に
掛
錫
す
る
に
、
光
仏
照
そ
の
と
き
の

粥し
ゅ
く
は
ん
じ
ゅ
う

飯
頭
な
り
き
。
上
堂
し
て
い
は
く
、
『
仏
法
禅
道
か
な
ら
ず
し
も
他
人
の
言
句
を
も
と
む
べ
か
ら
ず
、
た
ゞ
各
自
理
会
』
。
か
く
の

ご
と
く
い
ひ
て
、
僧
堂
裏
都
不
管
な
り
き
。
雲
来
兄
弟
也
都
不
管
な
り
。
祇
管
与
官
客
相
見
追
尋
〈
祇
管
に
官
客
と
相
見
シ
テ
追ツ

イ
シ
ム尋

〉

す
る
の
み
な
り
。
仏
照
、
こ
と
に
仏
法
の
機
関
を
し
ら
ず
、
ひ
と
へ
に
貪
名
愛
利
の
み
な
り
。
仏
法
も
し
各
自
理
会
な
ら
ば
、
い
か
で

か
尋
師
訪
道
の
老
古
錐
あ
ら
ん
。
真
箇
是
光
仏
照
、
不
曾
参
禅
也
〈
真
箇
是こ

れ
光
仏
照
、
曾
て
参
禅
せ
不ざ

る
也な

り

〉
。
い
ま
諸
方
長
［
老
］

無
道
心
な
る
、
た
ゞ
光
仏
照
箇
児
子
也
。
仏
法
那
他
手
裏
有
〈
光
仏
照
箇
の
児
子
也な

り

。
仏
法
那

い
づ
く

ん
ぞ
他か

れ

が
手
裏
に
有
る
こ
と
得
ん
〉
。

可
惜
、
可
惜
」
。
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四
四

か
く
の
ご
と
く
い
ふ
に
、
仏
照
児
孫
お
ほ
く
き
く
も
の
あ
れ
ど
、
う
ら
み
ず
。
（
石
井
修
道
『
道
元
禅
師　

正
法
眼
蔵
行
持
に
学
ぶ
』

四
八
〇
～
八
一
頁
。
岩
波
文
庫
本
一
―
三
九
二
～
三
頁
参
照
）

　

こ
こ
に
仏
照
徳
光
の
い
う
「
各
自
理
念
」
が
、
大
慧
批
判
の
「
自
証
自
悟
」
と
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
り
、
更
に
仏
照

徳
光
が
日
本
達
磨
宗
の
大
日
房
能
忍
と
も
結
び
つ
き
、
多
く
の
道
元
門
下
の
対
機
に
お
い
て
も
大
慧
批
判
が
関
わ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
論
文
で
は
道
元
が
直
接
に
批
判
し
た
『
説
心
説
性
』
と
『
自
証
三
昧
』
を
取
り
上
げ
た
の
で
は
あ
る
が
、
道
元
禅
な
る
も
の
の
基
本

主
張
を
考
え
る
時
に
、
大
慧
禅
と
は
多
く
の
主
張
に
お
い
て
異
な
り

）
56
（

、
し
か
も
そ
れ
が
道
元
禅
の
本
質
に
関
わ
る
場
合
が
多
い
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
か
ら
も
道
元
禅
の
性
格
を
よ
り
明
確
に
し
て
行
き
た
い
。

註（
1
） 

大
慧
宗
杲
に
…
…
＝
ま
と
ま
っ
た
も
の
と
し
て
、
『
禅
語
録
』
（
中
央
公
論
社
、
一
九
九
二
年
一
一
月
）
を
あ
げ
て
お
こ
う
。

（
2
） 

陸
川
堆
雲
「
道
元
禅
師
の
大
慧
禅
師
批
判
に
つ
い
て
」
（
『
禅
学
研
究
』
第
五
五
号
、
一
九
六
六
年
二
月
）
は
、
無
著
道
忠
の
『
正
法
眼
蔵
僭
評
』

の
道
元
の
批
判
を
継
承
し
、
道
元
の
『
説
心
説
性
』
や
『
自
証
三
昧
』
の
基
づ
く
資
料
を
「
不
完
全
な
る
写
本
又
は
初
刊
年
譜
」
に
よ
る
と
い

い
、
そ
れ
に
よ
っ
て
大
慧
を
批
判
し
た
も
の
と
す
る
。
道
元
の
出
典
研
究
の
成
果
か
ら
言
っ
て
、
「
不
完
全
な
る
写
本
又
は
初
刊
年
譜
」
と
い

う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
し
、
初
刊
年
譜
の
当
時
の
存
在
は
考
え
ら
れ
な
い
。
『
正
法
眼
蔵
僭
評
』
に
つ
い
て
は
改
め
て
検
討
し
た
い
。

（
3
） 

そ
の
典
型
的
な
例
が
道
元
の
「
磨
裼
作
鏡
」
の
話
で
あ
る
。
石
井
修
道
『
道
元
禅
師　

正
法
眼
蔵
行
持
に
学
ぶ
』
（
禅
文
化
研
究
所
、

二
〇
〇
七
年
二
月
）
参
照
、
以
下
、
こ
の
拙
著
の
指
摘
は
省
略
す
る
。

（
4
） 『
嘉
泰
普
燈
録
』
＝
仁
治
三
年
（
一
二
四
二
）
四
月
五
日
に
示
衆
さ
れ
た
『
行
持
下
』
の
芙
蓉
道
楷
の
法
語
、
一
般
に
「
祇
園
正
儀
」
と
言
わ

れ
る
文
は
、
『
嘉
泰
普
燈
録
』
巻
二
五
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
ま
た
、
十
二
巻
本
『
正
法
眼
蔵
』
の
『
四
禅
比
丘
』
の
雷
庵
正
受
の
序
文
批
判

も
晩
年
の
引
用
で
あ
る
が
有
名
で
あ
る
。
石
井
修
道
「
『
四
禅
比
丘
』
考
」
（
『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
第
三
二
号
、
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
）

参
照
。

（
5
） 

岩
波
文
庫
本
の
脚
注
に
「
伝
燈
録
三
、
達
磨
章
別
記
」
と
あ
る
。
近
年
の
研
究
成
果
の
鏡
島
元
隆
監
修
『
道
元
引
用
語
録
の
研
究
』
（
春
秋
社
、

一
九
九
五
年
三
月
）
で
は
、
第
一
次
出
典
と
し
て
次
の
『
宗
門
統
要
集
』
巻
一
を
指
摘
す
る
。
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師
謂
二
祖
曰
、
「
汝
但
外
息
諸
縁
、
内
心
無
喘
、
心
如
牆
壁
、
可
以
入
道
」
。
二
祖
作
種
種
説
心
説
性
不
契
。
一
日
忽
悟
、
乃
曰
、
「
可
以

息
諸
縁
也
」
。
達
磨
曰
、
「
莫
成
断
滅
去
不
」
。
曰
、
「
無
」
。
磨
云
、
「
子
作
麼
生
」
。
二
祖
曰
、
「
了
了
常
知
、
故
言
之
不
可
及
」
。
達
磨
曰
、

「
此
諸
仏
之
所
伝
心
体
。
更
勿
疑
也
」
。

こ
れ
も
後
に
指
摘
す
る
『
大
慧
語
録
』
巻
二
七
に
比
べ
る
と
二
次
資
料
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

（
6
） 

神
山
僧
密
禅
師
…
…
＝
神
山
僧
密
の
伝
不
詳
。
雲
巌
曇
晟
の
法
嗣
。
洞
山
良
价
と
同
参
。
潭
州
（
湖
南
省
）
の
神
山
に
住
す
。
そ
の
出
典
は
『
宗

門
統
要
集
』
巻
七
「
神
山
僧
密
章
」
（
宋
版
四
三
丁
右
）
。
真
字
『
正
法
眼
蔵
』
六
二
則
に
も
引
用
さ
れ
る
。

（
潭
州
神
山
僧
密
禅
師
）
師
因
与
洞
山
行
次
、
洞
指
路
傍
院
云
、
「
裏
面
有
人
説
心
説
性
」
。
師
云
、
「
是
誰
」
。
洞
云
、
「
被
師
伯
一
問
、
直

得
去
死
十
分
」
。
師
云
、
「
説
心
説
性
底
誰
」
。
洞
云
、
「
死
中
得
活
」
。

（
7
） 

洞
山
悟
本
大
師
＝
良
价
（
八
〇
七
―
八
六
九
）
。
諡
号
は
悟
本
大
師
。
会
稽
の
人
。
俗
姓
は
兪
氏
。
雲
巌
（
岩
）
曇
晟
の
法
嗣
。
江
西
省
の
广

州
洞
山
で
活
躍
す
。

（
8
） 

大
地
有
情
同
時
成
道
＝
石
島
尚
雄
「
「
大
地
有
情
同
時
成
道
」
再
考
」
（
『
曹
洞
宗
研
究
員
紀
要
』
第
一
二
号
、
一
九
九
八
年
一
〇
月
）
で
、
『
建

中
靖
国
続
燈
録
』
巻
三
開
先
善
暹
章
の
「
老
胡
也
祇
道
、
明
星
出
現
時
、
我
与
大
地
有
情
同
時
成
道
」
（
続
蔵
巻
一
三
六
―
三
六
右
下
）
を
出

典
と
す
る
説
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
9
） 

一
切
衆
生
無
仏
性
＝
潙
山
霊
祐
の
語
と
さ
れ
る
。
『
仏
性
』
の
巻
参
照
。
『
説
心
説
性
』
は
こ
の
箇
所
に
限
ら
ず
『
仏
性
』
と
多
く
関
連
す
る
。

（
10
） 

拈
花
…
…
微
笑
…
…
＝
真
字
『
正
法
眼
蔵
』
二
五
三
則
。

　
　

昔
日
霊
山
百
万
衆
前
、
世
尊
拈
花
瞬
目
。
時
迦
葉
一
人
、
破
顔
微
笑
。
世
尊
云
、
「
我
有
正
法
眼
蔵
、
付
属
摩
訶
大
迦
葉
」
。

（
11
） 

礼
拝
依
位
而
立
＝
真
字
『
正
法
眼
蔵
』
二
〇
一
則
。

第
二
十
八
祖
菩
提
達
磨
尊
者
〈
嗣
般
若
多
羅
尊
者
、
諡
曰
円
覚
大
師
〉
将
返
西
天
、
謂
門
人
云
、
「
時
将
至
矣
、
汝
等
蓋
言
所
得
乎
」
。
時

門
人
道
副
曰
、
「
如
吾
所
見
、
不
執
文
字
、
不
離
文
字
、
而
為
道
用
」
。
師
云
、
「
汝
得
吾
皮
」
。
尼
惣
持
曰
、
「
如
我
今
所
解
、
如
慶
喜
見

阿
閔僅
仏
国
、
一
見
更
不
再
見
」
。
師
云
、
「
汝
得
吾
肉
」
。
道
育
云
、
「
四
大
本
空
、
五
蘊
非
有
、
而
我
見
処
、
無
一
法
可
得
」
。
師
曰
、
「
汝

得
吾
骨
」
。
最
後
慧
可
出
礼
拝
後
、
依
位
而
立
。
師
曰
、
「
汝
得
吾
髄
」
。
於
是
伝
法
付
衣
。

『
礼
拝
得
髄
』
『
葛
藤
』
等
及
び
石
井
修
道
「
『
礼
拝
得
髄
』
考
」
（
『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
第
三
七
号
、
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
）
参
照
。

（
12
） 

祖
師
入
梁
＝
『
行
持
』
巻
下
、
「
初
祖
金
陵
に
い
た
り
て
梁
武
と
相
見
す
る
に
…
…
」
（
岩
波
文
庫
本
一
―
三
四
五
頁
以
下
）
。
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（
13
） 

夜
半
伝
衣
＝
『
行
持
』
巻
上
、
「
六
祖
は
新
州
の
樵
夫
な
り
、
有
識
と
称
じ
が
た
し
。
い
と
け
な
く
し
て
父
を
喪
す
、
老
母
に
養
育
せ
ら
れ
て

長
ぜ
り
。
樵
夫
の
業
を
養
母
の
活
計
と
す
。
十
字
の
街
頭
に
し
て
一
句
の
聞
経
よ
り
の
ち
、
た
ち
ま
ち
に
老
母
を
す
て
て
大
法
を
た
づ
ぬ
。
こ

れ
奇
代
の
大
器
な
り
、
抜
群
の
辦
道
な
り
。
断
臂
た
と
ひ
容
易
な
り
と
も
、
こ
の
割
愛
は
大
難
な
る
べ
し
、
こ
の
棄
恩
は
か
ろ
か
る
べ
か
ら
ず
。

黄
梅
の
会
に
投
じ
て
八
箇
月
、
ね
ぶ
ら
ず
、
や
す
ま
ず
、
昼
夜
に
米
を
つ
く
。
夜
半
に
衣
鉢
を
正
伝
す
。
得
法
已
後
、
な
ほ
石
臼
を
お
ひ
あ
り

き
て
、
米
を
つ
く
こ
と
八
年
な
り
。
出
世
度
人
説
法
す
る
に
も
、
こ
の
石
臼
を
さ
し
お
か
ず
、
奇
世
の
行
持
な
り
」
（
同
三
〇
八
～
三
〇
九
頁
）
。

（
14
） 

平
常
＝
『
永
平
広
録
』
巻
八
「
法
語
」
二
に
「
又
有
僧
問
馬
祖
、
『
如
何
是
道
』
。
祖
曰
、
『
平
常
心
是
道
』
」
（
春
秋
社
本
四
―
一
四
〇
頁
）
と

あ
る
の
で
、
馬
祖
道
一
と
す
る
。
『
永
平
広
録
』
巻
四
―
二
九
二
上
堂
で
は
、
南
泉
普
願
の
語
と
あ
り
、
岩
波
文
庫
本
も
南
泉
普
願
と
す
る
。

（
15
） 

牆
壁
瓦
礫
＝
南
陽
慧
忠
の
語
で
あ
り
、
『
古
仏
心
』
参
照
。

（
16
） 

心
生
種
種
法
生
、
心
滅
種
種
法
滅
＝
『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
七
「
大
梅
法
常
章
」
に
「
師
上
堂
示
衆
曰
、『
汝
等
諸
人
、
各
自
迴
心
達
本
。
莫
逐
其
末
。

但
得
其
本
、
其
末
自
至
。
若
欲
識
本
、
唯
了
自
心
。
此
心
元
是
一
切
世
間
出
世
間
法
根
本
。
故
心
生
種
種
法
生
、
心
滅
種
種
法
滅
。
心
但
不
附

一
切
善
悪
而
生
。
万
法
本
自
如
如
』
」
（
禅
文
化
本
一
一
〇
～
一
一
一
頁
）
な
ど
と
あ
り
、
『
大
乗
起
信
論
』
（
大
正
巻
三
二
―
五
七
七
ｂ
）
の
語

と
し
て
よ
く
指
摘
さ
れ
る
。

（
17
） 

径
山
大
慧
禅
師
宗
杲
…
…
＝
大
慧
宗
杲
に
つ
い
て
は
、
伝
記
な
ど
は
既
に
述
べ
た
が
、
こ
こ
の
出
典
に
関
し
て
は
不
明
で
、
こ
の
こ
と
に
関
し

て
は
後
述
す
る
。

（
18
） 

性
は
澄
湛
寂
静
…
…
＝
こ
の
語
に
つ
い
て
は
、
後
の
十
一
段
参
照
。
ま
た
後
に
も
検
討
す
る
。

（
19
） 

皮
肉
骨
髄
＝
前
の
註
（
11
）
参
照
。

（
20
） 

知
見
解
会
＝
一
般
に
迷
い
の
悪
い
意
味
で
使
用
さ
れ
る
が
、
こ
こ
は
心
性
の
は
た
ら
き
の
よ
い
意
味
。

（
21
） 

爾
時
初
祖
…
…
＝
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
新
た
な
出
典
が
判
明
し
た
。
『
大
慧
語
録
』
巻
二
七
（
大
正
巻
四
七
―
九
二
五
ｂ
）
に
依
る
。

同
様
の
引
用
は
四
巻
本
『
大
慧
普
説
』
巻
四
に
付
さ
れ
た
「
示
王
通
判
（
大
任
）
」
（
宋
版
六
四
丁
左
～
六
五
丁
左
）
の
法
語
に
も
あ
る
。

士
大
夫
学
道
、
不
出
二
種
膈
路
。
一
曰
忘
懐
。
一
曰
著
意
。
所
謂
著
意
者
、
杜
撰
長
老
喚
作
管
帯
是
也
。
忘
懐
者
、
杜
撰
長
老
喚
作
黙
照

是
也
。
管
帯
・
黙
照
二
種
病
不
除
、
則
不
能
出
生
死
。
所
謂
生
死
者
、
本
無
形
段
。
只
為
学
道
人
生
死
心
不
破
、
故
受
輪
回
。
若
生
死
心

破
、
則
輪
回
之
性
即
是
解
脱
之
場
。
然
輪
回
・
解
脱
悉
是
仮
名
、
亦
無
形
段
可
得
。
若
能
於
日
用
中
常
如
是
観
察
、
則
日
久
月
深
無
有
不

得
底
。
「
昔
達
磨
謂
二
祖
曰
、
『
汝
但
外
息
諸
縁
、
内
心
無
喘
、
心
如
墻
壁
、
可
以
入
道
』
」
。
二
祖
種
種
説
心
説
性
、
引
文
字
作
証
、
並
不
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契
達
磨
意
。
前
所
云
忘
懐
・
著
意
、
正
謂
此
也
。
若
不
著
意
、
則
諸
縁
息
矣
。
若
不
忘
懐
、
則
内
心
定
矣
。
内
心
定
、
則
自
然
与
墻
壁
無
殊
。

亦
不
著
将
心
安
排
計
度
、
然
後
得
如
墻
壁
也
。
但
只
就
疑
不
破
処
参
。
参
時
切
忌
将
心
等
悟
。
若
将
心
等
悟
、
則
沒
交
渉
矣
。
生
死
心
未

破
、
則
全
体
是
一
団
疑
情
。
只
就
疑
情
窟
裏
、
挙
箇
話
頭
。
「
僧
問
趙
州
、
『
狗
子
還
有
仏
性
也
無
』
。
州
云
、
『
無
』
」
。
行
住
坐
臥
、
不
得

間
断
、
妄
念
起
時
、
亦
不
得
将
心
遏
捺
。
但
只
挙
此
話
頭
。
要
静
坐
纔
覚
昏
沈
、
便
抖
擻
精
神
、
挙
此
話
、
忽
地
如
瞎
老
婆
吹
火
和
眉
毛

眼
睫
一
時
焼
了
、
不
是
差
事
。
得
如
此
了
、
忘
懐
也
得
、
著
意
也
得
。
静
也
得
、
閙
也
得
。
雖
全
体
在
輪
回
中
、
亦
不
被
輪
回
所
転
、
借

輪
回
、
為
游
戯
之
場
。
得
到
這
箇
田
地
、
亦
不
著
将
心
和
会
、
自
然
成
一
片
矣
。
却
将
三
教
聖
人
所
説
之
法
、
従
頭
試
看
一
遍
。
尽
説
自

家
屋
裏
事
、
更
無
一
字
増
滅
。
若
不
如
是
、
縱
勤
苦
修
行
経
塵
沙
劫
、
欲
明
此
事
、
徒
自
疲
労
。
忘
懐
・
著
意
、
二
倶
蹉
過
。
不
忘
懐
不

著
意
是
箇
甚
麼
。
咄
。
更
是
箇
甚
麼
。
大
任
通
判
学
士
。
但
恁
麼
参
。
此
外
別
無
道
理
。
（
石
井
修
道
「
訳
注
『
大
慧
普
覚
禅
師
法
語
〈
続
〉
』

（
上
）
」
（
『
駒
澤
大
学
禅
研
究
所
年
報
』
第
四
号
、
一
九
九
三
年
三
月
）
参
照
。

（
22
） 

難
行
＝
『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
三
「
菩
提
達
磨
章
」
に
「
光
悲
涙
曰
、
『
惟
願
和
尚
慈
悲
、
開
甘
露
門
、
広
度
群
品
』
。
師
曰
、
『
諸
仏
無
上
妙
道
、

曠
劫
精
勤
。
難
行
能
行
、
非
忍
而
忍
。
豈
以
小
徳
小
智
軽
心
慢
心
。
欲
冀
真
乗
、
徒
労
勤
苦
』
」
（
禅
文
化
本
三
二
頁
）
と
あ
る
。

（
23
） 

或
従
知
識
、
或
従
経
巻
＝
『
仏
性
』
を
は
じ
め
、
『
仏
経
』
に
出
づ
。
元
来
、
『
摩
訶
止
観
』
巻
一
下
の
六
即
（
理
即
・
名
字
即
・
観
行
即
・
相

似
即
・
分
真
即
・
究
竟
即
）
の
名
字
即
の
文
中
の
語
。

名
字
即
と
は
、
理
は
即
ち
是
な
り
と
雖
も
、
日
に
用
い
て
知
ら
ず
。
未
だ
三
諦
を
聞
か
ざ
る
を
以
て
、
全
く
仏
法
を
識
ら
ず
。
牛
羊
の
眼

が
方
隅
を
解
せ
ざ
る
が
如
し
。
或
は
知
識
に
従
い
、
或
は
経
巻
に
従
っ
て
、
上
に
説
く
所
の
一
実
の
菩
提
を
聞
き
、
名
字
の
中
に
於
て
、

通
達
し
解
了
し
て
、
一
切
の
法
は
皆
な
是
れ
仏
法
な
り
と
知
る
。
是
れ
を
名
字
即
の
菩
提
と
為
す
。
亦
た
是
れ
は
名
字
止
観
な
り
。
若
し

未
だ
聞
か
ざ
る
時
は
、
処
処
に
馳
求
す
る
も
、
既
に
聞
く
こ
と
を
得
已
れ
ば
、
攀
覓
の
心
が
息
む
を
止
と
名
づ
け
、
但
だ
法
性
を
信
じ
て

諸
を
信
ぜ
ざ
る
を
名
づ
け
て
観
と
為
す
。
（
大
正
巻
四
六
―
一
〇
ｂ
）
。

（
24
） 

大
悟
＝
『
大
悟
』
参
照
。

（
25
） 

仏
性
と
い
ふ
は
…
…
＝
既
に
註
（
9
）
で
も
言
う
よ
う
に
、
『
仏
性
』
の
説
示
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
。

（
26
） 

心
は
疎
動
し
…
…
＝
外
道
見
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
。

（
27
） 

臨
済
の
道
取
…
…
＝
臨
済
批
判
の
一
つ
で
、
「
無
位
真
人
」
は
『
臨
済
録
』
で
も
重
要
な
主
張
で
あ
る
。

上
堂
云
、
「
赤
肉
団
上
有
一
無
位
真
人
。
常
従
汝
等
諸
人
面
門
出
入
。
未
証
拠
者
、
看
看
」
。
時
有
僧
出
問
、
「
如
何
是
無
位
真
人
」
。
師
下
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禅
牀
把
住
云
、
「
道
道
」
。
其
僧
擬
議
、
師
托
開
云
、
「
無
位
真
人
是
什
麼
乾
屎
瀘
」
、
便
帰
方
丈
。
（
岩
波
文
庫
本
二
〇
頁
）
。

（
28
） 

子
を
わ
す
れ
て
賊
…
…
＝
『
首
楞
厳
経
』
巻
一
「
仏
告
阿
難
、
此
是
前
塵
虚
妄
相
想
、
惑
汝
真
性
。
由
汝
無
始
至
于
今
生
、
認
賊
為
子
。
失
汝

元
常
、
故
受
輪
転
」
（
大
正
巻
一
九
―
一
〇
八
ｃ
）
に
よ
る
。
同
語
は
『
円
覚
経
』
（
大
正
巻
一
七
―
九
一
九
ｃ
）
に
も
出
づ
。

（
29
） 
張
三
…
…
李
四
…
…
＝
「
張
」
も
「
李
」
も
あ
り
ふ
れ
た
姓
で
、
張
の
三
男
坊
と
李
の
四
男
坊
の
こ
と
。
『
大
慧
語
録
』
巻
八
に
も
次
の
よ
う
に
あ
る
。

示
衆
。
挙
。
僧
問
雲
門
、「
如
何
是
道
」
。
門
云
、「
透
出
一
字
」
。
師
云
、「
透
出
一
字
、
却
不
相
似
。
急
転
頭
来
、
張
三
李
四
」
。
下
座
。
（
大

正
巻
四
七
―
八
四
三
ｂ
）

（
30
） 

自
証
三
昧
…
…
＝
『
抄
』
に
「
先
ヅ
自
証
三
昧
と
云
ふ
詞
に
付
キ
て
、
打
任
セ
て
人
の
思
ヒ
習
し
た
る
や
う
は
、
証
は
他
に
よ
ら
ず
、
自
ら
さ

と
る
を
自
証
と
云
フ
と
心
得
。
今
の
自
証
の
自
、
全
ク
他
に
対
し
た
る
自
に
あ
ら
ず
。
且
ク
は
「
諸
仏
七
仏
よ
り
仏
仏
祖
祖
の
正
伝
す
る
所
、

す
な
は
ち
修
証
三
昧
ナ
リ
」
と
あ
り
、
人
の
思
フ
が
如
く
な
ら
ば
、
自
証
の
道
理
、
仏
仏
祖
祖
の
正
伝
す
る
所
と
は
云
ヒ
難
シ
。
尋
常
に
人
の

思
フ
所
の
自
証
に
違
ヒ
た
る
條
、
今
御
釈
顕
然
な
り
。
又
タ
名
目
に
は
自
証
三
昧
と
あ
り
、
御
釈
に
は
修
証
三
昧
と
あ
り
。
此
ノ
証
と
修
と
の

詞
、
只
ダ
同
心
な
る
べ
し
。
修
し
て
証
を
待
ツ
と
心
得
ベ
カ
ラ
ズ
。
ゆ
へ
に
証
も
修
も
只
ダ
同
心
な
る
べ
し
。
此
ノ
上
は
教
証
三
昧
と
も
、
行

証
三
昧
と
も
、
無
尽
に
云
フ
べ
き
な
り
。
更
に
相
違
ス
ベ
カ
ラ
ズ
。
」
（
『
曹
全　

注
解
二
』
四
八
二
頁
）
と
あ
る
。

（
31
） 

修
証
三
昧
＝
本
山
版
ノ
ミ
「
修
証
三
昧
」
ヲ
「
自
証
三
昧
」
ニ
作
ル
。
題
に
変
更
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
修
証
三
昧
な
る
が
故
に
、
意
味
が
深

ま
り
、
道
元
の
主
張
に
巾
が
出
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

（
32
） 

曹
渓
古
仏
…
…
＝
道
元
の
「
本
証
妙
修
」
説
に
と
っ
て
重
要
な
問
答
で
、
真
字
『
正
法
眼
蔵
』
一
〇
一
則
参
照
。

南
嶽
山
大
慧
禅
師
〈
嗣
曹
渓
、
諱
懐
譲
〉
参
六
祖
。
祖
曰
、
「
従
什
麼
処
来
」
。
師
曰
、
「
嵩
山
安
国
師
処
来
」
。
祖
曰
、
「
是
什
麼
物
恁
麼

来
」
。
師
罔
措
。
於
是
執
侍
八
年
、
方
省
前
話
。
乃
告
祖
云
、「
懐
譲
会
得
、
当
初
来
時
、
和
尚
接
某
甲
、
是
什
麼
物
恁
麼
来
」
。
祖
云
、「
你

作
麼
生
会
」
。
師
曰
、「
説
似
一
物
即
不
中
」
。
祖
曰
、「
還
仮
修
証
否
」
。
師
曰
、「
修
証
即
不
無
、
染
汚
即
不
得
」
。
祖
曰
、「
祗
此
不
染
汚
、

是
諸
仏
之
所
護
念
。
汝
亦
如
是
、
吾
亦
如
是
、
乃
至
西
天
諸
祖
亦
如
是
」
。

（
33
） 

桃
花
…
…
竹
声
…
…
＝
霊
雲
志
勤
と
香
厳
智
閑
の
悟
道
の
話
で
多
く
引
用
さ
れ
る
。

（
34
） 

半
万
軸
＝
『
優
曇
華
』
に
「
五
千
四
十
八
巻
な
り
」
（
岩
波
文
庫
本
三
―
三
四
〇
頁
）
と
あ
る
。

（
35
） 

日
面
月
面
＝
『
仏
名
経
』
に
出
る
賢
劫
千
仏
の
第
二
〇
二
仏
が
月
面
仏
、
第
八
五
八
仏
が
日
面
仏
で
あ
る
。
一
八
〇
〇
歳
の
長
寿
の
日
面
仏
と

一
日
一
夜
の
短
命
の
月
面
仏
。
『
宏
智
頌
古
』
三
六
則
参
照
。
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四
九

（
36
） 

三
乗
＝
『
仏
教
』
参
照
。
石
井
修
道
「
『
仏
教
』
考
」
（
『
多
田
孝
正
博
士
古
稀
記
念
論
集　

仏
教
と
文
化
』
所
収
、
二
〇
〇
八
年
一
一
月
）
も

参
照
さ
れ
た
い
。

（
37
） 
五
乗
＝
『
弁
道
話
』
（
岩
波
文
庫
本
一
―
二
五
頁
）
に
出
づ
。

（
38
） 
九
部
教
＝
『
仏
教
』
（
二
―
三
一
〇
頁
）
参
照
。

（
39
） 

十
二
部
教
＝
『
仏
教
』
（
二
―
三
〇
五
頁
）
参
照
。

（
40
） 

昨
日
説
は
…
…
今
日
は
…
…
＝
『
宗
門
統
要
集
』
巻
一
「
釈
迦
文
仏
章
」
（
宋
版
一
一
丁
右
）
。

世
尊
因
外
道
問
、
「
昨
日
説
何
法
」
。
云
、
「
説
定
法
」
。
外
道
云
、
「
今
日
説
何
法
」
。
曰
、
「
不
定
法
」
。
外
道
云
、
「
昨
日
説
定
法
。
今
日

何
説
不
定
法
」
。
世
尊
云
、
「
昨
日
定
、
今
日
不
定
」
。

 

『
一
顆
明
珠
』
（
一
―
一
八
五
頁
）
、
『
三
十
七
品
菩
提
分
法
』
（
三
―
二
八
一
頁
）
参
照
。

（
41
） 

志
気
を
衝
天
＝
『
普
勧
坐
禅
儀
』
に
「
直
饒
誇
会
豊
悟
兮
、
獲
瞥
地
之
智
通
、
得
道
明
心
兮
、
挙
衝
天
之
志
気
」
と
あ
る
。
『
景
徳
伝
燈
録
』

巻
二
九
の
同
安
常
察
の
「
塵
異
」
に
「
濁
者
自
濁
清
者
清
、
菩
提
煩
悩
等
空
平
。
誰
言
卞
璧
無
人
鑑
、
我
道
驪
珠
到
処
晶
。
万
法
泯
時
全
体
現
、

三
乗
分
処
仮
安
名
。
丈
夫
皆
有
衝
天
気
、
莫
向
如
来
行
処
行
」
（
禅
文
化
本
六
一
二
頁
）
と
あ
る
。

（
42
） 

生
知
＝
元
来
、『
論
語
』
「
季
氏
篇
」
の
「
孔
子
曰
、
生
而
知
之
者
上
也
。
学
而
知
之
者
次
也
」
の
語
。
『
大
悟
』
（
岩
波
文
庫
本
一
―
二
〇
九
頁
）

に
も
こ
の
語
が
使
用
さ
れ
る
。

（
43
） 

大
慧
禅
師
宗
杲
…
…
＝
こ
こ
よ
り
の
引
用
に
つ
い
て
は
、
既
に
検
討
し
た
。

（
44
） 

宣
州
の
珵
禅
師
＝
瑞
竹
紹
珵
（
生
没
年
不
詳
）
。
宝
印
大
師
と
号
す
。
臨
済
宗
の
瑯
琊
慧
覚
の
法
嗣
の
興
教
坦
に
嗣
法
す
る
。
宣
州
（
安
徽
省
）

の
明
教
（
寂
）
に
住
し
、
太
平
州
（
安
徽
省
）
の
瑞
竹
寺
に
遷
り
、
西
堂
に
退
居
す
る
。

（
45
） 

雲
門
＝
文
偃
（
八
六
四
―
九
四
九
）
。
賜
号
は
匡
真
大
師
。
姑
蘇
（
浙
江
省
）
の
人
。
俗
姓
は
張
氏
。
雪
峰
義
存
の
法
嗣
。
韶
州
（
広
東
省
）

の
雲
門
山
に
住
す
。
『
雲
門
広
録
』
三
巻
あ
り
。

（
46
） 

雪
竇
＝
重
顕
（
九
八
〇
―
一
〇
五
二
）
。
賜
号
は
明
覚
大
師
。
遂
州
（
四
川
省
）
の
人
。
俗
姓
は
李
氏
。
智
門
光
祚
の
法
嗣
。
蘇
州
の
洞
庭
翠
峰
寺
、

明
州
の
雪
竇
山
資
聖
寺
に
住
す
。
『
頌
古
』
百
則
を
圜
悟
克
勤
が
評
唱
等
を
加
え
て
『
碧
巌
録
』
と
な
る
。
『
明
覚
禅
師
語
録
』
六
巻
あ
り
。

（
47
） 

洞
山
の
微
和
尚
＝
道
微
（
生
没
年
不
詳
）
。
郢
州
（
湖
北
省
）
の
大
陽
山
で
芙
蓉
道
楷
に
参
じ
嗣
法
す
。
筠
州
（
江
西
省
）
の
洞
山
に
住
す
。

（
48
） 

芙
蓉
和
尚
＝
道
楷
（
一
〇
四
三
―
一
一
一
八
）
は
、
沂
州
（
山
東
省
）
費
県
の
人
。
俗
姓
は
崔
氏
。
投
子
義
青
の
法
嗣
。
郢
州
の
大
陽
山
に
住
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〇

す
。
随
州
（
湖
北
省
）
の
大
洪
山
崇
寧
保
寿
禅
院
を
経
て
、
東
京
（
河
南
省
）
の
十
方
浄
因
禅
院
・
天
寧
寺
に
住
す
。
沂
州
の
芙
蓉
湖
畔
に
華

厳
寺
を
創
建
す
。
政
和
八
年
五
月
十
四
日
に
示
寂
す
。

（
49
） 
湛
堂
準
和
尚
＝
文
準
（
一
〇
六
一
―
一
一
一
五
）
。
興
元
府
（
陝
西
省
）
の
人
。
俗
姓
は
梁
氏
。
黄
龍
派
の
真
浄
克
文
に
嗣
法
す
る
。
豫
章
（
江

西
省
）
の
雲
巌
寺
に
住
し
、
続
い
て
隆
興
府
の
泐
潭
宝
峰
禅
院
に
住
す
。
政
和
五
年
一
〇
月
二
十
二
日
に
示
寂
す
る
。

（
50
） 

十
王
＝
『
十
王
経
』
に
説
く
冥
土
の
十
王
。
秦
広
王
（
本
地
不
動
明
王
）
、
初
江
王
（
釈
迦
仏
）
、
宋
帝
王
（
文
殊
菩
薩
）
、
伍
官
王
（
普
賢
菩
薩
）
、

閻
魔
王
（
地
蔵
菩
薩
）
、
変
成
王
（
弥
勒
菩
薩
）
、
泰
山
府
君
（
薬
師
如
来
）
、
平
等
王
（
観
音
菩
薩
）
、
都
市
王
（
勢
至
菩
薩
）
、
五
道
転
輪
王
（
阿

弥
陀
如
来
）
。
岩
波
文
庫
本
脚
注
及
び
『
禅
学
大
辞
典
』
に
よ
る
。

（
51
） 

減
師
半
徳
＝
『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
一
六
の
「
巌
頭
全
豁
章
」
。

師
与
存
同
辞
徳
山
。
徳
山
問
、「
什
麼
処
去
」
。
師
曰
、「
暫
辞
和
尚
下
山
去
」
。
徳
山
曰
、「
子
他
後
作
麼
生
」
。
師
曰
、「
不
忘
」
。
曰
、「
子

憑
何
有
此
説
」
。
師
曰
、
「
豈
不
聞
、
智
慧
過
師
、
方
伝
師
教
。
其
或
智
慧
斉
等
、
他
後
恐
減
師
半
徳
」
。
曰
、
「
如
是
如
是
。
当
善
護
持
」
。

二
士
礼
拝
而
退
（
禅
文
化
本
三
〇
七
～
八
頁
）
。

（
52
） 『
仏
教
』
＝
註
（
36
）
参
照
。

（
53
） 

大
慧
派
の
禅
者
を
見
聞
し
、
参
じ
て
い
る
＝
道
元
の
大
慧
禅
の
影
響
は
初
期
の
主
張
に
あ
り
、
『
永
平
広
録
』
巻
八
「
法
語
」
の
一
一
の
冒
頭

は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
法
語
の
中
に
は
看
話
禅
の
特
色
で
あ
る
公
案
を
与
え
て
指
導
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
考

え
て
、
『
説
心
説
性
』
の
大
慧
禅
批
判
と
い
う
よ
り
、
大
慧
の
主
張
に
近
い
説
示
が
見
ら
れ
る
。

全
体
本
然
、
誰
逗
処
所
。
通
身
親
切
、
豈
尋
蹤
由
。
既
超
一
句
、
焉
労
三
乗
。
撒
手
兮
便
当
、
翻
身
兮
即
露
。
実
是
霊
山
破
顔
以
後
、

四
七
未
得
添
一
糸
毫
。
少
林
徹
髄
以
来
、
二
三
何
堪
減
一
糸
毫
者
哉
。
不
渉
言
宣
、
唯
証
契
。
無
滞
念
想
、
是
直
指
。
是
以
室
峰
九
年
之

面
壁
、
声
名
遠
聞
。
黄
梅
三
更
之
伝
衣
、
風
光
顕
赫
。
彼
倶
胝
一
指
、
黄
檗
三
頓
、
百
丈
払
、
臨
済
喝
、
洞
山
麻
三
斤
、
雲
門
乾
屎
椶
、

未
拘
生
仏
之
階
梯
、
已
超
迷
悟
之
辺
際
者
也
。
何
比
待
証
悟
於
他
者
、
認
影
終
非
吾
、
存
知
見
於
体
者
、
逐
塊
未
為
人
者
乎
。
誠
夫
、
仏

祖
単
伝
之
旨
、
言
外
領
略
之
宗
者
、
不
在
先
哲
公
案
之
処
、
古
徳
証
入
之
処
、
不
在
語
句
論
量
之
処
、
問
答
往
来
之
処
、
不
在
知
見
解
会

之
処
、
思
量
念
度
之
処
、
不
在
談
玄
談
妙
之
処
、
説
心
説
性
之
処
。
唯
放
這
柄
、
不
留
瞥
地
、
当
処
団
欒
、
故
能
満
眼
矣
。
（
春
秋
社
本

四
―
一
六
〇
～
二
頁
）
。

〈
全
体
本
然
な
り
、
誰
か
処
所
に

逗
と
ど
こ
お

ら
ん
。
通
身
親
切
な
り
、
豈
に
蹤
由
を
尋
ね
ん
や
。
既
に
一
句
を
超
ゆ
、
焉
ん
ぞ
三
乗
に

労
わ
ず
ら

わ
ん
。
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五
一

手
を
撒
っ
て
便
ち
当
り
、
身
を
翻
し
て
即
ち
露
わ
る
。
実
に
是
れ
霊
山
破
顔
よ
り
以こ

の
か
た後

、
四
七
未
だ
一
糸
毫
を
添
う
る
こ
と
得
ず
。
少
林

髄
に
徹
し
て
よ
り
以
来
、
二
三
何
ぞ
一
糸
毫
を
減
ず
る
に
堪
う
る
も
の
な
ら
ん
や
。
言
宣
に
渉
ら
ず
、
唯
だ
証
契
す
る
の
み
。
念
想
に
滞

る
こ
と
な
し
、
是
れ
直
指
な
り
。
是
を
以
て
、
室
峰
九
年
の
面
壁
、
声
名
遠
く
聞
ゆ
。
黄
梅
三
更
の
伝
衣
、
風
光
顕
赫
な
り
。
彼
の
倶
胝

の
一
指
、
黄
檗
の
三
頓
、
百
丈
の
払
、
臨
済
の
喝
、
洞
山
の
麻
三
斤
、
雲
門
の
乾
屎
椶
、
未
だ
生
仏
の
階
梯
に
拘
わ
ず
、
已
に
迷
悟
の
辺

際
を
超
え
た
る
も
の
な
り
。
何
ぞ
証
悟
を
他
に
待
つ
も
の
の
、
影
を
認
じ
て
終
に
吾
に
あ
ら
ず
、
知
見
を
体
に
存
す
る
も
の
の
、

塊
つ
ち
く
れ

を

逐
っ
て
未
だ
人
の
為
に
せ
ざ
る
も
の
に
比
せ
ん
や
。
誠
に
夫
れ
、
仏
祖
単
伝
の
旨
、
言
外
領
略
の
宗
は
、
先
哲
公
案
の
処
、
古
徳
証
入
の

処
に
在
ら
ず
、
語
句
論
量
の
処
、
問
答
往
来
の
処
に
在
ら
ず
、
知
見
解
会
の
処
、
思
量
念
度
の
処
に
在
ら
ず
、
談
玄
談
妙
の
処
、
説
心
説

性
の
処
に
在
ら
ず
。
唯
だ
這
の
柄
を
放
っ
て
、
瞥
地
も
留
め
ず
ん
ば
、
当
処
団
欒
な
り
、
故
に
能
く
眼
に
満
つ
。
〉

（
54
） 

孤
雲
道
権
＝
『
典
座
教
訓
』（
大
久
保
道
舟
編
『
道
元
禅
師
全
集
』
下
巻
二
九
八
頁
）
。
石
井
修
道
『
道
元
禅
の
成
立
史
的
研
究
』
三
三
〇
頁
（
大

蔵
出
版
、
一
九
九
一
年
八
月
）
参
照
。

（
55
） 

無
際
了
派
＝
石
井
修
道
「
『
仏
祖
』
『
嗣
書
』
『
面
授
』
考
」
（
『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
第
三
九
号
、
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
）
参
照
。

（
56
） 

大
慧
禅
と
は
…
…
＝
秋
田
県
の
宗
務
所
・
禅
セ
ン
タ
ー
主
催
の
祖
録
に
親
し
む
の
講
義
に
お
い
て
、
二
〇
〇
六
年
五
月
二
十
日
に
『
山
水
経
』

を
学
ん
だ
。
そ
の
中
に
大
慧
系
の
禅
の
批
判
と
し
て
「
無
理
会
話
」
の
語
が
次
の
よ
う
に
あ
り
、
今
回
の
大
慧
批
判
と
関
係
す
る
。

い
ま
現
在
大
宋
国
に
、
杜
撰
の
や
か
ら
一
類
あ
り
、
い
ま
は
群
を
な
せ
り
。
小
実
の
撃
不
能
な
る
と
こ
ろ
な
り
。
か
れ
ら
い
は
く
、
「
い

ま
の
東
山
水
上
行
話
、
お
よ
び
南
泉
の
鎌
子
話
ご
と
き
は
、
無
理
会
話
な
り
。
そ
の
意
旨
は
、
も
ろ
も
ろ
の
念
慮
に
か
ゝ
は
れ
る
語
話
は

仏
祖
の
禅
話
に
あ
ら
ず
。
無
理
会
話
、
こ
れ
仏
祖
の
語
話
な
り
。
か
る
が
ゆ
ゑ
に
、
黄
蘗
の
行
棒
お
よ
び
臨
済
の
挙
喝
、
こ
れ
ら
理
会
お

よ
び
が
た
く
、
念
慮
に
か
ゝ
は
れ
ず
、
こ
れ
を
朕
兆
未
萌
以
前
の
大
悟
と
す
る
な
り
。
先
徳
の
方
便
、
お
ほ
く
葛
藤
断
句
を
も
ち
ゐ
る
と

い
ふ
は
無
理
会
な
り
」
。
（
岩
波
文
庫
本
二
―
一
八
九
～
一
九
〇
頁
）

な
お
、
小
川
隆
「
無
頭
話
・
無
理
会
話
―
朱
子
・
道
元
の
批
判
」
（
『
『
臨
済
録
』
―
禅
の
語
録
の
こ
と
ば
と
思
想
』
所
収
、
岩
波
書
店
、

二
〇
〇
八
年
一
一
月
）
参
照
。


